


















































誰が為にケモノは生きたいといった２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　第一章　天裔ネフイリム街







　緩ゆるやかに立ち上る白はく煙えんが、周囲の風景を曖あい昧まいに滲にじませていた。

　何もかも──見える全ての輪りん郭かくが緩んでぼやけている。まるでうっかり水に濡ぬらしてしまった水すい彩さい画がの様だ。もっとも煙けむりの向こう側に見えるものといえば……緩やかにうねる地平線と、更さらにその向こうに見える山脈の影かげ、その程度であったが。

　何ど処こまでも何処までも、延々と続く岩と砂の平野。たまに見み掛かける草木の緑も、森や林を成す程に多くもなければ大きくもなく、全体的に荒こう涼りようとした雰ふん囲い気きが強い。

　その真ん中で──

「…………」

　しかしイオリ・ウィンウッドは『命の洗せん濯たく』をしていた。

　彼は今……白はく濁だくした湯に身を浸ひたしている。

　少し離はなれた所に在ある岩の亀き裂れつから染み出た熱ねつ湯とう──つまりは温泉が岩場の窪くぼみに溜たまって天然の風ふ呂ろを造り上げているのである。水溜まりならぬ湯溜まりだった。さすがに源泉はとても吞のん気きに浸つかったり浴びたり出来る様な温度ではない様だが、長々と岩いわ肌はだを伝って此こ処こに注ぎ込まれると、ちょっとした池程もある水面から、もうもうと湯気を立てる代わりに、程良い加減にまで温度が下がるという寸法だ。

「……あー……ああ……」

　ついつい意味も無く緩んだ溜ため息いきが漏もれる。

　森林地帯を出て十日余り。

　草木の緑や土の生々しい黒よりも、遥はるかに岩と砂の乾かわいた白が目立つ、この荒涼たる平原で──この温泉を見つける事が出来たのは幸運だったと言えるだろう。

　こうして湯に浸かっていると、身体からだのあちこちにしこりの如ごとく蓄ちく積せきした疲つかれが溶とけて、吐と息いきと共に排はい出しゆつされていく感じがする。体温の上じよう昇しようと共に代たい謝しやが上がれば、疲ひ労ろう回復のみならず傷の治りも早くなる筈はずだった。

「……あと三日か四日ってところか」

　湯に胸の辺りまで浸かりながら──イオリは己の腹に指を這はわせて呟つぶやいた。

　指先に覚える微かすかな異物感は、糸と……そして皮ひ膚ふの上に刻まれた凹おう凸とつだ。体内に隠かくし持っていた魔ま術じゆつ担たん体たいの指輪を取り出す為ために、自ら刃は物ものを入れて腹を割り、更には自ら縫ぬった痕あとであった。止血の為に一いつ瞬しゆんながら傷口を焼いたので、火傷やけどの痕も在る。

　通常は一週間から十日で傷口の癒ゆ着ちやくを待って糸を抜ぬくのだが……イオリは縫った直後に休養を挟はさむ事無く動き回り、更には格かく闘とうまでした為、治りが遅おくれていた。

「……棄界ゲヘナで『湯とう治じ』が出来るとは思ってもみなかったが」

　魔術を扱あつかう事が出来るイオリにとって、湯を沸わかす事そのものは簡単だが、この荒こう野やではそもそもまとまった量の水を確保する事が非常に難しい。

　元々湯治というのは、傷を負った野生動物が温泉に身を浸して治ち療りようするのを、人間が真ま似ねたのが始まりだという。身体を温める事や、温泉に含ふくまれる成分が傷の治りを早めるのだと、動物達も経験的に知っていたのだろう。

　ちなみにイオリはこの湯治という概がい念ねんを、難民だった両親から、今は失われた『故郷』の文化として教わった。なので傷を癒いやす為に天然温泉に浸かる、という行こう為いは、実を言えば初めての事なのである。イオリが以前、国境警備の兵として所属していたジンデル王国では、むしろ温泉は入浴ではなく医療行為として飲用する事が多い……いわゆる『飲泉』の習慣の方が主流であった様だ。

「後で汲くんで蒸留しておくか……？」

　イオリが浸かっている温泉の湯からは、硫い黄おう臭しゆうがする。

　硫黄は外用薬として軟なん膏こうや塗ぬり薬ぐすりに使用される事も多く、それを多く含む湯は単に代謝を上げるだけでなく、殺さつ菌きん効果や解げ毒どく効果も持っている。

　硫黄そのものを塊かたまりか粉末でも調達して保存出来れば、色々と便利な筈だ。

　そんな事をイオリが考えていると──

「……ん？」

　ふと何かの気配を感じたイオリが、頭上を振ふり仰あおぐ。

　本来、ただ空が見えるだけの筈のそこには……しかし、のしかかる様にして黒い『天てん井じよう』が在った。

　壁かべも無く柱も無く、ただそこに在る──空中に浮うかぶ物体。

　複雑で歪いびつな表面をしているが、全体として見れば概おおむね平面状のそれは、音も無くイオリの頭上に存在している。時折吹ふく風にぎしぎしと軋きしみの音を立てながら揺ゆれているが、鎖くさりで近くの岩に繫つながれている為、何処かに流されていってしまう様な事は無い。

　とりあえずイオリはこれを『陸上帆艇ランドヨツト』と呼んでいた。

　元々は『流れ森』と呼ばれる、空に浮かぶ森……比重の軽い気体を内部に溜め込む事で空中に浮ふ遊ゆうする植物群だったものだ。イオリはその一部を切り出し、地竜の骨で組んだ柱を固定してそこに帆ほを張った。

　要するに空飛ぶ小型帆はん船せんだ。

　本来の陸上帆艇ランドヨツトは、車輪が付いていて陸上を走るのだが……イオリ達のこれは、ちょっと手を伸のばして跳とべば届く程の低さとはいえ、空中に浮いているので車輪の類たぐいは無い。代わりに転てん覆ぷく防止と係留用に鉄の鎖が底部に取り付けられており、普ふ段だんはこれを引きずって平原を『走る』様になっていた。

「……タビタ？」

　その陸上帆艇ランドヨツトが、ぎしりと軋んで少し揺れるのが見えた。

　次の瞬間……イオリの視界の隅すみを、横切る何か。それが何なのか正体を見み極きわめる前に、殆ほとんど反射的な動作でイオリは近くに置いていた護身用の鋼棍ロツドに手を掛けていた。

　そして──

「うおっ!?」

　派手な水音──いや湯音と言うべきか──と共に巻き上げられた大量の水飛沫しぶきが雨の様に降ってきた。何かがイオリのすぐ近くに落下したのだ。

　一いつ旦たん、湯の中に沈しずみ込んでいたその落下物は、その場ですぐには浮ふ上じようせず、かといって底に沈むでもなく……白濁する湯の中で移動したのか、イオリのすぐ目の前で湯面を突つき破やぶる様にして姿を現していた。

　即すなわち──

「タビタ……」

　頭まで湯を被かぶり、髪かみの毛から雫しずくを滴したたらせながら、呻うめく様にその名を呼ぶイオリ。

　それは……棄界人ゲヘナントの少女だった。

　長く蒼あおい髪、紫むらさきの鋭するどい双そう眸ぼう、そして毛深い尖とがり耳と尻尾しつぽ、更には背中に巨きよ大だいな──剣けん。

　一つ一つはおよそ『少女』という言葉の持つ愛らしさとは裏腹な要素ばかりでありながら、奇き跡せきの如く可か憐れんに整った容姿がそこには在った。

　棄界人ゲヘナント──イオリ達からすれば、この絶対流る刑けいの地たる棄界ゲヘナに生まれ棲すまう人々。

　獣けものの様な尖り耳と尻尾は、現世人から見れば異い形ぎようとも言える。だが、この少女の姿には極きよく端たんに偏かたよった部分や歪な部分が見当たらない。多くの獣が均整の取れた美しい姿をしているのと同様、棄界人ゲヘナントもまた、ある種の必然として獲かく得とくした姿だからだろう。

　タビタ──というのがこの少女の名である。

　姓せいは無いが、代わりに〈紅あかい雨〉という名もあるらしい。こちらは主おもに棄界人ゲヘナント同士での名乗り合いの際に意味があるようで、イオリ達は知っていても使う事はまず無いが。

　タビタは絶対流刑『棄界ゲヘナ送り』に処せられたイオリが、最初に出会った棄界人ゲヘナントであり、今はイオリの旅の仲間だ。諸もろ々もろあってイオリに懐なついており、故郷の集落を棄すてて、イオリ達と同行してくれている。事前に棄界ゲヘナの情報を殆ど持っていなかったイオリとしては、非常に心強い案内人でもある──のだが。

「無茶をする奴やつだな……」

「……無茶？」

　とタビタは首を傾かしげる。

　その顔は整っているものの、およそ表情というものが無く、代わりに仕草と、そしてぱたりぱたりと──今はすっかり湯に濡れてばしゃばしゃと──振られる尻尾が彼女の心境を語る役割を果たしていた。首に合わせて同じく尻尾が傾かたむけられているのは、心底不思議がっている証あかしなのだろう。

「水面下に尖った岩とか在ったら大おお怪け我がするぞ。湯が濁にごって見えないから尚なお更さら危ない。というかタビタ……何の積もりだ？」

　どうやら陸上帆艇ランドヨツトの上から飛び込んだ様なのだが。

「身、清める。傷、癒やす」

　当然、といった口調で言うタビタは──実際、素すっ裸ぱだかである。

　彼女の普ふ段だん着ぎは元々露ろ出しゆつ度どの高い衣装なのだが……今はそもそも服と呼べるものは全く身に帯びていない。文字通りに一糸纏まとわぬ状態だ。

　いや。厳密に言えば、その左ひだり肩かたには──そこにだけは小さな布が巻かれている。

　イオリと同じく十日余り前に肩に負った傷だ。恐おそろしく鋭えい利りな刃物で突かれた傷のせいか、縫わずともすぐに癒着した様だったが、さすがに未まだ完治はしていない。

「……イオリ」

　タビタは──裸である事を恥はずかしがる様子も無く、むしろイオリの方に身を乗り出し、彼の膝ひざの上にまで乗ってくる。それどころか、まるで獣が匂においを嗅かぐかの様に、形の良い鼻をわずかにひくひくと動かして、イオリの胸に顔を埋うずめ……

「いや、ちょっと待て、タビタ」

　イオリの制止をしかし聞いているのかいないのか、タビタはしばらくイオリの胸むな板いたに鼻をくっつける様にして何やら匂いを嗅いでいたが。

「…………ん」

　ふと身を伸ばすと、舌を出して、イオリの顎あごを伝い首筋に落ちてきた汗あせを──舐なめた。

「うぉい!?　何やってんだ!?」

　タビタの白い両肩を摑つかんで引き離しながらイオリは言った。

　歴戦の魔術猟りよう兵へいといえど、それ以前にイオリは若く健康な男である。

　歳に似合わぬスレ方をしているとはよく言われるが、それでも正直なところ、こんな距きよ離りで全ぜん裸らの少女と向き合っていれば、下半身は色々と……何というか、言い訳がきかない状態になってくる。顔やら首やらを舐められたりなんぞしたら尚更だ。白濁した湯のお陰かげで見えないのが幸いだが、タビタが膝の上に乗っているので、いつ触ふれられて『ばれる』かと思うと落ち着かない──のだが。
















「無理してる味と匂い。イオリ、もう少し多く休む。一いつ杯ぱい休む。それがいい」

　タビタは真顔でそんな事を言ってきた。

「……ってお前」

　そこでようやくイオリは気付いた。

　タビタはイオリの体たい臭しゆうと汗の味から、彼が完調でない事を見み抜ぬいているのだ。

　人間は体調を崩くずすと体臭が変化し、体液、とりわけ血液の成分も変化してくるという話はイオリも聞いた事がある。体内奥深くの腫しゆ瘍ようを見つける為に、専門の訓練を施ほどこした犬を使う事もあるそうだ。触しよく診しんでも問もん診しんでもなく嗅きゆう診しんとでも言うべきか。

「そうか。俺の体調が分かるのか。それは心強い──が」

　股こ間かんの状態までは分からないらしい。分からなくて幸いだが。

「それはともかく退どいてくれ」

「……？」

「いやだから。俺の膝の上から退いて欲しいんだよ」

「……傷、痛む？」

　むしろ身をすり寄せながらタビタは言った。

　まるで獣が傷ついた仲間に寄り添そうかの様だが……これも全く故ゆえの無い事でもないらしい。温泉の効能と同様──身を寄せ合い身体からだを温める事で代たい謝しやを上げて傷や病やまいの治りを早めるのだとか。治療処置の事を『手当』と呼んだりもするが、これも掌てのひらを当てる事で患かん部ぶや傷口を温めるという意味合いがあるのだと、これも亡き両親から聞いた事が在る。

「いや、傷は殆ど痛まないけどな？」

「元気ない？」

「いやその──」

　元気が無いどころか、タビタが裸でくっついてくるので、一部、頼たのみもしないのに元気になっているというか……それが問題なのだが。

「これで誘さそってないんだからタチが悪いよな……」

「誘う？　イオリ、何ど処こか行く？」

「そうじゃなくてだな……」

　尖り耳や尻尾と多少の外見的違ちがいは在るものの、タビタの容姿はイオリの眼から見ても優すぐれているし──その身体は引き締しまっていて、幼さをあちこちに残しながらも、女性の身体が本来的に持つ扇せん情じよう的な曲線を、はっきりと示している。

　胸。腰こし。尻しり。健康的な二の腕うでと太ふと股もも。

　抱だけるか？　と問われればイオリでなくとも『余よ裕ゆう』と答える者は多かろう。

「前にユーフェミアが言ってただろうが。現世人は──『天使』は、みだりに異性に裸を見せたりしないもんなんだよ」

「知ってる。覚えてる。見せてない。みだりに」

　とタビタは真顔で言った。

「タビタ、イオリの子を産む。だから見せていい」

「……いやそれも……どうなんだよ」

　どうやらタビタは早々にイオリの『嫁よめ』になるのだと決めてかかっている様だが。

（そもそも恋れん愛あい感情ですらないんだよ、タビタのは）

　棄界人ゲヘナント達にとっての結けつ婚こんは、先まず第一義に次世代を作り、部族を、集落を維い持じする為ための行こう為いだ。恋愛の結果ではなくある種の必然というか、集団生活の中で、周囲からの要よう請せいによって行われるもの──つまりは一種の義務である。

　だが棄界人ゲヘナントの集落で『不義の子』として疎そ外がいされて育ってきたタビタは、いわゆる適てき齢れい期きに達しても相手が見つからなかった。また現世人との混血であるタビタは、純じゆん粋すいな棄界人ゲヘナントからすれば『醜みにくい』様に見える部分があるらしく……余計に『番つがい』の相手を見つけられなかったのだ。

　だが現世から──タビタの言う『天界』から来たイオリは、棄界人ゲヘナント達の価値観などとは勿もち論ろん縁えんが無い。実際こうして裸で迫せまられれば欲よく情じようもするし、『醜いと思うか？』と問われれば即そく座ざに、本心から否定出来る。

　周囲から疎うとまれながらも、集落から離はなれた経験が殆ど無かったタビタにとって、イオリは恐らく……初めて出会う、彼女を否定しない存在なのだ。

　だからイオリと子作りをする。イオリとなら子作りが出来る。

　彼女は短たん絡らく的にそう決めている様だが──

（まあ別に、全ての結婚が男女互たがいに愛し合ってって訳でもないが……）

　ジンデル王国においても政略結婚だの何だのは別に珍めずらしくもなかったし、愛が無ければ抱く訳にはいかない、などと青あお臭くさい事を言う積もりもイオリには無い。

　だが……タビタの場合、これでは卵から孵かえった雛ひなが、初めて見たものを親鳥と思うのと同じではないか？　そこに選せん択たく肢しというものは無く、タビタの意思や判断はろくに介かい在ざいしていないのではないか？

　そう考えると、イオリとしてはやはりタビタに安易に手を出す事が出来ない。

　そもそもタビタはタビタで子作りすると何度も口にしているが、具体的な行為については今ひとつ分かっていない様でもあるし……要するに未だ彼女はお子様なのである。

（……女ってのは、早熟とは言うがな……）

　ふとイオリの脳のう裏りをある少女の姿が過よぎる。

　満面の笑みで、イオリと結婚するのだ、と宣言してきた、可愛らしいお姫ひめ様さま。

（あの時のあいつ、未だ十歳かそこらだったよな……俺も……初うい陣じんこそ済ませてたが、未だ十四か五の子供で……）

　単に回かい顧こと呼ぶにはあまりに苦い記き憶おくを、イオリが頭の中で持てあましていると──

「イオリ……ウィンウッドッ!!　貴様、何をしている!?」

　聞き覚えのある声が、やはり頭上から降ってきた。

　想い出の中の声よりは少し変化して、大人びた響ひびきになってはいたが。

　イオリは敢あえてそちらに眼を向けない──概おおむね誰だれが、どんな表情でこちらを見下ろしているのか想像がつくからだ。恐らく顔は真っ赤だ。眉み間けんに皺しわも寄っているに違いない。

「湯とう治じだ、湯治！　先に言っただろうが！　温泉に入ると傷の治りがいいんだよ！」

　代わりにイオリは、とりあえずそう叫さけんでおいた。

「それなら一人で入れば良いだろう!?　タビタと一いつ緒しよになど──なんたる破は廉れん恥ち！」

「知るか！　タビタが自分で飛び込んできたんだよ！」

　と言っても声の主ぬしは納得などしないだろうが。元々温泉に入る習慣が無いジンデル王国の出である彼女は、タビタと共に陸上帆艇ランドヨツトの上で待っている予定だったのだが……

「ユーフェミアも入る？」

　とタビタが頭上を向いて問う。

「え……？　──いや、だ、誰が、イオリ・ウィンウッドなどと！」

　間の抜ぬけた声を漏もらしてから──猛もう然ぜんたる口調で声の主、即すなわちユーフェミアは言った。

「それよりもタビタ、急いで上がるのだ、イオリ・ウィンウッドの汚けがらわしい欲望の犠ぎ牲せいになる前に！　タビタは高貴なる血筋、その玉ぎよく体たいをイオリ・ウィンウッドの様なならず者の前に晒さらせば魂たましいまで穢けがれ──」

「えらい言われ様だが……まあ、俺も上がるのを勧すすめる」

　とやはり微び妙みようにタビタから眼を逸そらしながらイオリは言った。

「正直、目の前にお前が居ると落ち着かない」

「……イオリ？」

　どうして？　と言わんばかりに問うてくるタビタ。その長い尖とがり耳が若じやつ干かん、下がり気味なのは、気落ちしている証しよう拠こか。イオリに『拒きよ否ひされた』とでも感じたのかもしれない。

「お前がいるとその、な、嬉うれしいんだが……嬉しすぎて、なんだ、その、元気になりすぎる部分があるんだよ」

「元気になる、良い事」

「いやまあそうなんだが──何事も程度ってもんがな？」

「……程度？」

「……ああもう……いや、上がらなくていいから、せめて膝の上からは退いてくれ」

　何度目か分からなくなった溜ため息いきをついてイオリは言った。
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　千年王国とも呼ばれ、永い繁はん栄えいを誇ほこるジンデル王国。

　幾つかの不幸な偶ぐう然ぜんが重なってこの国の王族が絶えたのは半年ばかり前の事だという。

　国家の一大事である。それは間違いない。

　普ふ通つうの国家であれば、遺のこされた臣民は粛しゆく々しゆくと国体維持の為に手段を講じる事になっただろう。即座に大貴族その他の有力者の中から、半ば強ごう引いんに次の代の王を立てる事もあろうし、場合によっては王政そのものを廃はい止しするという手段もあり得るだろう。

　王国と銘めい打うたれていても、国家という組織、枠わく組ぐみは、最高統治者たる王の生死とは独立して存在する代しろ物ものだ。王が居なくなったとて、即座に国体が全て瓦が解かいする──などという事は通常、あり得ない。名が変わる、体制が変わる程度の事はあるだろうが、国土、国民、その他、国を構成する要素がたった一人の人間の死でばらばらになってしまう事は無い。だからこその国であり、だからこその社会だ。

　だが……良くも悪くもジンデル王国という国は、名の通り王族の存在に頼たよってその繁栄の歳月を重ねてきた。

　具体的には、聖約宮テスタメントと呼ばれる魔ま法ほう機関……古代魔法王国の生き残りとされる『魔法使い』達によって造り上げられた装置、これがジンデル王国千年の繁栄を裏から支えてきた全てだった。

　国土に関する全てを──天候から空間までを自由自在に操あやつれるというこの魔法機関があったればこそ、ジンデル王国は干かん魃ばつや冷害による農作物の不作は勿論、地じ震しん、洪こう水ずい、暴風、といった大規模自然災害、疫えき病びようの蔓まん延えん、更さらには他国からの侵しん略りやくと無む縁えんでいられた。

　そしてこの聖約宮テスタメントは、王の血に連なる者にしか操れない。

　その様に最初に──創造主たる『魔法使い』たる東とう方ほう七なな博はく士しによって設定されている。

　つまり王族が絶えたという事は、ジンデル王国千年の繁栄も速すみやかに終わるという事に他ならないのである。

　当然、遺された重臣達は焦あせった。

　既すでに古いにしえの魔法の秘ひ儀ぎは絶えて久しく、聖約宮テスタメントの設定を書き換かえる事は誰にも出来ない。

　ならば忘れ去られた王家の血筋は無いのか──血ち眼まなこになって彼等は記録を調べ、そうしてようやく一つの希望を見つける事になった。

　絶対流る刑けい地──『棄界ゲヘナ』。

　一度送られれば二度とは戻もどれぬという、隔かく絶ぜつの地。馬に乗っても船に乗っても辿たどり着けないこの異境には、聖約宮テスタメントの機能の一つ、魔法儀ぎ式しき『奈な落らく堕おとし』を用いていくしかなく、彼かの地より戻る術すべは無いとされていた。

　だが、かつてこの棄界ゲヘナに、謀む反ほんの罪で送られた王族が居たという。

　数百年の昔ではあるものの、彼の地でその王族が生き長らえ、子をもうけていれば、この絶対流刑地で王家の血筋は長らえていた事になる。

　重臣達は、この僅わずかな希望に賭かける事にした。

　だが元より王家の断絶、聖約宮テスタメントの機能停止を他国に知られる訳にはいかず、また永い平和で事実上、形けい骸がい化している軍隊も頼りにならない。奈落堕としの魔法も、大量の人間を棄界ゲヘナに送り込むだけの機能は無い。つまり……極秘裏に、ごく少数の人員を送り込んで王族捜さがしをさせる他は無いのだ。

　その結果──本来の、棄界ゲヘナに送られるべき罪人の中から、何らかの技能に秀ひいでた者達を選んで彼等に密命を下す事となった。

　王族の末まつ裔えいを捜し出してこれを連れ帰れ、さすれば無罪放ほう免めんの上、恩賞も与あたえる──と。

　秘密裏に十二人の罪人が選ばれ、表向きは通常の裁判と判決を経へて彼等は棄界ゲヘナに送られる事になった。そしてその中に──上官殺しの罪で有罪判決を受けた、元ジンデル王国国境警備隊の魔術猟りよう兵へいイオリ・ウィンウッドの姿も在った。
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　轟ごう々ごうと風が鳴る。

　疎まばらに草木が点在する広々とした荒こう野やを──イオリ達の陸上帆艇ランドヨツトは快調に滑すべっていた。

　強い風を孕はらんで帆ほは大きく膨ふくらみ、ぎしぎしと軋きしみながらも地竜の骨の帆柱を伝わって、風は艇ふねを進ませる力へと生まれ変わる。

「……正直、ここまで速くなるとはな」

　艇の真ん中、帆柱の根元に設けられた操そう帆はん席で、イオリは艇を操りながら呟つぶやいた──席といってもとりあえず腰を落ち着け、身体を固定出来る様に、布と木を組み合わせて作っただけの代物であるが。

　この陸上帆艇ランドヨツト──イオリは、ジンデル王国で国境警備隊に居た頃ころにも現場の資材で造った経験がある。雪原や平野部では物資の移動に便利なのだ。もっともその際に造ったものはソリや車輪で地上を走る形になっていたのだが。造ったイオリの予想以上に速度が出ているのは、やはり地に接している訳ではなく空中に浮うかんでいるからだろう。

　元々、艇体そのものが筏いかだに毛の生えた様な造りなのだ。

　この艇を造る際に三日ばかり逗とう留りゆうしていた棄界人ゲヘナントの集落──タビタの祖父テオフィルが族長を務めていた村には、製鉄技術が無く、当然、金属加工の技術も無かった為ため、席に限らず、艇の艤ぎ装そうの殆ほとんどは木と布を用いて造られている。あまり時間を掛かけていないという事もあり、造りもかなり大おお雑ざつ把ぱだ。

　だが、とりあえず徒歩で移動するよりは遥はるかに便利で物資も積めるし──軽量に出来上がった為、こうした平野部では非常に速い。正直、移動中に迂う闊かつに立ち上がると、転がり落ちそうで少々危険な位だった。

「……あれがタビタの祖父が言っていた街か？」

　と、イオリの傍かたわらに片かた膝ひざをついて問うてくるのは──黒い肌はだ着ぎの上から白を基調とした鎧よろいを装備している女騎き士しである。後頭部で尻尾しつぽの様に括くくってまとめた長い金きん髪ぱつが、風を受けて跳はねているのが見えた。

　年ねん齢れいは二は十た歳ち前。容姿は端たん麗れいでこうして鎧に身を包んで立っていると、実に涼すずしげというか、凜り々りしい印象だ。だが……この娘むすめが見た目に反して何かと不器用で鈍どん臭くさい事をイオリは知っている。とてもよく知っている。それなりに長い付き合いなのだ。初めて会ったのはイオリが十四、彼女が十歳の頃──もう八年前である。

　ユーフェミア・ワディンガム。

　ジンデル王国の女騎士──いや元女騎士か。

　イオリ同様に棄界ゲヘナ送りにされている時点で、彼女の騎士としての身分は剝はく奪だつされている筈はずだ。代々王国騎士の家いえ柄がらに生まれている為、ユーフェミアは叙じよ勲くんを受ける前から『生まれついての騎士』を名乗ってはいたが。

「アータートンの街……テオフィルの、タビタの祖じ父いさんの話が正しければだがな」

　今、イオリ達が目指す先には、まるで巨きよ大だいな壁かべの様にそびえる山脈が在る。

　そしてその急な斜しや面めんにへばりつく様にして、幾いくつもの建物が建ち並び、かなりの規模の街並が広がっているのも見えた。タビタの祖父が言うところの『天使の街』──即ちイオリ達と同様、現世から送られてきた罪人や、その子孫が造り上げた街だ。

　現世人は、この棄界ゲヘナに製鉄技術を持ち込んでいる。

　恐おそらくは他の農耕や牧ぼく畜ちく、縫ほう製せい、その他の技術もだ。

　鋼鉄の武器や防具のみならず、タビタの元居た棄界人ゲヘナントの村では手に入らなかった各種道具や資材も、現世人の街ならば調達出来る可能性が高い。この先、この過か酷こくな棄界ゲヘナの大地を渡わたり、本当の目的地に辿り着く為には、装備を充じゆう実じつさせておくに越こした事は無い。

　イオリ達が先ずアータートンの街を目指したのはそれが理由だった。

　ただ──

「問題はすんなり入れて貰もらえるかどうか……だが」

　各地を回る行商人達が出入りしているらしいので、閉へい鎖さ的な街という訳ではないだろうが……素す性じようの知れない余よ所そ者をすんなり受け入れてくれるかどうかは怪あやしい。タビタの祖父もアータートンの街について、詳くわしい事は知らず、その点に関しては何ら対策を立てられてはいなかったのだ──が。

「……ん？」

　ふとイオリは眉まゆをひそめた。

　何かが視界の端はしを過よぎった気がする。陸上帆艇ランドヨツトの左右を、一定の速度で流れ去っていく風景から独立した動きが、彼の感覚に引っかかったのだ。

　それを証するかの様に──

「イオリ・ウィンウッド！　見ろ、右斜ななめ前方に」

「見えてる。あれは……」

　ユーフェミアにも見えたらしい。

　イオリ達と同じ方向に、同じ様な速度で移動する『何か』。

　ただし、じりじりとだが彼ひ我がの距きよ離りは詰つまってきているのだろう──イオリが尚なおも眼を細めて眺ながめていると、その何かが大きくなって、詳しよう細さいが視認出来る様になった。

「馬車──か？」

　それは確かに一見、馬車に似ていた。

　ただし牽ひいているのは馬ではなく、長い二本脚あしで走る鳥の様な──駝だ鳥ちようの様な生き物だった。それが六羽。羽根を広げているのは陸上帆艇ランドヨツトと同様に風を受けて加速する為か。

「襲おそわれているのか!?」

　ユーフェミアの言葉通り、その馬車──いや鳥車は襲われている様だった。

　襲われているのが鳥ならば、襲っているのも鳥だった。

　車を牽く駝鳥モドキよりは二回りも小こ振ぶりだが、鷹たかよりも鷲わしよりも大きな黒い鳥が十羽以上も、空を飛びながら執しつ拗ように鳥車に追いすがっている。

　いや。追いすがるというより、それは──

（なんだ？　まるで水鳥みたいに……？）

　水辺で狩かりをする鳥の中には、遥かな高空に舞まい上がり、そこから一直線に降下して水面直下の魚を獲とる種類が居るが……鳥車を襲っている連中もそれに似た行動を示しているのだ。

　まずは上じよう昇しようし、一定の高度に達したら反転、矢の様に下降して襲い掛かる。嘴くちばしは鏃やじりの様に鋭するどく尖とがり、これを獲え物ものに突つき刺さして仕留めるのだろう。

　だが、此こ処こは水上ではなく硬かたい陸地だ。目標を外せば勢い余って地面に激げき突とつする──つまりは仕留め損そこなえば自じ滅めつ必ひつ至しの無茶苦茶な猟りよう法である筈なのだが。

「──!?」

　驚おどろいた事にこの鳥は……そのままあっさりと地面に突き刺さっていた。

　しかもそのままするりとろくに抵てい抗こうも示さず地中に消えたかと思うと……少し離はなれた所から飛び出して、再び羽ばたいて上昇してゆく。一いつ瞬しゆん、イオリはこの辺りが実は水の上ではないのかと疑った位に、それは奇き妙みような光景だった。

（ひょっとして地竜と同じか？）

　以前、全身の鱗うろこを高速震しん動どうさせて土に潜もぐる巨大な爬は虫ちゆう類るいの化け物とイオリは遭そう遇ぐうしているが……あるいはあの鳥も羽毛を折おり畳たたんで抵抗を少なくした上、これを震動させて地に潜る能力を獲かく得とくしているのかもしれない。微かすかにだが羽虫にも似た音が聞こえてくるのも地竜と似ていた。

　いずれにせよ、あの鳥車……今は何とか致ち命めい的てきな一いち撃げきを回かい避ひ出来ている様だが、あんな怪かい鳥ちように襲われては、すぐにあちこち穴だらけにされてしまうだろう。

　しかも相手は空を飛んでいる訳で──遮しや蔽へい物も少ないこの平野部で、あれらから逃にげおおせるのは至難の業わざだ。

　そんな風にイオリが考えていると……

「何をしている、イオリ・ウィンウッド!?　急げ、早く助けねば……！」

　突とつ然ぜん、ユーフェミアが拳こぶしを握にぎりしめて叫さけんだ。

「助けねばってお前──」

「まさか貴様、見殺しにする積もりなのか!?」

　と怒いかりの色を滲にじませて叫ぶユーフェミア。

「義ぎ憤ふんも結構だが、あんなのをどうやって助けるんだ？」

「──え？」

「先まず追い付くのが至難の業だぞ。まあ追い付けたとしても、あんな化け物じみた鳥、どうやって追っ払う積もりだ？」

　ユーフェミアは飛び道具を持っていない。さすがに愛用の剣けんをぶん投げる訳にもいくまいし、それがそうそう飛ぶ鳥に当たるとも思えなかった。

「し……しかし……無む辜この民たみを見殺しにするなど……騎士としての……騎士道に……」

「……騎士道、ね」

　イオリはつい浮かびそうになる皮肉の笑みを抑おさえ込んで呟く。生き真ま面じ目めなユーフェミアは侮ぶ蔑べつでもされたと思ったのか、柳りゆう眉びを逆立てて何か言おうとした様だが──

「……まあ、無辜の民かどうかは知らないが、襲われている連中に恩を売っておくのも悪くはない。俺達と同じ街を目指してる様だしな」

　イオリは彼女の言葉の頭を押さえ込む様にそう言った。

　街に出入りしている行商人の類たぐいなら、街に入るのに口くち利ききを頼たのめるかもしれない。

「ユーフェミア、タビタを起こせ」

　タビタは先の温泉で身体からだを温めたからか、先程から陸上帆艇ランドヨツトの後部で荷物の隙すき間まに入り込んで眠ねむっていた。

「それから俺が合図したら全力で何ど処こかにしがみつけ。強ごう引いんな方法で加速するからな」

「わ……分かった！」

　慌あわてた様子でユーフェミアは頷うなずいた。
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「サホコ、サロオ、サロケ、サホエ、サロケ、サイオ──」

　吹ふき寄せる風に乗せて流すかの様に──術語詠えい唱しよう。

　右手の指に塡はめた魔ま術じゆつ担たん体たいの指輪を意識しつつ、仮想物質の顕けん現げん量を最大に設定。問題はこの後だ。加減が実に難しい。少し間ま違ちがえば単なる自じ爆ばくになってしまう。

「疾とく顕あらわれよ！　我が思し惟いに従いて！　仮かり初そめなれどここに顕れよ！　始まりの元素、水より分かれし燃ゆる風、空へと昇のぼる軽き息、今此処に顕現せよ！」

　術語詠唱の終しゆう了りようと同時に──翳かざした掌てのひらの先に生まれていた仮想物質を空中に押し出す。

　一瞬遅おくれて、弾はじけた稲いな妻ずまが空中を伝い……陸上帆艇ランドヨツトの後方に遊ゆう離りしていた魔術の産物に火を点つけた。

「──うわっ!?」

　ユーフェミアが上げた悲鳴じみた声は、しかし轟ごう音おんに押し潰つぶされる。

　イオリ達の方へと押し寄せてくる爆風と衝しよう撃げき波は。

　爆ばく轟ごうの魔術の生み出した瞬間的で暴力的な力に蹴け飛とばされ、陸上帆艇ランドヨツトは急激に加速していた。固定の甘かった荷物が幾つか艇ふねの上から転がり落ちたが、今はそんな事を気にしている場合でもなかろう。

「イオリ！」

「喋しやべるな、舌した嚙かむぞ！」

　声を掛けてくるタビタにそう返し、イオリは更さらに続けて爆轟の魔術を使う。

　正直、艇体が保つかどうかは多分に賭かけだったが──ぎしぎしと軋きしみこそすれ、陸上帆艇ランドヨツトは分解する事も無く、倍近い速度にまで加速していた。植物の枝や蔓つるが絡からみ合って出来たこの艇体は、むしろ衝撃を吸収する力は大きいのかもしれない。

　目標の鳥車は二羽の牽けん引いん役が殺されて脱だつ落らくしたからか、更に速度が落ちている。イオリの予想よりも早く追い付けそうだ。だがそれはつまり、イオリ達もあの急降下刺し突とつで狩りをする鳥の猛もう攻こうに晒さらされる事になる訳で──

「来るぞ、タビタ！　ユーフェミア！」

「──む」

「承知！」

　イオリの声と同時に片かた膝ひざをつきながらタビタとユーフェミアが武器を掲かかげる。

　タビタはその髪かみに繫つながった──髪から魔ま力りよくで生成した大剣を。

　そしてユーフェミアは父から贈おくられたという長剣を。

　勿もち論ろん、空を飛び回る相手に、どれだけ長くとも剣が届く筈も無い。二人が積極的にあの黒い怪鳥達を叩たたき墜おとす事は出来ない。当然の話だ。

　だが……相手は急降下してその身体全体で獲え物ものを串くし刺ざしにするという猟法をとる。

　つまり必ず向こうから近づいてくるのだ。剣の届く間合いにまで。

　故ゆえに──

「──ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共にユーフェミアが長剣を振ふる。

　丁度、鳥車からイオリ達の陸上帆艇ランドヨツトに目標を変えた一羽の怪鳥が突っ込んで来て──しかし頭から両断されて陸上帆艇ランドヨツトの端に突き刺さっていた。

　一瞬、びぃん──と、まるで矢の様に突っ張ぱった体勢で震ふるえてから、半分に切り裂さかれた怪鳥は、くたりと草花が萎しおれて枯かれるかの様に折れ曲がる。殺された瞬間に羽毛に与あたえられた魔力は消失しているのだろう──斬きられた骸むくろが艇体を貫かん通つうする事は無い様だった。

（……また腕うでを上げたか……）

　イオリは長剣を構え直すユーフェミアを見てそんな事を考える。

　頑がん固こで真面目一いつ徹てつなこの元女騎き士しが──病気療りよう養ようで一年近い空白期間は在ったが──物心ついた時から騎士たらんとして武術修練を続けていたのを、イオリは知っている。

　正直、彼女に武人としての才能が在るかどうかは怪しかったが、愚ぐ直ちよくなまでの基本形の繰くり返しは、技の数こそ増やしはしなかったものの──一つ一つの技を達人に近い域にまで研とぎ澄すまさせていた。

　限りなく天才に近い秀しゆう才さい。それがユーフェミアだ。

　今の一撃も……怪鳥の、地面にすら易やす々やすと穴を穿うがつ嘴や、恐おそらくは魔力を帯びている羽毛には自分の一撃が通用しないという事を見み越こした上で、薄うす紙がみ一枚程の僅わずかな隙間、上下の嘴の合わせ目に、長剣の刃はをねじ込んだ結果だった。

　生半可な集中力で出来る事ではない。

　そして──

「──！」

　もう一羽がイオリに向けて突っ込んでくる。

　陸上帆艇ランドヨツトを操船しているイオリはこれを避さける余よ裕ゆうなど元より無いが──

「──む」

　イオリの前に躍おどり出たタビタが己の身みの丈たけ程もある大剣を構える。

　彼女はしかし、ユーフェミアの様にこれを斬り下ろしはしない。逆さか手てに持って肩かたの上に構えた大剣を、彼女は──あろう事か次の瞬間、槍投げの如く投とう擲てきしていた。

　空中に放たれる刺突と刺突。

　それはいわば、矢で矢を迎げい撃げきするかの様な離れ業わざだったが──驚いた事に、タビタの大剣は蒼あおい髪の細い細い尾おを引きながら飛んで、真まっ直すぐ突っ込んで来た怪鳥の嘴を割り開き、そのまま身体の半ばまで食い込んでいた。

「……ぬッ！」

　次の瞬間、タビタは艇の上で旋せん回かいした。

　鞭むちの様にしなる彼女の蒼い髪が、回転に従って巻き取られ、自身も縮んで──大剣が、刺し貫つらぬいた怪鳥ごと戻もどってくる。

　タビタは脚あしで大剣に刺さったままの怪鳥の骸を蹴けり落とし、改めて身構えた。

（……凄すごいな……）

　タビタの力は……その筋力は勿論、異様に優すぐれた動態視力も知ってはいたが、改めてその凄さを見せつけられた感じだった。

　タビタの強さはまさしく獣けもののそれだ。ユーフェミアの剣技も相当なものだが、彼女のそれが技術であるのに対し、タビタのそれはあくまで生来的な能力だ。つまりこれから磨みがけば──技術を上乗せすれば、この棄界人ゲヘナントの少女は、更に強くなる可能性が高い。

「来いッ！　片かたっ端ぱしから斬り捨ててやる！」

　ユーフェミアが長剣を掲げて叫ぶ。

　それに応こたえてという訳でもなかろうが──

「──!?」

　一いつ斉せいに、五羽の怪かい鳥ちようが上空から突っ込んでくるのを見て、ユーフェミアは慌てた。

　次の瞬間、咄とつ嗟さに身を伏ふせる彼女の頭部や鎧よろいの肩当てをかすめて飛び去る怪鳥達。跳はねる様に身を起こした彼女は、艇の床をかすめて飛び去る黒い鳥ちよう影えいに向けて憤ふん然ぜんと叫んだ。

「ご、五人がかりとは卑ひ怯きよう──」

「言ってる場合か！」

　叫びながらイオリは陸上帆艇ランドヨツトを件くだんの鳥車に寄せる。

「タビタ！」

「──ん」

　予あらかじめ打ち合わせておいた通りにタビタはひょいと──身軽な動作で陸上帆艇ランドヨツトから鳥車の御ぎよ者しや台へと飛び移る。そこでは既すでに怪鳥に襲おそわれた御者が、血を流してぐったりと倒たおれているのが見えた。生きているのか死んでいるのかは分からない。確かめている暇ひまも無い。

「よし、やれ！」

「──ぬ」
















　イオリの叫びと同時にタビタは大剣を振り下ろし、駝だ鳥ちようモドキと鳥車を繫いでいた木製の棒をたたき斬っていた。ばらばらになって吹っ飛んでいく棒と縄なわ。文字通りの重荷から解き放たれた駝鳥モドキ達は、四方八方に走り去っていく。

　一いつ瞬しゆん、頭上を見上げると──上空の怪鳥が、散開するのが見えた。恐らく分散した獲え物もののどれを追うべきか迷っているのだろう。

「──ッ！」

　その隙すきにイオリは鳥車の後方に陸上帆艇ランドヨツトをつけていた。

　この陸上帆艇ランドヨツトで、鳥車を推おす為ためだ。

「──始まりの元素、水より分かれし燃ゆる風、空へと昇る軽き息、今此こ処こに顕現せよ！」

　改めて術語詠唱した魔術が仮想物質を生み出す。

　先と同様にこれを後方に押し出しながらイオリは眼を細めて鳥車の向こう側、近づいてくるアータートンの街の門を見み据すえていた。

　山の麓ふもとに設けられた高い塀へいと……そこに付ふ随ずいする門。

　門は今……開放されている。門の近くには幾いくつか櫓やぐららしきものが建っていて、槍やりや弩いし弓ゆみで武装した衛士らしき者達の姿も見えた。

　あの黒い怪鳥共がどれだけ執しつ拗ようかは分からないが、恐らく街の中に飛び込めばなんとかなるだろう。

「イオリ！」

　タビタが御者台に残っていた縄を投げてくる。

　これを受け取り、陸上帆艇ランドヨツトの帆ほ柱ばしらに結びつけながら──

「タビタ、振り落とされないようにしがみついてろッ！」

　そう叫さけぶイオリ。

　同時に爆轟の魔術が三度炸さく裂れつし、陸上帆艇ランドヨツトと鳥車を急加速。

　タビタに駝鳥モドキを解放させたのはこの為でもあった。この強ごう引いんな加速で無理矢理鳥車を押せば、牽ひいていた駝鳥モドキを轢ひいて横転しかねない。

「──来るぞ！」

　後方を見み遣やりながらユーフェミアが叫ぶ。

　どうやら怪鳥達は……どういう理由からかは分からないが、獲物として駝鳥モドキよりもこちらを狙ねらう方が良いと判断したらしかった。

　だが……

「──ッ！」

　更にもう一度、爆轟の魔術。

　後方頭上から突っ込んで来た怪鳥達は、衝撃と爆風によってその軌き道どうが乱される。二羽が地面への突とつ入にゆう角度を誤ったらしく、派手に羽根を撒まき散らしながらばらばらになるのが視界の端はしに見えた。

「突っ込むぞ！」

　更に数羽が上空で急降下の体勢を整える様子を一いち瞥べつしつつ、イオリはそう叫んだ。
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　何やら外が騒さわがしい。

　ケネス・ダグラスは調ちよう剤ざいの手を止めて顔を上げた。

「……商隊が到とう着ちやくしましたか」

「そのようです」

　と傍かたわらのハンネが窓の方を見ながら言った。

　ケネス達が待機しているこの詰つめ所は、街がい門もんを入ってすぐの広場に──正確にはその片かた隅すみに在る。

　街の外には人を襲う危険な鳥ちよう獣じゆうも多く、巡じゆん回かいの商人以外にもそれらに襲われた旅人が逃にげ込んでくる事がままある。ケネスを始めとして医い療りよう技術の心得が在る者が交こう替たいでこの詰め所に居るのは──昼夜を問わず常に応急処置が出来る者が居る状態が維い持じされているのは、そうした避ひ難なん者達には重傷を負っている者も少なくないからだった。

　恐らく今回も、そうした負傷者を乗せた鳥車なり獣車なりが入って来たのだろう。

　別に珍めずらしい事ではない──のだが。

「せんせい、せんせい、槍やり鴉がらすだ、槍鴉だよ、門の内側にまで入って来ちゃってる！」

　と窓に駆かけ寄ったマルテがケネスの方を振り返りながら言う。

　どうやら外の騒ぎを見て興奮しているらしい。姉のハンネとお揃そろいのメイド服──その腰こしの辺りでぱたぱたと赤毛の尻尾しつぽが振られていた。

「……珍しいですね」

　とケネスは立ち上がりながら言った。

「ハンネ、二番と三番の鞄かばんを頼たのみます」

「はい、先生」

　と答えながら──しかしハンネは、既に両手にケネスの指示した番号がふられた鞄を持っている。未まだケネスの所に来て半年にも満たない彼女だが、既にケネスの『助手』としては申し分ない経験を積んでいた。指示を出さなくとも色々と先読みして動いてくれるので非常に助かる。

「では仕事をするとしましょうか」

　壁かべに掛かけてあった外がい套とうを手に取ると──ケネスはそれぞれ一つずつ、医薬品や包帯、器具を詰めた鞄を手にしたハンネとマルテを左右に従えて、詰め所を出た。
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　街の中まではあの怪鳥も追っては来ないだろう──はっきりとした根こん拠きよは無かったが、イオリはそう判断していた。街では何らかの対策がなされている可能性が高い。さもなくば街の住人に大量の死傷者が常に出続ける事になる。

　あの怪鳥の狩かりの方法が、上空から地中への急降下である事を考えれば、石いし畳だたみや土瀝青アスフアルトの類たぐいを敷しいておくだけでも効果が在るだろう。あるいは網あみをあちこちに張っておくだけでもいい。急降下の速度はそのままあの怪鳥自身に跳ね返って、その身を潰つぶし切り裂さく事になる筈はずだ。

　そしてそれを怪鳥達が知っていれば、街に入る愚ぐは犯さないだろう、と思ったのだが。

「鳥ってのは三歩歩けばその前の事を忘れるんだったか!?」

　イオリは帆を畳たたんで制動を掛けながら叫んだ。

　牽けん引いん役の駝鳥モドキから切り離はなした車を、陸上帆艇ランドヨツトと爆轟魔ま術じゆつの爆風で強引に押して、アータートンの街に飛び込んだ──までは良かったのだが。

　怪鳥が何羽も、そのままイオリ達を追って街の中に入って来るとは思わなかった。

「おい、あんたら!?　何してくれてんだ!?」

　門の内側に待ち構えていた衛士らしき男達が、大型の弩弓を持ち出しながら喚わめいた。

「槍鴉を街の中に連れ込むなんて──」

　どうやらあの怪鳥は槍鴉というらしい。

　確かに頭上から降ってくる凶きよう器きの如ごとき嘴くちばしは、投擲槍ジヤベリンの穂ほ先さきに見えない事もない。そして色が黒いから鴉──か。

「すまん！」

　とりあえずイオリは衛士達にそう叫びながら陸上帆艇ランドヨツトから飛び降りる。

　門の内側は……広場になっていた。

　恐おそらくは商隊や旅人の車を此処に停めて臨検する為の場所なのだろう。広場の端には、ずらりと大小十数台の獣車や鳥車が並べて停められているのを見ると、駐ちゆう車しや場も兼かねているのかもしれない。

　イオリの想像通り、地面は土瀝青アスフアルトらしきもので塗ぬり固かためられており、幾つか建っている物見櫓の間には縄らしきものが渡わたされている。やはり対策はされているのだ。そして普ふ段だんはあの槍鴉も街の中までは入ってこないのだろう。

　だが先にイオリ達に仲間の何羽かを殺されたからか、もっと別の理由が在るのか、興奮して殺気立った槍鴉達は、門をくぐって街の中まで追ってきた。

「タビタ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　陸上帆艇ランドヨツトで推していた車に駆け寄りながら、御者台の上のタビタに問う。とりあえず怪鳥の相手は街の人間に任せておけばいいだろう。槍鴉はその『得意技』を封ふうじられた状態であるし、飛び道具を持たないイオリ達よりは弩弓を持つ彼等の方が牽けん制せいになる筈はずだ。

「タビタ、大丈夫」

　とタビタは無表情にそう答えてきた──が。

「でも中の人、大丈夫じゃない」

「…………まあ、そうじゃないかとは思ったが」

　イオリは顔をしかめて車の貨物部に身を滑すべり込ませる。

　外から見ても穴だらけだったが……中は惨さん憺たんたる在り様だった。荷物の木箱が幾つも半はん壊かいして散乱し、それらとごちゃ混ぜになる様な形であちこち抉えぐられたり穴を開けられたりした死体が在った。千ち切ぎれ飛んだ腕うでや脚あしがイオリの足あし下もとにも転がっている。被ひ害がい者しや数を数えるのも一苦労だった。

「…………？」

　イオリはふと眼を細めて床ゆかの一部を見た。

　濡ぬれている。何か粘ねん液えき状のものが……それも半はん透とう明めいな部分と黄色い部分が斑まだらになっているものが、そこにぶちまけられているのが見えた。

　更さらにその周りには青黒い何かの破片と──

「……卵？」

　呟つぶやくイオリ。

　それに答えた訳でもなかろうが……

「やれやれ、酷ひどい目にあったぜ」

　積み重なった木箱の下で死体が動くのが見えた。

　いや。それは死体ではなく──

「荷物の中にあの槍鴉の卵が紛まぎれ込んでたみてぇでなぁ」

　それは、でっぷりと太った大おお柄がらな男だった。

　ぼさぼさの髪かみ、弛たるんだ顎あごや頰ほお、膨ふくれた腹……分かり易やすくも肥満気味の体たい軀くを、薄うす汚よごれた旅装に包んでいる。この種の体型の者は大たい抵てい、高血圧で血色だけは良かったりするものだが、この男に限っては何な故ぜか顔色は病人の様に青白く、眼がん窩かも落ち窪くぼんでいる。余程に不摂せつ生せいな生活をしてきたのかもしれない。

　ただ、この男だけは……何故か傷一つ負っていない。

　これは偶ぐう然ぜんなのか。それとも──

「……唯ゆい一いつの生き残りか」

「御ぎよ者しや台のハリソンが死んでたら、そうなるかね」

　言って男は抱かかえていた球体を床に転がす。

　青黒い涙るい滴てき型のそれは──それが恐らくは槍鴉の卵なのだろう。要するにあの怪かい鳥ちよう達は獲え物ものを狩っていたというより、奪うばわれた卵を取り返しに来たか、あるいは卵を奪った不ふ埒らち者に報復していたのだ。

（……こいつが怪け我がをしていないのは、これのお陰かげか）

　卵を取り返す積もりが親鳥に在ったのなら、卵への突とつ撃げきは避さけようとするだろう。外からどうやって卵の位置を把は握あくしていたのかは、分からないが。

　そして──

「あんたが助けてくれたのか？」

「まあそうなるか。外には未だその槍鴉が居るみたいだが」

　首を傾かしげて尋たずねてくる男にそう答えるイオリ。

「俺はラウ・カーフェイ。命の恩人の名を聞いてもいいかい？」

「──イオリ・ウィンウッド！」

　イオリが答える前に、車外から彼の名を呼ぶ声が響ひびいた。

　ユーフェミアだ。

「何をしている!?　中の人達は無事か!?」

「…………」

　イオリはラウの方を一瞥してから車外に出た。

　外では未だ槍鴉が飛び回っている。急降下戦術こそとれていないが、衛士達は弩弓の矢を上う手まく槍鴉に当てられていないらしい。弩弓は強力な飛び道具だが、それ故ゆえに大きく重く、飛び回る槍鴉には命中させにくいのだろう。

　そして──

「──怪我人は？」

　衛士達が駆け回る中を、イオリ達の方に近づいてくる人ひと影かげが在った。

　数は三。長身瘦そう軀くの男を真ん中に、少女らしきメイド服の二人が左右を歩いている。

　しかもこの戦場めいた騒ぎの中を、平然と──まるでごく普通の街中を行くかの様に近づいてくるのだ。度胸が据すわっているのか、それとも状じよう況きようも分からない程の馬ば鹿かなのか。

　だが──

「…………？」

　ふとイオリは眼を細めた。

　彼の注意を引いたのはもっと別の事だった。

　左右の二人、身みの丈たけこそ頭二つ分は違ちがうが、目鼻立ちは非常によく似に通かよっている。姉妹なのだろう。髪がまるで血の様な紅あかを示しているのも同じだ。そしてその背後に長く細い尻尾が揺ゆれているのも。

　棄界人ゲヘナントだ。それは一目見て分かる。

　ただ……背の高い方、恐らくは姉である方に、耳が、無い。

　いや。正しくは獣けもの状の耳が生えている様子が無い。妹の方はタビタよりも大きく上を向いた、より獣らしい形状の耳がはっきりと生えているのに、姉の方にはそれらしきものが見当たらないのである。髪に紛れているという訳でもなさそうだが、これは──

「怪我人はいますか？」

　真ん中の男が重ねてそう問うてくる。

　こちらは現世人だろう。

　彫ほりの深い、何ど処こか神経質そうな顔立ちで、顔の下半分──頰から顎にかけてを髭ひげが覆おおっている。髪は亜あ麻ま色、瞳ひとみは青で、ジンデル王国では珍めずらしくない色だ。

「医者です、怪我人がいれば応急処置──」

「危ない!!」

　ユーフェミアが叫さけんだ。

　槍やり鴉がらすの一羽が、背後頭上から突つっ込んで来たからである。急降下ではないにしても、その嘴は充じゆう分ぶんに鋭するどく、飛ひ翔しよう速度も充分に速い。頭や胴どう体たいに突撃を喰らえば致ち命めい的てきだった。

　だが……

「──！」

　何の脈みやく絡らくも無く突とつ然ぜんに、男の頭上で爆ばく発はつが生じていた。

　襲おそい掛かかろうとしていた槍鴉が空中で姿勢を崩くずす。

（──魔術！）

　イオリはそれが自分の使う魔術のものと同種の爆発であると見み抜ぬいていた。

　恐らく予あらかじめ歩いてくる途と中ちゆうで術語詠えい唱しようを終えていて、仮想物質を顕けん現げん直前の状態で保持していたのだろう。槍鴉が近づいてきたと気付いた瞬しゆん間かん、これを解放──空気より軽い可燃性の気体は、上じよう昇しようしながら拡散、着火されて生じた爆風が槍鴉に襲い掛かったのだ。

　しかも──

「…………！」

　更に続けて男──ではなく、その両りよう脇わきに居た棄界人ゲヘナントの姉妹が動いていた。

　手にしていた鞄かばんを放り出し、すぐ近くに建っていた物見櫓やぐらの方に、メイド服の裾すそを翻ひるがえしながら二人して走る。そして──驚おどろいた事に、二人は勢いに任せてその柱を垂直に駆かけ上っていた。

　柱を蹴けって空中に躍おどり出る二人。

　彼女等の紅い髪が変化して、手斧ちような──いや鉈なたが、それもそれぞれ二本ずつ発生していたのは次の瞬間である。奇髪器サムソニア。タビタの大剣と同様、髪の毛を芯しんとしてそこに魔ま力りよくを送り込んで作られる、仮想物質の道具。

　まさか自分が上から襲われる側になるとは槍鴉も思っていなかっただろう。

　棄界人ゲヘナント姉妹が放ったそれぞれ二本、合計四本の鉈は、紅い尾おを引きながら飛んで怪鳥に絡からみ付いていた。槍鴉は激しく羽ばたいて暴れるが、さすがに二人分の体重を提さげて飛ぶだけの力は無かったか、そのまま地面に引きずり下ろされてしまう。

「…………」

　鋏はさみの様に左右から押し当てられた鉈が、暴れる槍鴉の首を切り落としたのは次の瞬間だった。地竜と同様に震しん動どうする羽毛は、中ちゆう途と半はん端ぱな打だ撃げきや刺し突とつを逸そらす効果があると思われるが、継けい続ぞく的に押し当てられる刃は物ものに対しては無力だ。

「……凄すごいな」

　とイオリは呟いていた。殆ほとんど見とれていたと言って良い。

　タビタもその脚きやく力りよくと身の軽さを活かして立体的に動き回るが、あの紅い髪のメイド服姉妹は更に身軽に見えた。ただ跳とぶだけでなく、空中で手足を、そして尻尾しつぽと奇髪器サムソニアを振ふって、姿勢制せい御ぎよすらしていた様にも見える。

「……む」

　とタビタが何を思ったか短く声を漏もらす。

　彼女は無表情にイオリの顔を覗のぞき込むと、ほんの少し低い声でこう言った。

「タビタにも出来る」

「……ん？」

「出来る」

「いや、待て待て、やらんでいい、やらんでいい」

　そう言って走り出そうとするタビタの、襟えり首くびを摑つかんで止めるイオリ。

　どうやらイオリがあの棄界人ゲヘナント姉妹の空中殺さつ法ぽう──というか何というか──に感心しているのが面おも白しろくなかったらしい。対たい抗こう心を燃やして自分も空中の槍鴉を狩かって見せようというのだろうが……

「タビタに出来るのは分かってる。タビタが凄いのはよく知ってるよ」

「…………」

　ならいいのだ──と言わんばかりにタビタは大人しくイオリの隣となりに戻もどった。

　その間に手間取っていた衛士達の矢も、一羽、二羽と槍鴉を落とし始め……さすがに分ぶが悪いと悟さとったのか、黒い怪鳥達は撤てつ退たいを始めていた。

　先まずは一安心と言ったところか。

　だが──

「私は医者です。応急処置が必要な怪我人は──」

　と三度言いながら近づいてきた魔術師──恐おそらくは魔術医の男は、ふと脚あしを止めて眉まゆをひそめる。彼はイオリとタビタではなく、その傍かたわらに怪け訝げんそうな視線を注ぎ……次の瞬間その顔を驚きに歪ゆがめた。

「…………ユーフェミア・ワディンガム？」

「え？　わ、私!?」

　と驚いた様子で自分を指さすユーフェミア。

　こんな所でイオリ達以外から、自分の名を呼ばれるなどとは思ってもみなかったのだろう。しかもユーフェミアの反応を見るに魔術医とは初対面の様に思えるのだが……

「どうして私の名を……あ」

　何か思い当たる節でもあったのか、ユーフェミアの顔にも驚きの色が広がる。

「あり得ない、いや、でもその声……まさか」

「ああ。髭のせいですかね」

　と魔術医は言った。

「貴女あなたを診みていた頃ころは髭を生やしていませんでしたしね。私ですよ、御お嬢じよう様さま。ケネス・ダグラスです。その後は息そく災さいですか？」

「ダグラス先生──ダグラス先生なんですか!?　ど、どうしてこんな所に!?」

　ユーフェミアはイオリを押しのける様に前へと出て言った。

「それは、こちらの台詞せりふです」

　とケネス・ダグラスと名乗った魔術医は応じる。

「せんせい、せんせい、この人たち、知り合い？」

　と駆け寄ってきたメイド姉妹の妹の方が、首を傾げて尋ねる。

「現世に居た頃に、治ち療りようを受け持った患かん者じやさんの一人です。ちょっと厄やつ介かいな病気だったので、色々と必要なものの手配が大変でしてね。半年ばかり私の所に入院していました」

「そうなのだ、胸の病やまいで……」

　と自分の胸むな元もとを押さえて言うユーフェミア。

「そうなんだ？　私、マルテだよ？　こんにちは？」

　そう言ってぱっと笑顔を見せる少女──マルテ。

　タビタと同じ棄界人ゲヘナントである筈はずなのだが、こちらは実に無む邪じや気きというか、歳相応というか……実に表情豊かな感じがする。表情を出さないのはあるいは、タビタの属する部族だけの伝統だったのかもしれないが。

「だが先生……先生の様な立派な方が、『棄界ゲヘナ送り』に!?」

　ユーフェミアは信じられない、といった様子でケネスの方を見つめている。

「立派……ね」

　とケネスは苦笑して首を振った。

「私は貴女が評価してくださってる様な立派な人間ではないんですよ、ワディンガムの御嬢様。色々と御ご禁きん制せいの薬や施せ術じゆつにも手を出した結果、こうして捕つかまった挙げ句に此こ処こに居る訳です。それより──そちらの方々は？」

　ケネスは改めてイオリとタビタの方を見てそう問うてくる。

「あ、ああ、この二人は──」

「ユーフェミア・ワディンガムの連れだ。俺はイオリ・ウィンウッド。こっちはタビタ。見ての通りの棄界人ゲヘナントだ」

　ユーフェミアが何か言う前に、その台詞を抑おさえ込む様にしてイオリは名乗った。

　イオリの予想が確かなら、この男に余計な情報を与あたえない方がいい。

　だが──

「……イオリ・ウィンウッド……？」

　一瞬、ケネスが眉をひそめる。

　まるでイオリの名に聞き覚えが在るかの様だった。勿もち論ろん、ユーフェミアの主治医をしていたというのなら、彼女からイオリの名を聞いていても不思議は無いのだが──

「……私は聞いての通り、ケネス・ダグラスです」

　すぐに落ち着いた優しい笑顔を取り繕つくろってケネスはそう自己紹しよう介かいをしてきた。

「魔術医、という事になりますかね。こちらでは法的な資格もなにもあったものではありませんが。同じ『堕だ天てん使し』同士、どうかよろしくお願いします」

　そう言ってケネスは右手を差し出し握あく手しゆを求めてくる。

　差し出されたその手を束の間、見つめ──握にぎるイオリ。

「……よろしく」

　ケネスとイオリ。

　二人の手には共に魔術を扱あつかう者特有の、術式陣じんの刺青いれずみと──そして、十二人の罪人にのみ与えられた筈の、独特の形状を示す指輪が在った。




　　　　　　　●




　ジンデル王国。

　千年の繁はん栄えいを誇ほこるこの国は、しばしば『楽園』もしくは『理想郷』などと評される。

　特に政情不安な国を捨てて新天地に活路を求める難民達にとって、彼かの国は生きていく事に何の不安も無い素晴らしい国──その様に捉とらえられていた。毎年、万を越こえる数の難民がジンデル王国を目指し、その半数がジンデル王国の国境に辿たどり着くという。この国の事をあらゆる望みが叶かなう夢の国……などと思い込んでいる者達も少なくないそうだ。

　実際……ジンデル王国は安定した国だ。

　気候は温暖、農作物や牧ぼく畜ちくの生産高は常に一定水準を保っており、政治体制も数百年間変化が無い。経済的にも食料から資源まで、各種自給率が高い為ために、他国の影えい響きようを受け難にくく、目に見える貧困というものが無い。

　近きん隣りん諸国とは国境線付近での小こ競ぜり合いが絶えないが、国全体が巻き込まれる様な規模の大きな戦争は何百年も起きてはおらず、国内の治安も安定している。

　ただ生きていくという事のみに関して言えば、確かにこの国は理想的で安あん泰たいだ。

　だからジンデル王国の臣民になる事を夢見て、故郷を逃にげ出す者も後を絶たない。

「…………」

　ヒューゴ・ソーンダイクは窓から外を眺ながめた。

　ジンデル王国王都ザカライアの夜景が眼下に延々と広がっている。

　他国では夜は闇やみの代名詞だというが、ザカライアに限っては当てはまらない。建物は勿論、道路にも一定間かん隔かくで点々と置かれた灯ともし火びが闇を寸断し、まるで宝石箱の様な無数の煌きらめきを生んでいる。完全な闇に閉ざされる事の無い輝かがやける都みやこ。

　美しい。とても。その事にヒューゴは異論無い。

　およそ三十年前、初めてこのザカライアにやってきた時から、その印象は変わらない。両親と共に荒こう野やを渡わたり、父の必死の働きで家族三人が王国臣民として認められ、このザカライアに移り住む事になった時……ヒューゴはまるで夢を見ている様だとすら思った。こんな美しい街に自分が住んでも良いのかと臆おくした程だ。

　あの時からザカライアの夜景は変わらない。

　変わったのは──自分だ。

「──旦だん那な様」

　背後から声を掛かけられて、ヒューゴは振り返る。

　寝しん室しつの入り口には寝ね酒ざけの瓶びんとグラスを載のせたワゴンと共に、メイドが一人立っていた。

　ジンデル王国本来の臣民ではないのは、若じやつ干かん、色の濃こい肌はだを見れば明らかである。

　ヒューゴは今の地位に就ついてからは、積極的に難民を使用人として雇やとい入れている。元難民でありながら幸運と悪運に恵めぐまれてジンデル王国の重臣の立場を手に入れる事となった自分の、それが務めだと思うからだ。

「……何か進展は？」

　ヒューゴは尋たずね──メイドはただ首を振ふった。何の件についてかと問いただしもしない。今、ヒューゴが最も関心を持っている案件が何なのかを、彼女は知っているからだ。

「宮きゆう廷ていからは特に何の報しらせも」

「彼等が送り込まれて未まだ三日……急せいても仕方ないとは分かっているのだがな」

　苦笑を浮うかべるヒューゴの横に、メイドはワゴンを押してやってくると、恭うやうやしい仕草でグラスを捧ささげ渡してくる。

「彼の地では時間の流れ方も違ちがうのでしたか？」

「『指輪』と共に見つかった書物にはそう書かれていた。確かめる術すべは無いが」

　絶対流る刑けい地──通つう称しよう『棄界ゲヘナ』。

　その名の通り一度送り込まれれば二度とは戻れぬ筈の異境である。

　幾いくつかの点で物理法則すら現世とは異なっているといい、その最も典型的な差異が、時間の流れ方なのだとか。

　勿論、王族捜さがしの密命を帯びた十二人の罪人の事は、重要機密である。

　本来は、いかに重臣の使用人とはいえ、報される筈の無い情報だ。知っていると他に知られれば、このメイドも、それこそ適当な理由を付けて『棄界ゲヘナ送り』にされるか、さもなくば『不ふ慮りよの事故』に遭あう事だろう。

　だから他に人の居ない場所でしかヒューゴとこのメイドは『密命』の話をしない。

　しばしば二人きりになるヒューゴとこのメイドについて──周囲は下世話な誤解をしている様だが、むしろその方が都合が良いので殊こと更さらに噂うわさを否定するでもなく、ヒューゴは放置していた。重臣や貴族が妾めかけを囲うのは、ジンデル王国では当然の事だ。むしろ妻を失って二十年余り、一人の愛人もいないヒューゴは例外的とさえ言えた。

　そう。本当に珍めずらしくない話なのだ。

　良くも悪くも平和の永いこの国では、娯ご楽らくに飢うえた者も多く──貴族から平民に至るまで色しき欲よくに溺おぼれる者も多い。各所に点在する公設娼しよう館かんには、他の職に就く事の出来なかった老ろう若にやく男なん女によ様々な難民が今日もジンデル王国正規臣民の、際限ない欲望を受け止める為に待機中だろう。

「楽園……か」

　三十年前の、希望に眼を輝かせていた頃の自分を懐なつかしみながら……ヒューゴは淡あわい苦笑を浮かべた。










　　　第二章　奴ど隷れい姉妹







　マヒロ・ノースリヴァとチヅル・ノースリヴァ。

　彼等と出会ったのは、国境警備隊の一つ──ワディンガム隊に配属された時だった。

　名前も、顔立ちも、そして肌はだの色もイオリと同郷である事を示す兄妹きようだい。難民としてイオリよりも先にジンデル王国に辿たどり着いた彼等は、イオリとはそう大差無い年ねん齢れいでありながら──実際、チヅルに至っては当時イオリより一つ下の十二歳だった──既すでにワディンガム隊で中ちゆう核かくを成す働きをしていた。元々両親がかなり特とく殊しゆな武門の出だった為ため、物心ついた頃ころから散さん々ざん、武術を叩たたき込まれてきたそうだ。

　主おもに隠おん密みつ接敵術……つまり奇き襲しゆうや暗殺に特化したその武術は、辺境の森や廃はい村そんといった入り組んだ場所で、威い力りよくを発揮した。

　斥せつ候こうとしては勿もち論ろん──国境線を越こえてきた他国の部隊に対して、正面からぶつかるのではなく、側面もしくは後方に回り込んで攻こう撃げきを仕し掛かける、あるいは野や営えい中の敵てき陣じんに忍しのび込んで火付けをする、文字通りに敵の指揮官の寝ね首くびを搔かく、といった遊ゆう撃げき手しゆ、もしくは奇襲役として活かつ躍やくし、彼等の働きは随ずい分ぶんとワディンガム隊の生存率を上げてくれた。

　だが……彼等は往々にして邪じや道どうの兵と蔑さげすまれた。

　イオリ達同どう僚りようは勿論、騎き士しであるワディンガム隊長も彼等の働きを認めてはいた。

　だが一歩部隊を出れば、難民の出で『卑ひ怯きよう卑ひ劣れつな』技や術を駆く使しする者として、ノースリヴァ兄妹はしばしば侮ぶ蔑べつされた。特にジンデル王国正規軍の騎士達にその傾けい向こうが強く──

「……ふざけた事を言いやがって、あいつら」

　だからよく、イオリは憤ふん慨がいしたものだ。

「誰だれがこの国を守ってると思ってんだ。まさか王家の威い光こう、東とう方ほう七なな博はく士しの祝福の魔ま法ほうがお綺き麗れいに、血を流す事も、泥どろにまみれる事も無く、敵を消してくれてるとでも思ってるのか、あいつらは！」

「……まあそう怒おこるな」

　とマヒロは糸の様に細い眼を更さらに細めて笑った。

　国境線から少し離はなれた野営地での事である。その夜は不ふ寝しん番ばんをイオリとマヒロ、そしてチヅルが言いつかっていた。

　珍めずらしくその日の昼間は『視察』と『激げき励れい』の名目で、王国正規軍の将軍とその直属部隊が国境線近くにまでやって来た。だが……視察や激励とは名ばかり、彼等は散々、『卑いやしく汚きたない戦い方をする』ワディンガム隊を嘲ちよう笑しようし、特にノースリヴァ兄妹の事を馬ば鹿かにして去って行ったのだ。

「俺もチヅルも慣れっこだよ」

「……ですね」

　とマヒロの横でチヅルも穏おだやかに笑っていた。

　この時──イオリは十六歳、マヒロが二十歳、チヅルが十五歳だった。イオリよりも歳下である筈はずのチヅルが、まるで十も二十も歳上であるかの様な、大人びた落ち着きを示しているのが不思議だった。

「元々そういう嫌きらわれ者、下働きの家系さ。生まれついての汚よごれ役だな」

　マヒロはのんびりとそう言った。

「卑怯上等、卑劣常じよう套とう、奇襲奇き策さくこそ我等が本分……地を這はい、泥に潜もぐり、樹きに登り、獣けものそのままに不意をついて一方的に相手を襲おそう。まあ正面から正々堂々と突とつ撃げきするしか知らない中央の騎士様には不ふ愉ゆ快かいだろうさ。正直、よく隊長は笑って許してくれているよ」

「そりゃ隊長も俺達も命いのち懸がけで戦ってるからな」

　死線──という言葉がある。

　一歩その向こうに踏ふみ出せば死が待つという境界線。生きて存ある為にその上を綱つな渡わたりで歩んで行かねばならない者達は、他者から見れば些さ細さいな事こと柄がらが、生死を分けているのだとよく知っている。

「マヒロやチヅルにどれだけ助けられたか、皆みな、知ってる。お前達が居たからワディンガム隊は殆ほとんど誰も欠ける事無く生きてこられた。そして俺達が戦っているから、中央の騎士共はのんびり式典の練習ばかりしてられるんだ」

「ああ。そうかもな。きっとそうだろう。だけどだからこそ──だ」

　とマヒロは頷うなずいた。

「……え？」

「生きるってのは綺麗事じゃないからな。生きていれば必ず汚れる。けれど誰も皆、生きる事は汚れる事だと思いたくはないから──汚れを誰かに押しつける。押しつけて見なかった事にする。自分は汚れとは無む縁えんでありますと言わんばかりに。そういうもんさ」

　それが『理ことわり』ってもんだとマヒロは奇き妙みように鷹おう揚ような口調で言った。

「糞くそが出るのは飯を喰くうからさ」

　と焚たき火の中で焼いていた芋いもを木の棒で搔き出しながら言うマヒロ。

「糞をひり出して尻しりを汚したくなきゃ飯を喰わなければいい。けどそれだと生きていけない。飢うえて死ぬ。しかも肉にしろ草にしろ芋にしろ、生きてるものを殺して喰う。別に獣や魚や草木が人間に何をした訳でもないのに……一方的にな。えげつない話さ」

　木の棒で芋を串くし刺ざしにしながらマヒロは言った。

「イオリ。気にするだけ無む駄だだよ。世界はそういう風に出来ている。どんな美女だって腹をかっさばけば内臓に糞が詰つまってる。物事には大たい抵てい、綺麗な所と汚い所があるけれど、どっちか片方だけには出来ないし、切り離してしまう訳にもいかない」

「マヒロ……」

「俺達を罵ののしるお綺麗な人達は、切り離した積もりになっているだけさ。でもその汚い所は無くなったりはしない。誰かが引き受けなければ」

「気持ちは分からないではないですね」

　と──チヅルが言った。

「自分の汚い部分は見たくないし見せたくもありませんから。誰かに押しつけて切り離せるなら……自分には汚い部分なんて無かった事に出来るのなら、そうしたいと思っても仕方ないとは思います」

「でもあいつら、チヅルの事も──その……」

　イオリの声は途と中ちゆうで萎しぼんだ。

　さすがに本人を前に誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの言葉を口にするのは躊躇ためらわれたのだ。

　昼間の騎士達はチヅルが身体からだを使って……敵陣に警けい戒かいされる事無く侵しん入にゆうしていると決めつけていた。そうでもしなければこんな小こ娘むすめが戦場で働ける筈が無いと。

「ああ。まあ必要とあれば躊ちゆう躇ちよせず使えと教えられてきましたから。あながち、間ま違ちがいではありません」

　平然とチヅルは言った。

「そ……そうなのか？」

「ええ。幸か不幸か、未まだその機会は在ありませんでしたが」

　そう言って悪戯いたずらを告白するかの様な表情で小さく舌を出すチヅル。

　相手の油断を誘さそう為に『女の武器』を使う事も在る、自分達が教わってきたのはそういう身も蓋ふたもない武術、いや勝利法なのだ──と彼女は言った。

「でも嬉うれしゅうございます」

　とチヅルはイオリの顔を覗のぞき込みながら言った。

「イオリ様が、私の名めい誉よの為に憤いきどおってくださっている訳ですから。御お兄にい様さまなんてへらへらいつも笑うだけでちっとも……」

「おいおい。こう見えても俺は静かに憤慨しているのさ」

　と、やはりのんびりと笑いながらマヒロは言った。

「どうだか……」

　言ってチヅルも笑う。

　二人が本当に気にしていないと分かると、イオリとしても憤慨し続けるのが何だか筋すじ違ちがいの様な気がしてきて、溜ため息いきをついた。怒り損という訳でもないだろうが、自分がひどく無駄な事をしていた様な気がしてならない。

　ただ──

「……イオリ様？」

　ふと……チヅルが何か思いついた様子で、首を傾かしげて言った。

　同時に周囲の風景が緩ゆるやかに闇やみの中へと溶とけて消える。焚き火も。夜の森も。マヒロの姿すら笑みを浮うかべたまま、その中に混ざって無くなって──

（これは──）

　追つい憶おくの夢だ。

　頭の片かた隅すみでそんな風に納得している自分が居るのにイオリは気付いた。

　そうだ。夢だ。昔せき日じつの記き憶おくに過ぎない。

　既に二人は居ない。居なくなってしまった。

　マヒロはあの部隊が全ぜん滅めつした日に。

　そして病やまいを患わずらって歩く事すらままならなくなり、部隊から退しりぞいていたチヅルは──イオリがただ一人生き残り、半年近くをかけて王都に戻もどった時、既に亡くなったと知らされた。

　だが──

「イオリ様……イオリ様……」

　闇の中でチヅルが繰くり返しイオリの名を呼びながら近づいてくる。

　涼すずやかに整った目鼻立ちに、優しい笑みを浮かべながら。

（チヅル……）

　あるいはそれは、死の国からの甘やかな誘いざないなのか。

　生きる事は苦しみだ。生きる事は穢けがれ続ける事だ。

　だから──それらから今こそ自由になってこちらへ来いと、誘われている様にも思えて。

　仲間を見捨て、自分だけ逃にげた、意地汚く生きる事にしがみついているイオリに対して、それは死者達が与あたえた赦ゆるしの様にすら思えて。

　いつの間にか彼女の姿は白い裸ら身しんとなっていて、イオリに──

「イオリ様……イオリ…………イオリ…………イオ……リ……」

「──タビタ？」

　だがいつの間にかそれは──チヅルの姿は棄界人ゲヘナントの少女へと変わっていた。

　タビタ。今のイオリの生きる意味。

　彼女は──

「イオリ……」

　無表情にイオリに覆おおい被かぶさってくる蒼あおい髪かみの獣けもの娘むすめ。

　彼女はイオリに口づけをするかの様に顔を寄せてきて──
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「──イオリ！」

　ざらりとした舌に頰ほおを舐なめられる感かん触しよく。

　それが、イオリの意識を眠ねむりの淵ふちから覚かく醒せいへと引き上げる。

「うっ……？」

　イオリは短く呻うめいた。

　久しぶりにベッドの上で寝ねたせいか、かなりぐっすりと眠ってしまっていたらしい。他人が近づいてきた事に気がつくどころか、上に乗っかられても起きなかったのだから。それこそチヅルやマヒロが見れば不用心なと笑うかもしれない。

「……タビタ……だから顔を舐めるのは止やめてくれと……」

　呻く様な声でイオリはそう訴うつたえる。

　棄界人ゲヘナントの間には口キ吻スの習慣が無い様だが、だからこそ一いつ旦たん、近しい仲間と認めた相手には──具体的にはイオリに対しては、タビタは躊躇無く顔を近づけ、唇くちびるや舌を触ふれさせてくる。本来は匂においを嗅かいだり、汗あせの味を確かめて、相手の感情や体調を推おし量る為の行こう為いであるらしいのだが。

「……ユーフェミアが見たらうるさい……」

　瞼まぶたの隙すき間まから染み込んでくる朝の光の暴力的な眩まぶしさに顔をしかめながら、イオリは言った。夜の夢を見た直後だからという訳でもなかろうが、やたらと陽光が眼に痛い──

「タビタ？　タビタじゃないよ？」

「……あ？」

　イオリは瞼を開いて、自分の上に乗っかっている少女を見上げた。

　棄界人ゲヘナント──なのは同じなのだが、逆に言えば同じなのはそこだけだった。

　血の様に紅あかい髪と、ぱっちり開いた円つぶらな眼。尖とがり耳は若じやつ干かん、タビタのそれよりも大きくやや上向きで──背後でぱたぱたと振ふられている尻尾しつぽは細めである。

　何より顔つきが全体的に幼い。

　タビタも決して大人びている訳ではないのだが、あまり表情を出さないせいか、非常に落ち着いて見えるのだ。対して今、イオリの上に乗っかっている少女は、明らかに喜き怒ど哀あい楽らくの色が豊かな『子供』そのものの顔をしていた。

「マルテだよっ？」

　そう言って朗ほがらかに笑う棄界人ゲヘナントの幼いメイド。

　ふわふわの紅い癖くせっ毛が揺ゆれて、その首に──鋼はがねの首輪が塡はめられているのが見えた。

「──マルテ」

「うん！　マルテ！」

　イオリが呟つぶやく様に名を呼ぶと、少女は──マルテは嬉しそうに言った。

　実に人ひと懐なつっこいというか、子供ならではの遠えん慮りよの無さが可愛らしい。

「起きて、イオリ？　朝ご飯だよ？」

「あ……ああ、分かった、分かったから俺の上から降りてくれ」

「はぁい！」

　素直に頷くと、マルテは身軽な動作でひょいとイオリの上から退どいた。

　立ち上がって横に歩くのではなく、身体全体で跳はね上がり、空中で回転して床ゆかの上に立つ──のだが、この一連の曲芸じみた動作には微み塵じんも大おお仰ぎようさが無い。構えるでもなく溜ためるでもなく、立ったり歩いたりするのと同じ様な自然さであり気軽さだった。

　猫ねこの様だ──とイオリは思う。

　この辺はやはり棄界人ゲヘナントらしいが、タビタの身軽さとはまた微び妙みように違う気がする。部族の違い、種族の違いなのだろうか。現世人でも人種が違えば微妙に得意とするものや、身体的な能力に差が生じていたものだが。

　ともあれ──

「朝飯が出来たから起こしに来てくれたのか」

「うん。マルテ偉えらいでしょ？」

「……そうだな」

「──ん！」

　と身を反そらす様にして──若干、上を向いて何やら構えるマルテ。

「…………何だ？」

「ご褒ほう美びだよ。マルテ偉いから」

　とマルテは眼を細めて言った。

「撫なでて？」

「……まあその位ならお安い御ご用ようだが」

　と言ってイオリはマルテの頭に手を置く──が。

「違うよ！　そこじゃないよ！　ここ！」

　とマルテが指さすのは自分の喉のど元もと──というか顎あごだった。

「本当に猫かよ」

　呟きながらイオリは猫にする様に、指先でマルテの顎を撫でてやる。ジンデル王国に住んでいた頃ころ、下町でよく見み掛かけた──残ざん飯ぱんを投げてやるとよく懐いてきた野の良ら犬や野良猫の事を思い出しながら、イオリは指先でくすぐる様にマルテの顎の下を搔かいてやる。

　すると棄界人ゲヘナントの少女は嬉しそうに眼を細めながら、うっとりと溜息をついた。

「気持ちいい……」

　現世人だと、こそばゆいだけの様な気もするが。

　この辺はやはり人種──というか何というか──の違いなのだろうか。タビタもこの辺りを撫でてやると喜ぶのか。それとも違うのか。

「イオリ。もっと。もっとして？」

「こうか。ここがいいのか」

「ん……んん……イオリ……上手……」

　と頰を赤らめながら言うマルテ。

「……子供のくせに艶なまめかしいな、おい」

　と呆あきれ気味に呟くイオリ。別にやましい事は何もしていない筈はずなのだが、こんな所をユーフェミア辺りに見られれば、また余計な誤解をされるに違ちがいない。

　そんな事をイオリが考えていると──

「──イオリ・ウィンウッド！」

　まさしくそのユーフェミア・ワディンガムが、開け放したままになっていた部屋の入り口に姿を現して、怒ど鳴なってきた。

「何をしている!?」

「……まあそうなるだろうとは思ったけどな」

「タビタのみならず、その様な幼い子を──幼い子を貴様は!?」

　憤ふん然ぜんと叫さけぶユーフェミア。屋内なので鎧よろいこそ着けていないものの、左手で鞘さやを握にぎり、携たずさえていた剣けんの柄つかに彼女は手を掛けていた。答え方によってはそのまま斬きりかかってきそうな様子だ。答えによっては次の瞬しゆん間かん、イオリの首と胴どう体たいが泣き別れになりかねない。

「何って──撫でろと言われたから撫でてんだよ」

「貴様は撫でろと言われたら胸を揉もむのか!?」

「誰だれが胸を──」

　と言いかけて、気付いた。気持ちが良いからか、マルテが身を反らし気味になっていて──顎をくすぐっていた筈が、いつの間にか鎖さ骨こつの下辺りに指先が届いていた。ユーフェミアの位置からはマルテの背中側しか見えないだろうから、イオリが彼女の胸を──まあ殆ほとんど膨ふくらんでいないが──触さわっている様にも見えるかもしれない。

「以前から幼女趣しゆ味みなのではないかと疑っていたが……！」

「疑うな。何を根こん拠きよに──」

「この間もタビタと一いつ緒しよに風ふ呂ろに」

「だからあれは──」

　と言いかけて、イオリはユーフェミアの背後からタビタと、そしてマルテの姉であるハンネが姿を現したのに気付いた。ユーフェミアの誤解は毎度の事だが、さすがにハンネにまで誤解されては色々と面めん倒どうだ。イオリはマルテの首元をくすぐっていた手を引っ込めた。

「むぅ～」

　するとマルテは不満そうで『もっと』とせがむかの様にイオリの手を摑つかんでくる。

　その様子を見て──

「…………」

　無言で部屋の中に入ってきたのは、タビタだった。

　ちなみに彼女はユーフェミアと共に隣となりの部屋で寝ていた筈だ。タビタはイオリと共に眠ると主張していたが、ユーフェミアがこれを止めた事と、イオリが一人でゆっくり眠りたいからと言って、彼女を説得した結果である。

「──タビタ？」

　彼女が無表情なのはいつもの事だが、何か怒おこっている様に見えるのはイオリの気のせいか。タビタはそのままマルテとイオリの間に強ごう引いんに身を割り込ませ、イオリからマルテの手を剝はがすと──改めて自分でイオリの手を摑んできた。

「おい。何の真ま似ね──」

「揉む」

「……あ？」

「イオリ、タビタの胸を揉む。揉んで」

「何言ってんだお前も!?」

「イオリ、マルテの胸揉んだ」

「揉んでねえよ！　顎を撫でろって言うから撫でてただけだ！」

「……マルテ？」

　そうなのか？　と言わんばかりにタビタがマルテを振り返ると、紅い髪かみの棄界人ゲヘナントの少女は陶とう然ぜんとした笑顔で言った。

「気持ちよかったぁ……イオリ、とっても上手だよ？」

「……マルテ、イオリの嫁よめ？」

「なんでそうなる!?」

「マルテ、笑ってる」

「だからそれが──」

　どうした、と言いかけて、イオリは思い出した。

　棄界人ゲヘナントは──というか、タビタの部族では、表情を出すのは『恥はずかしい』事で、笑顔だの何だのは親兄弟や配はい偶ぐう者しやにしか見せないものであるらしい。裸はだかを見られても微塵も恥じらわないタビタが、笑顔をついイオリに見せただけで、激しく恥ずかしがったのをイオリは覚えている。

　一方で──服装や喋しやべりからも概おおむね想像がつくが、同じ棄界人ゲヘナントとはいえ、マルテとハンネは元々現世人文化に以前から慣れ親しんできた部族の出なのだろう。だから価値観が現世人寄りなのだ。表情を示す事も別段、恥ずかしいとは考えないらしい。

　その辺、どうタビタに説明したものか。

　イオリがそんな事を考えていると──

「タビタ、マルテはイオリの嫁にはなりませんよ」

　と言ってくれたのは、ハンネだった。

　マルテとそっくりの、しかし大人びた優美さを備えた娘むすめは、マルテの横に歩み寄ると、その両りよう肩かたに手を置いて静かに笑った。

「マルテは先生の子を産むんですから。ね？」

「うん！」

　とマルテは微塵の邪じや気きも無い笑顔でそう言った。

「マルテはハンネと一緒にせんせいの子を産むの！」

「……ハンネ？」

　と表情を引き攣つらせてハンネとマルテを見比べるのはユーフェミアだ。

　ハンネはともかくマルテはタビタと比べてさえ幼い。恐おそらく現世人の基準でいけば歳は十二か三といったところだろう。ジンデル王国の標準的な価値観を持つユーフェミアの感覚からすれば未まだ子供──つまりは結けつ婚こん適てき齢れい期き未満である筈だ。

「先生は未だお独りですし」

　とハンネは言う。その顔に浮うかんでいるのは穏おだやかな笑みで、特に冗じよう談だんを言っている様子は無い。

「いや、そういう事ではなくて……お、おかしいだろう!?」

　地じ団だん駄だを踏ふみそうな勢いで喚わめくユーフェミア。

　自分の周りが全員、変態だと知って我が慢まんならない、という感じだが。

「……ユーフェミア」

　イオリは溜ため息いきをついて言った。

「ジンデル王国とは違うんだよ。現世でも他国じゃ十五や六で結婚して子供産むのも不思議じゃない。むしろジンデル王国の方が不自然だって意見も在った位でな」

　永い平和と安あん寧ねいの為ためか、ジンデル王国では臣民の晩ばん婚こん化と少子化がしばしば問題視されていた。難民の帰化──正規国民への申しん請せいについて、かなり厳密な条件が課されていたのも、ジンデル王国本来の民族が臣民に占しめる割合が減っていく事を懸け念ねんしての結果だと聞いた事がある。

「イオリ・ウィンウッド──貴様！」

　ユーフェミアは──納得するどころかむしろ恨うらめしげにイオリを睨にらんで言った。

「わ、私が行き遅おくれだと言いたいのかっ!?」

「誰もそんな事言ってねえよ！」

　ベッドを拳こぶしで叩たたいてイオリはそう叫んだ。
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　アータートンという街の名は、最初にこの地に住んだ現世人に由来するという。

　その名を持つ罪人がこの棄界ゲヘナに降り立ったのは、遥はるかな昔、およそ千年前だとか。

　棄界ゲヘナ送りの刑けいそのものはジンデル王国が成立して間も無く実じつ施しされる様になったそうだが──初期の罪人達は送り込まれた端はしから野の垂たれ死んでいったそうだ。着るもの以外は何一つ持たされぬまま放り出されるのだから、当然と言えば当然の事である。

　だがアータートンなる男は違った。

　元々精強な男だったというアータートンは、同じ儀ぎ式しきで送り込まれた他の罪人達をまとめ上げ、棄界人ゲヘナント達とも早々に交流を持ち……やがては彼等の助力を得てこの山さん岳がく地帯に小さな村を造り上げたという。

　当初は火山噴火によって幾いくつも出来た洞どう窟くつを住居としていたが、やがて様々な道具を造り、煉れん瓦がを造り、窯かまを、炉ろを造り、山間部を流れる渓けい流りゆうから砂鉄を集めて鋼はがねを造る様になった。鍛か冶じ師──というより剣けん匠しようだったというアータートンは、鉄鉱石からではなく、砂鉄から鋼を得る方法、いわゆる『たたら製鉄』について熟知していたらしい。

　棄界人ゲヘナント達の間に金属器を扱あつかう文化が無かった事から、棄界ゲヘナにおいては砂鉄は勿もち論ろんの事、各種鉱物資源は全くの手つかずのままであり、アータートンは金属器を棄界人ゲヘナント達に売る事によって、様々な森や山の恵めぐみを得る事に成功した。

　結果、次々と送り込まれてくる罪人達を受け入れ、罪人同士の結婚により現世を知らない現世人の世代が生まれ──やがて、アータートンの村は数十年の後に街となった。

　アータートンが老ろう衰すいで亡くなった際には、彼の名を冠かんした街に万を超こえる人々が住んでおり、偉い大だいな街まち長おさの死を悼いたんだという。

「まあ万を超こえるってのは、さすがに眉まゆ唾つばだがな」

　と言うのは──昨日、イオリ達が槍やり鴉がらすの群れから助けた商隊唯ゆい一いつの生き残りだった。

　ラウ・カーフェイ。

　顔も身体からだもあちこち弛たるんだ肥満体で、しかも顔色が悪いという、不健康をそのまま絵にした様な男である。その一方で仕草や声は妙みようにメリハリが利きいていて──年齢は分かり難にくいが、意外と若いのかもしれない。

　昨日の騒さわぎの後──正確には魔ま術じゆつ医のケネス・ダグラスが、商隊の者の死亡確認と、衛士達の中の怪け我が人に対しての治ち療りようを終えた後。

　イオリ達が事情を衛士達に説明し、解放された頃ころには、既すでに日は暮れて夜になっており、ラウと、そしてイオリ達はケネスに招かれ、彼がアータートンの街の片かた隅すみで開いている診しん療りよう所じよに泊とまる事になった。

　どうやらラウは、元々ケネスとは顔見知りだったらしい。

　そうして一夜明けた今朝……イオリ達は朝食を振ふる舞まわれているのだが。

「…………おお」

　ユーフェミアは、ラウの話など全く聞いている様子が無かった。

　彼女の視線は先程から目の前の朝食に注がれ続けている。

　イオリ達にとって『懐なつかしい』とさえ言える献こん立だて……パン、ハム、茹ゆで卵、サラダ、果物、それに茶。いわゆるジンデル王国式の朝食という奴やつである。少なくとも見た目は。

「……おおおおお…………」

　ユーフェミアは感激の余りに、言葉が出てこない様だった。

　国境警備隊の魔術猟りよう兵へいとして、食料を現地調達しながら野や営えいする事も多かったイオリはともかく、騎き士しの娘として──末まつ端たんとはいえ貴族の子女として育ってきたユーフェミアには、ごく当たり前の、飽あきる程に食べ慣れた献立だろう。

　だが、棄界ゲヘナに来てからはどれも口にしていない。

　散さん々ざん食べ続けて既に飽きが来ている品でも、いざ、今後は一切口にする事は出来ないとなると、また欲しくなるのが人間という生き物の厄やつ介かいな所である。勿論、此こ処こが棄界ゲヘナである以上、ハムは牛や豚ぶたの肉とは限らないし、卵も鶏にわとりのものとは限らない、果物に至っては紫むらさきの毒々しいそれが一体何の実なのかさっぱり分からない訳だが、見た目がおおよそ同じなら、とりあえず渇かつ望ぼうに対する慰なぐさめにはなる。

「くっ……」

　とユーフェミアはイオリの視線に気付いて明後日あさっての方向を向く。多分、涙なみだぐんでいるのを見られたくなかったのだろう。

　一方で……

「…………？」

　と首を傾かしげながら、指先でパンをつついているのはタビタである。

　彼女の生まれた部族は農耕を殆ほとんどしていなかった様で、主食は芋いもを掘ほって確保していたらしい。小麦だの何だのを水で溶といてこねて焼いて……といった面めん倒どうな真似をする事も無く、直じかに焼いたか茹でたかした芋を喰うのが、基本だった様だ。

　だからタビタにしてみれば、目の前に出されたパンが謎なぞの物体に見えるのだろう。

「タビタ、タビタ、パンだよ？　美お味いしいよ？　天界の食べ物なんだよ？」

　とマルテが屈くつ託たく無い表情でそう言いながら、パンを千ち切ぎって食べてみせる。

　タビタはそれでも恐る恐るといった様子で先まず鼻を近づけていって匂においを嗅かぎ、それから舌先で舐なめて──

「…………！」

　ようやくこれが食べられるものだと理解したのだろう、マルテを真似てパンを手に取ると、千切って食べ始めた。

「この芋、柔やわらかい。美味しい。とても」

「いや、芋じゃないから。地面の下掘っても出てこないぞ」

　と苦笑してイオリは教えてやる。

　そんな棄界人ゲヘナント少女達の微笑ほほえましい様子を、対面に座って眺ながめながら──

「昨日はよく眠ねむれましたか？」

　とケネスは穏やかな微笑を浮かべて問うてきた。

「お陰さまで」

　と答えるイオリ。

「いい家でいい家具だ。たった半年でこれを手に入れたとは恐れ入る」

　魔術医ケネス・ダグラス。

　彼については、イオリは先に衛士達から話を聞いていた。

　半年前にこのアータートンにやってきたという『堕だ天てん使し』……つまりは棄界ゲヘナ送りに処せられた罪人だ。この棄界ゲヘナにも現世人は数多く生きているが、その大半は棄界ゲヘナの生まれ、棄界人ゲヘナント達が言うところの『天裔ネフイリム』である。
















「最新の医い療りよう知識を持った魔術医は重ちよう宝ほうされるのですよ」

　と言ってケネスは肩を竦すくめた。

「診療所も家具も、殆ど街の人達が造ってくれました。その分、勤労奉ほう仕しは必要ですが」

　昨日も広場近くの詰つめ所に居たのは、『当番』だったからだそうだ。

　街の中にまで槍鴉が入ってくるのは稀まれだが……槍鴉に限らず、街から一歩外に出れば人間を襲おそう様な危険な鳥ちよう獣じゆうも珍めずらしくない。アータートンの街には、半死半生で重傷を負った者が駆かけ込んでくる事も多く、即そく座ざに応急手当が出来る様にと、医療技術の心得が在る者を街門入ってすぐの広場に常じよう駐ちゆうさせる制度になっているらしい。

「あんたはユーフェミアの主治医だったって言ったな」

　イオリはケネスの顔を真まっ直すぐ見つめながら言った。

「例の胸の病やまいのって話だが……」

「ええ。厄介な病気でしたから随ずい分ぶんと治療に手間が掛かかりましたよ」

　とケネスは頷うなずいて答える。

「貴方あなたも御ご存ぞん知じの通り……ね」

「…………」

　含ふくみのあるケネスの物言いに、イオリは眼を細めた。

　そして──

「ああ、ハンネ、マルテ」

　ふと気付いた様子でケネスは棄界人ゲヘナントの姉妹に言った。

「そういえばガーフィールドさんの所で貰もらった燻くん製せい肉があったね。卵も。折角のお客さんなんだし、あれで何か一品作ってきてくれないか？」

「今から？」

　とマルテが首を傾げるが、ハンネは特に異を唱える事も無く立ち上がって妹に言った。

「マルテ。手伝ってくれる？」

「いいけど？」

　マルテも立ち上がり、ハンネと共に食堂を出て行こうとして──しかし彼女は立ち止まってイオリ達の方を振り返ってきた。

「タビタ？　タビタも手伝う？」

「──ぬ？」

　声を掛けられてタビタはパンを食べる手を止めた。

「天界じゃね、美味しいご飯が作れるのは、いい嫁よめの条件なんだよ？」

　とマルテは何ど処こか得意げな表か情おをして言った。年齢からして実体験な訳もなし、恐おそらく誰だれかからの受け売りを喋しやべっているだけなのだろうが──

「夫がね、食事の度たびに惚ほれ直すんだよ？」

「……イオリ？」

　そうなのか？　とでも言わんばかりにイオリを振り返ってくるタビタ。タビタも料理が出来ないという事は無いだろうが……今までを見る限り、大たい抵ていは塩や香こう辛しん料りようを振りかけて焼くだけだ。対して燻製だの蒸し料理だの何だのと、イオリの方は色々な『技』を知っている事は、彼女も理解している訳で。

「まあ料理を覚えるいい機会だろ。一いつ緒しよに行って手伝ってくるといいんじゃないか？」

「──ん」

　イオリの言葉に納得したのか、タビタは椅い子すに立てかけていた愛用の大剣を改めて背中に背負うと、メイド姉妹の後を追って食堂を出て行った。

　彼女等の足音が遠ざかり聞こえなくなったのを確認してから──

「──さて」

　とケネスがテーブルの上に両りよう肘ひじをつき祈いのる様な形に手を組んだ。

「聞きたい事は他にあるのではないですか？」

「というか、あんたがあの二人には聞かせたくないんじゃないのか？」

　言ってから──ラウの方を一いち瞥べつするイオリ。

　彼の左の小指に、見覚えのある意い匠しようの指輪が塡はまっているのが見えた。

　イオリの、そしてユーフェミア、ケネスの手に塡まっているものと同じだ。

「そうですね」

　苦笑を浮うかべてケネスは頷き──

「こちらに来てすぐの頃、治療費の代わりに引き取った奴ど隷れいの姉妹ですが」

　さらりとそう言った。

　やはりイオリが見たマルテの首輪は奴隷のそれだったのだ。鎖くさりにこそ繫つながれていないが、あの二人はケネスの所有財産という事になる。奴隷制はジンデル王国には無かったが、棄界ゲヘナでは珍しくはない様だ。少なくとも奴隷商人という商売が成立する程度には。

「随分と懐いてくれているのでね。やはり──私がこちらに永住する気が無いのだと知られると、気まずいというか」

　言ってケネスは肩かたを竦める。

「先生……！」

　ユーフェミアが身を乗り出す。

　彼女の性格からすれば、余計な事を喋る恐れがあるので、イオリは昨日の内に彼女に、ケネスとの会話は出来るだけ控ひかえるようにと言っておいたのだが──

「先生は、やはりジンデル王国から密命を──」

「貴女あなたと、イオリ・ウィンウッドさんもそうですよね」

　ケネスはユーフェミアとイオリの手元を、指に塡められている指輪を見ながら言った。

「王族の末まつ裔えいを捜し出す事を命じられた十二人の罪人──」

「その事だが」

　ユーフェミアが余計な事を口走る前にイオリは割り込む。

　突つっ込んだ話をする前に、確認しておきたい事が幾いくつか在った。

「あんたは半年ばかり前にこっちに来たそうだな。俺達がこっちに来たのは二週間ほど前だ。どういう事だ？　俺達よりも先に送り込まれた『罪人』が居たのか？」

「ああ──貴方達も経験しているでしょう。あの爆発を」

　ケネスは自分の口元を覆おおう髭ひげを指先で弄いじりながら言った。

「…………爆発？」

　とユーフェミアは眉まゆをひそめ、イオリは眼を閉じる。

　ケネスが言っているのは──恐らく『棄界ゲヘナ送り』の魔ま法ほう儀ぎ式しき『奈な落らく堕おとし』の最中に生じた不具合の事だろう。イオリには儀式の崩ほう壊かいの際に生じた衝しよう撃げきとしか思えなかったが、あれは爆発だったらしい。すると──儀式が破は綻たんして十二人がばらばらになったのも、その爆発が原因か。タビタもイオリ達が棄界ゲヘナに降りる際に、爆音の様なものを聞いたと言っていたが──

「何者かが爆発物を使ったか、あるいは私や貴方の様な魔術師が仮想物質を生成して爆ばく轟ごうの魔術を使ったか。いずれにせよ、ひとかたまりになっていた我々は、寸断され、『奈落堕とし』の効果にも『差』が出た様です」

「差……？」

「『奈落堕とし』と便べん宜ぎ的に呼ばれていますが、アレは棄界ゲヘナという異世界へ我々を転移させる魔法です。此処は我々の元居た世界、現世とは時間的にも空間的にも繫がっていない。全くの別世界です」

　実際にイオリ達は棄界ゲヘナに『堕ちて』くる訳だが、厳密には現世は棄界ゲヘナの真上に在るという訳ではない。少なくとも現世の地面をどれだけ掘っても棄界ゲヘナには辿たどり着けまいし、その程度で現世と棄界ゲヘナの間を移動できるなら、絶対流る刑けいなどとは呼ばれはすまい。

「別の世界で生まれたもの、因果の流れが繫がっていない異物が、こちらの世界に無理矢理転がり込んでくる……だから色々と帳ちよう尻じりを合わせる為ために、因果摩ま擦さつと呼ばれる現象が生じる。遥はるかな空から堕ちてきているというのに、我々はまるで羽毛の様にゆっくりと着地したでしょう？　我々という異物がこの世界に馴な染じみきるまでに時間を食った訳です」

「…………その様だな」

　イオリは半ば気絶していたので、自分がどの様に落下してきたかは覚えていない。これもタビタから後で聞いた限りでは、確かにゆっくりと水底に沈しずむかの様な速度で降りてきたそうだが。

「で……こちらの世界は、現世とは時間の流れ方が違ちがうらしい。現世では一日しか経過していないのに、こちらの世界では十日、あるいは一ヶ月、一年が経過している、などという事も起こり得る。先に堕ちて先にこちらの世界に馴染んだ者ほど、長い時間をこちらで過ごしている事になります」

「……そういう事か」

　魔法儀式の途と中ちゆう、爆発の衝撃で四方八方に跳はね飛ばされた場合、十二人の降り立つ時間に差が生じても不思議ではない。イオリ達はケネスよりも『上』に跳ね飛ばされる事により、殊こと更さらにゆっくり落下しながら棄界ゲヘナに順応し、その差が半年という期間となって顕あらわれたという事らしかった。

「実際、私以外の何人かの間にも時間差は生じていた様です」

「俺は……此こ処こに来て五ヶ月ってところか」

　とラウが茶を啜すすりながら言った。

「一年って奴やつも居たっけか、先生？」

「……あんたは何人の罪人を知ってる？」

　イオリはケネスとラウを見比べながら問う。

「貴方達以外に三人。そこのラウ・カーフェイ氏に加えて、ミラベル・スウィフト、テレンス・テンパートン──皆みな、それぞれ別の商隊に参加して、各地へ王族の末裔を捜しに出ています。このアータートンは幾つもの商隊や多数の行商人が立ち寄りますから、私は彼等と積極的に関わりながら、情報を集めています」

「あんたを中心に斥せつ候こうを放っている様な状態か」

「言ってみればそうですね」

「なるほどな」

　イオリは隣となりのユーフェミアを意識しながら言った。

「この広い棄界ゲヘナから、王族の末裔を捜し出すとなると、やはり方々に網あみを張るしかないだろうしな。俺達もそうすべきか。王族が見つからなければ、この地に骨を埋うめるしかなくなる訳だしな」

「…………」

　ユーフェミアが何か物言いたげに自分に眼を向けてくるのを感じながらも、イオリはこれを意識的に無視して続けた。

（余計な事は言ってくれるなよ……）

　タビタがその王族の末裔だという事を、ケネスは知らない。

　それはイオリ達にとって重要な切り札になり得る。だがユーフェミアはケネスが自分の主治医だった事もあり、彼に気安くタビタの事を暴ばく露ろしかねなかった。タビタ自身が余計な事を口走る可能性もあったので、イオリはマルテが誘さそったのを幸いと、彼女をこの場から遠ざけた訳だが──

「要するに俺達もそうした斥候として使いたい、と？」

　ケネスはその提案をする為に、イオリ達を自分の診しん療りよう所じよに泊とめたのだろう。

「そうなりますね。王族の他にも、私達以外の罪人がいれば、積極的に捜し出して協力した方が良いでしょう。捜さがし物は人手が多い方がいい」

「……同感だが」

　イオリは眼を細めて言った。

「残りの罪人は全員死んでいて、王族も途と絶だえているという可能性については？」

「その場合はもう額面通り、我々は絶対流刑を甘受するしかないでしょう」

　とケネスは苦笑した。

「その場合の、こちらの世界で生きる為の地歩固めの意味もあって、私だけはこの街に留まっているんですよ。この世界で魔術医は私だけではありませんが、最新の魔術医療の知識を持っている限り、食いっぱぐれはしないでしょうし、街から出なければ、そうそうこちらのデタラメな怪かい物ぶつに襲おそわれる事も無い」

「先生。その絶対流刑についてだが」

　とユーフェミアがまた割って入ってくる。イオリは彼女を横目で睨にらんだが──気がついているのかいないのか、ユーフェミアはそのまま言葉を続けた。

「先生はどうして……そもそも棄界ゲヘナ送りに？」

「昨日も言いましたが、私は……元々、闇やみ医者もやっておりましてね。むしろそっちが本業というか」

　とケネスは平然と──まるでささやかな小こ遣づかい稼かせぎを暴露するかの様な口調で言った。

「施せ術じゆつ可能でも、諸もろ々もろあって違い法ほうとされている処置は幾つも在りまして。例えばジンデル王国では妊にん娠しん三ヶ月を過ぎた妊にん婦ぷの堕だ胎たいは基本的に違法だったのですが、難民を中心に需じゆ要ようが多かったのですよ。正規国民に乱暴されて妊娠した娘むすめ、あるいは娼しよう婦ふ、貴族の妾めかけ、そういった人達ですね」

「……！」

　ユーフェミアが息を吞のむ。

「他にも色々と。何しろ魔術関係は医者にしろ兵士にしろ法で色々と制限を受けますから、窮きゆう屈くつで……報ほう酬しゆう額も上限が法定されていますから、稼ぎはどうしても限界が見える。私は正規国民ではありましたが、貧しい庶しよ民みんの家の出でして」

　何ら悪びれた様子も無く、ケネスは淡たん々たんと語る。

「ジンデル王国では、金か地位が無ければ、何か在った際には割を食うのはよく分かっていましたからね。楽園だの千年王国だの言われていましたが、何の事はない、不都合が生じれば声の小さな者、立場の弱い者に押しつけて知らん顔する制度が、出来上がっていた訳で……いや、失礼」

　ケネスとしては、今いま更さらジンデル王国の社会を批判する積もりは無かったのだろう。そして『持てる者』の側に居たワディンガム家令れい嬢じようにそれを突きつける積もりも。

　咳せき払ばらいを一つしてケネスは話を戻もどした。

「とにかくそういう訳で、色々とやれる限りに手広くやっていたのですが、ある事件でそれが明るみに出てしまいまして」

「ある事件？」

　曰いわくありげな物言いに、ユーフェミアが眉をひそめる。

　ケネスは微び苦く笑しようを浮うかべながらイオリの方を見て──言った。

「イオリ・ウィンウッド銀二等位国境警備兵による、上官殺し事件」

「…………」

「──え？」

　おおよその見当がついていたイオリは身み動じろぎもせず黙だまったままだったが──ユーフェミアは、間の抜ぬけた声を漏もらしてイオリとケネスを見比べる。

「イオリ兄にい様さま？　ど、どういう──」

　余程に動どう揺ようしたのだろう、以前の様な呼び方でユーフェミアが尋たずねてくるが……イオリは答えなかった。答えられない。いや。答えてはならない。

　それは恐おそらく誰だれも幸せにはしない事実だ。

　イオリは自分の胸に秘めて黙もくしたまま、ユーフェミアの前から去る積もりだった。いや去った積もりだったのだ。なのに彼女はこんな場所までイオリを追ってきてしまった。

「なぜ、イオリ兄様──いや、イオリ・ウィンウッドの事件と、貴方あなたが関係するのだ!?　先生、それは」

「──ケネス・ダグラス」

　イオリは溜ため息いきを一つついて言った。

「その話は王族捜しをするのに必要な事か？」

「……いや、別に」

　とケネスは首を振ふる。

「しかし驚おどろきました。まさかユーフェミア・ワディンガム嬢が、イオリ・ウィンウッド、貴方と行動を共にしているとは。彼女にとって貴方は、父親の──」

「その件については誰が聞いても愉ゆ快かいな話ではないだろう」

　イオリは唸うなる様な声でケネスのお喋しやべりを遮さえぎった。

「あれは誰にとっても不幸な事件だった。俺にも。俺の同どう僚りようにも。ワディンガム隊長にも、その家族にも。そしてあんたにもだ。誰も彼もが不幸にしかなってない。その上に更さらに不愉快な話を上乗せして、何かあんたに得は在るのか？」

「……無いですね」

「ならば口を閉ざせ。永遠に。自分でそれが出来ないなら、俺がそうしてやろうか？」

　脅きよう迫はくや恫どう喝かつは正直、イオリの柄がらではないが、ケネスを黙らせるのに他に適当な方法も思いつかない。仲間であるラウがどう反応するのかが気き掛がかりだったが、彼は何か口を挟はさむでもなく、我関せずといった様子でマルテ達の残したパンに手を伸のばして食べている。

「……分かりました。黙りましょう」

　ケネスは言って、誓ちかいを立てる様に片手を挙げた。

「イオリ──」

　ユーフェミアは──狼ろう狽ばいの表情を浮かべてイオリとケネスの間で視線を往復させていた。
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　厨ちゆう房ぼうは見るからに間に合わせの手て狭ぜまなものであったが……竈かまどをはじめとして一通りの品は揃そろっていた。水みず瓶がめや俎まな板いたは勿もち論ろん、土ど鍋なべ、鉄てつ串ぐし、金かな網あみ、更には干し肉を作る為の鉄てつ鉤かぎなども在って──昨日、ハンネとマルテが仕留めた槍やり鴉がらすも、綺き麗れいに羽根をむしられ、内臓を搔かきだした状態で窓辺に吊つり下げられていた。

　ユーフェミアが見れば『これを喰くうのか!?』と驚いたかもしれない。人を襲う獣けものを更に人が狩かって喰うのは間接的な『共食い』になるのではないか……という考え方だ。

　だがタビタは特に反応を示さない。

　彼女にとって槍鴉が食材としてここに吊つるされているのは別に不思議でも何でもなかった。

　毒でも無い限り、殺した以上は喰う。

　これは棄界人ゲヘナントにおおよそ共通の価値観である。肉食の獣は癖くせが強いが、棄界人ゲヘナントや天裔ネフイリム達はあまり気にせず食べる。そういうものだと理解している──物心ついた頃ころから食べ続けて慣れているからである。

　ともあれ……

「オムレツ作ろうか」

　と妹と──そしてタビタに微笑ほほえみ掛けながらハンネは言った。

　彼女は髪かみの一部に触ふれると、奇髪器サムソニアの鉈なたを生み出して──これを鍋で沸ふつ騰とうしていた湯にくぐらせてから、包丁代わりに干し肉を刻んでいく。こうした作業に慣れているのだろう。鉈が俎板を打つ音が安定していて、肉は見る間に端はしから小さく刻まれていった。

「オムレツ？」

「オムレツ大好き！」

　首を傾かしげるタビタと──両手を掲かかげてその場に跳はねながら大喜びのマルテ。

「鳥の卵を焼いてね、野菜とかお肉を、刻んで中に入れて閉じるんだよ！　天界の料理なんだよ！」

「……ぬ？　……ぬう？」

　訳が分からない、といった様子で更に首を傾げるタビタ。

「どうやって中にお肉？　少しだけ殻からを割る？」

「……え？　あ、ああ、違ちがうの」

　苦笑してハンネは言う。

「卵を割って、中身を出して、溶といて、混ぜるの。そしてそれをこれで焼くの」

　と言ってハンネが示したのは、鉄製の調理器具である。

　もしこの場にイオリなりユーフェミアが居れば『ああ、フライパンか』と納得しただろうが、そもそも鉄器をあまり扱あつかう事の無い部族の文化で育ってきたタビタには、それが謎なぞの物体にしか見えない。

　タビタにとって『焼く』といえば樹の枝なり奇髪器サムソニアの先に肉や野菜を突つき刺さして焚たき火の上に掲げる事か、熱した平たい石の上に肉や野菜を並べる事であって──卵を割って溶いてそれを焼く、という発想が無いのだ。直じかに目玉焼きというのならともかく、溶き卵は平石の上に落とせばそのまま大半が流れ落ちてしまうだけである。鉄と違って石焼きは熱の伝導率がまちまちなので、素早く均一に焼けないのだ。

「こうだよ、こう！」

　得意げにマルテがフライパンを火に掛けて白い獣じゆう脂しをその上に置く。

　脂あぶらの塊かたまりが溶けながら透とう明めいになって鉄の平面に馴な染じんだ頃を見計らい──手早く卵を割って器うつわに入れてこれを溶いたハンネが、そこに刻んだ肉を幾いく許ばくかの香こう辛しん料りようと共に加え、混ぜながらフライパンの上に流し込む。

「……ぬ」

　タビタは眼を瞬しばたたかせながらじっとそれを見つめていた──が。

「…………天界の……料理……？」

　何な故ぜか呆ぼう然ぜんとした様な口調でそう問う。

「ええ。先生に教えて貰もらったの。最初に」

　とハンネは言って微笑む。

　彼女の手は木製のヘラを使って焼けた卵を半分に折おり畳たたみ、フライパンを振ってこれを更に丸めていく。見る間にオムレツがその形を成していく──が。

「天界の…………」

「タビタ？」

　どうしたの？　と言わんばかりにタビタの顔を覗のぞき込むマルテ。次の瞬しゆん間かん、彼女は驚いて眼を見開き叫さけんでいた。

「どうしたの、タビタ？　何ど処こか痛い？」

「……ぬ？」

　とタビタは問われてまた眼を瞬かせる。

　その目め尻じりから一ひと滴しずくの涙なみだがこぼれ落ちたのは次の瞬間だった。

「……！」

　はっとして自分の顔に手を当て、自分が涙を流しているのだという事に気付いた彼女は、慌あわてた様子で首を振った。

「ち……違…………」

「どうしたの？　そんなに美お味いしそうだった!?」

　とマルテが更に尋ねるが、タビタは何度も何度も首を振る。

「違う……違う……これ……分からない……」

　などと言いながらしばらくタビタは両手で顔を隠かくしながら首を振っていたが──

「……母様……」

「──え？」

　顔を見合わせるハンネとマルテ。

　タビタは喘あえぐ様な口調でこう続けた。

「……食べた事……ある……母様が……作って……母様……」

「ひょっとして……」

　首を傾げてハンネが尋ねる。

「タビタのお母さんは、天使？　お母さんが作ってくれたオムレツの事、思い出した？」

「…………」

　頷うなずくタビタ。

「タビタのお母さんは？」

「……死んだ。父様も死んだ」

　とタビタは涙を手の甲こうで拭ぬぐうと顔を上げてそう言った。

　既すでに動揺は去ったのか、彼女の顔にはいつもの無表情が凝こるのみだが──

「そう。でもタビタはお母さんのいい想い出があるみたいで羨うらやましい」

「…………？」

「私とマルテは」

　ハンネは二つ目のオムレツを焼く作業をこなしながら、何処か遠くに想いを馳はせる様な口調で言った。

「父様と母様に要いらないって言われたから。奴ど隷れい商人に売られたの」

　棄界人ゲヘナントは比ひ較かく的、多産だが……それ故ゆえに、生まれた時期や状じよう況きようも絡からんで、兄弟姉妹の中では出来不出来の差が生じてしまう。そしてその中から、より良い血を遺のこす為ための選別淘とう汰たがごく普ふ通つうに──当然の様に行われる。

　過か酷こくな環かん境きようで生きる動物に多産傾けい向こうが強い事と、それは似ている。

　生まれた子の全てが大人になれる訳ではない。食べ物も、親の力も有限であり、生まれてきた子全ての面めん倒どうを見る事は出来ない。

　かつては……単に弱い子、あるいは愚おろかな子は、長生きできずに自然と死んだ。親が選別の結果として、扱いに差を設けたからだ。ぞんざいに扱われた子は、怪け我がをしても病やまいに罹かかっても放置されて……自然と居なくなる。

　だが現世人と比較的親交のある部族は、選別漏もれした淘汰されるべき子供を死ぬに任せるのではなく、奴隷商人に売る、という選せん択たく肢しが在る事に気付いたのだ。

「……要らない……子……」

　呆然と呟つぶやくタビタ。

　それは彼女もまた言われた事だ。母が死に、父が死に、祖父が族長を務める部族の中では不義の子として身の置き場が無かったタビタ。成人の儀ぎ式しきにかこつけた地竜狩がりでタビタは死ぬ──つまりは体ていよく淘汰される筈はずだったのだ。

　ハンネとマルテの場合は、何かはっきりとした問題が在ったというよりも、むしろ他の兄弟姉妹に比べて明確に優すぐれる部分が無かった為に、比較の結果として不要と断じられた様であったが……

「でも私とマルテをね、先生が貰ってくれたの」

　三つ目のオムレツを作りながら、何処か陶とう然ぜんとした表情を浮うかべてハンネは言った。

　重い病に罹った奴隷商人をケネスが治ち療りようした際、治療費の代わりに奴隷商人の『在庫』の中から現物払ばらいをする事になったのだという。奴隷の中には現世人も居たが、ケネスは棄界ゲヘナに来て間も無いという事から、案内役も兼かねて、ハンネを選び──ハンネがどうか妹のマルテも一いつ緒しよにと請こうたので、ケネスは奴隷商人と交こう渉しようして二人を引き取ったのだ。

「先生には本当によくして貰ってるの。色々教えて貰ったり。オムレツの作り方とか。薬の作り方とかも」

「…………ハンネ」

　タビタは首を傾げて言った。

「ハンネは、センセイの子供産む？」

　親族や仲間から『要らない子』とされた者を必要としてくれた天使。

　一度は『生きる価値無し』と断じられ死を宣告された者に今一度の命をくれた者。

　細かな状況は違えど、ハンネにとってのケネスは……タビタにとってのイオリだ。

「……そうね。いずれ」

「いずれ？」

「私達が先生と同じになれたら、その時は」

　と言ってハンネが指先で触さわるのは──妹のそれとは明らかに異なる形の耳だった。

「この耳は……先生に変えて貰ったの。先生のお仕事を手伝ったご褒ほう美びに」

「変えて……？」

「整形手術って言うんだって。いずれは尻尾しつぽもとってもらう積もり。私、天使になるの」

「マルテも！　マルテも！」

　と手を挙げてマルテが言う。

　ハンネによると、尻尾も一気にとってしまわなかったのは、ケネスとしてもその種の整形手術の経験が無かった為、予想外の弊へい害がいが出る事を警けい戒かいしての事らしかった。

　だが実のところ、棄界人ゲヘナントの耳や尻尾を切って、形だけでも現世人の様にする整形手術はケネス以外の医者も手て掛がけていて、アータートンではそう珍めずらしいものでもないという。

「天使に……なる？」

　何度も眼を瞬かせながらハンネの言葉を繰くり返すタビタ。

　彼女にとっては考えもしなかった事だろう。自分の姿形を後から手を加えて別物にするなどという発想は。さすがに奇髪器サムソニアを生み出す能力や獣じゆう身しん化か能力までは『切除』する訳にはいかないだろうが……

「ええ。いつか、そうなれたら、いいなって」

　とハンネは──微笑ほほえんで頷いた。
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「──で」

　一人だけ話に加わらずパンを食べていたラウが思い出したかの様に口を挟はさんできた。

「結局、ウィンウッドの兄ちゃんは俺達と組むのか？　組まねえのか？」

「…………」

　イオリはラウの方に眼を向ける。

　この男も十二人の罪人の一人の様だが──何故十二人の一人として選ばれたのかがよく分からない。

　鈍どん重じゆうそうな肥満気味の体たい軀く、血色の悪い顔、落ちくぼんだ眼がん窩かの奥の切れ込みの様な眼……正直言って見た目からは生存能力や戦せん闘とう能力が高いとはとても思えないし、かといって情報収集能力に秀ひいでている様にも見えない。

　大たい抵ていの場合に情報収集とはつまり、如い何かに広く他人から有用な情報を引き出すかであり……詐さ欺ぎ師しの類たぐいと同様、多くの人間が警戒を解いて口を滑すべらせてしまう様な『親しみやすさ』もしくは『侮あなどられやすさ』が第一に必要なのだが、この男はただただ胡う散さん臭くさくて、そういう特性も期待できそうにない。

　他にも罪人は数多い筈であろうに、何故この男が選ばれたのか。

　何か生存技能や戦闘技能、あるいは情報収集技能とは別の特技でもあるのか。

「悪いが俺達はあんたらと組む積もりは無い」

　イオリははっきりとそう告げた。

「イオリ・ウィンウッド？」

　驚おどろいた様に声を上げるのは、しかしユーフェミアだけで、ラウはにやにやと笑っているし、ケネスも最初から断られるのは予想の範はん囲い内だった様だ。

「そうですか。まあ『捜さがし方』は各おの々おのの罪人に一任されていましたからね」

「一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義は勿もち論ろん感じているが、正直、俺には俺のやり方がある。すまんな」

　言って立ち上がるイオリ。

「それは気になさらず。まあ同じ『堕だ天てん使し』のよしみ、程度の話です」

「ま、元々俺達を送り込んだお偉えら方がたも、競わせる気満々だったしな」

　とラウが笑いながら言った。

「全員で仲良しこよしに手を繫つないで現世に戻もどれる──とは考えちゃいねえが。こんな世界だ、途と中ちゆうで死んじまう奴やつも出てくるだろうし、場合によっちゃ、他の罪人を皆みな殺ごろしにして自分だけご褒美独り占じめ、なんて事を考える奴が出てきてもおかしかねえよ」

「違ちがう、私達はそんな事は、そもそも──」

「ユーフェミア！」

　イオリはユーフェミアの言葉を遮さえぎる様にして彼女の名を呼ぶ。

　同時に彼女の手を摑つかんで強ごう引いんに引っ張った。

「イオリ・ウィンウッド!?」

　自分の手を摑むイオリの手を見て、眼を見開くユーフェミア。

「な、何を、は、離はなせ、私は──」

「寝ね床どこも食事も本当に感謝だ。機会があったら何か礼はするよ」

　しかしイオリは手を離さず、むしろユーフェミアを引っ張って食堂の出入り口の方へと向かう。もっと抵てい抗こうするかとも思ったが、ユーフェミアは顔を若じやつ干かん、赤らめて俯うつむいているだけでイオリの手を振りほどこうとはしていなかった。

（……こいつを此こ処こに残しておくと余計な事を言い出しかねないからな）

　現に今もユーフェミアは口を滑らせかけた。

　だが──

「──せんせい！　出来たよ！」

　と食堂から出ようとしたイオリは、皿の上にオムレツらしい料理を載のせてやってきたマルテ、ハンネ、そしてタビタと鉢はち合あわせする事になった。

「オムレツだよ、美お味いしいよ？」

　と無む邪じや気きな笑顔でマルテが言ってくる。

　微び妙みような間の悪さにイオリがどうしたものかと束の間、懊おう悩のうしていると──

「イオリ？」

　とタビタが首を傾かしげて声を掛けてくる。

　その手には──何やら黒く焦こげた塊かたまりの載った皿が在った。ハンネとマルテの持つ皿にはごく真っ当そうな、黄こ金がね色の卵料理が載っている事を思えば、これも恐おそらくは元々同じものになる筈だったのだろう。

「おい、これ……」

「タビタ……頑がん張ばった」

　無表情はいつもの事なのだが、心なしか耳を伏ふせ気味にして、尻尾も丸め気味で、タビタはそう言う。

「そ、そうか」

　まあ何がどうなってこうなったかは、おおよそ想像がつくが。

「タビタがイオリの分は自分で作るって言ってね？」

　とマルテが言う。

「イオリ…………」

「あ、いや、あのな……？」

「…………」

　上うわ目め遣づかいにイオリを見つめてくるタビタ。

　言葉に詰つまって立ち尽つくすイオリの背に──

「ウィンウッドさん。どうせだから朝食だけでも最後まで食べて行かれてはどうですか？　彼女も一いつ生しよう懸けん命めい作ったようですし、ね？」

　明らかに面おも白しろがっているらしいケネスの声が飛んできた。
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　朝食後──イオリ達は陸上帆艇ランドヨツトの所に戻る事になった。

　ケネスとラウは殊こと更さらに引き留める様子も無く、イオリはユーフェミア、タビタと共に診しん療りよう所じよを出た。マルテとハンネは何やらオムレツ作りの際に仲良くなったのか、もう少しタビタと話をしたい様子であったが。

「……鉱山の街か」

　坂道を下りながら呟つぶやくイオリ。

　山の壁へき面めんに沿って無数の建物が建っているこの街は、巨きよ大だいな階段の様だ。

　実際に軽く見み渡わたしただけでも、あちらこちらに坂や階段が在り──出来るだけ緩ゆるやかに造られた坂の上を、大型の鳥や獣けものに牽ひかれた車が行き来しているのが見える。

　恐らくは槍やり鴉がらすの様な怪かい物ぶつ共への備えなのだろう、街の建物は頑がん強きようそうな煉れん瓦が造りで、街の周囲も同じく煉瓦や石を積んで作った壁かべがぐるりと取り巻いている。

「建物そのものはジンデル王国の様式と似てるな」

　街の基本構造、というか地形が独特である一方で──煉瓦を主体とした建物は、ジンデル王国の街と似に通かよった雰ふん囲い気きが在り、タビタ達の棄界人ゲヘナントの集落を先に見てその独特な集落の在り方に驚かされていたイオリとしては、むしろ慣れ親しんだ煉瓦造りの建物に、懐なつかしささえ覚える部分があった。

　ただ──

「イオリ」

　タビタがイオリの服の袖そでを摑んで引っ張ってくる。

「ハンネと同じ者……居る」

「同じ？」

「耳と……それに尻尾も。切った者」

　と言ってタビタが見み遣やる先には、確かにタビタの様な蒼あおい髪かみ、あるいはハンネ、マルテの様な紅あかい髪をしている一方で、尻尾も獣耳も無い男女の姿が在った。

　彼等の多くはタビタと異なり、現世人と似たような衣装を着ている。具体的には釦ボタンを使ったシャツやズボンの類で……タビタのそれの様な民族色の濃こい服装の者は見当たらない。全体的にゆったりした仕立ての衣装が目立つのが、特とく徴ちようといえば特徴か。

（これがテオフィルの言ってた『天使かぶれ』か……）

　ふとイオリはタビタの祖父の言葉を思い出す。

　棄界人ゲヘナント達の、現世人に対する態度には大別して三つあるという。

　親天使派とも言うべき者達、嫌けん天使派とも言うべき者達、そしてその中間だ。

　タビタの部族はこの中間に位置し、現世人達と一定の交流を持ってはいるものの、必要以上に交わらない事で先祖伝来の文化や生活様式を守っているのだという。

　イオリがこの棄界ゲヘナに来て初めて出会ったのがタビタとその部族であったのは幸運だと言えるだろう。嫌天使派の棄界人ゲヘナント達と出で会くわしていれば、問答無用で殺し合いになっていてもおかしくなかったからだ。

　ともあれ──

「どさくさ紛まぎれに入れたからかとも思ったが……街に入る前に武装解除されなかったのも、この為ためか」

「……どういう意味だ？」

　と尋たずねてくるのはタビタの反対側に立つユーフェミアだ。

　実際、彼女は鎧よろいも剣けんもそのままである。

　あくまで現世の常識ではあるが……通常、街の中に余よ所そ者を入れる際には、深刻な揉もめ事にならぬようにと武器や防具の類を預かるという場合が多い。だがこのアータートンでは、街の衛士はイオリ達の武器を見ても特に何も言ってはこなかったのだ。

　タビタも見るからに威い嚇かく的な大剣を背負ったままであるが──

「奇髪器サムソニアって言ったか……棄界人ゲヘナントは髪の毛に魔ま力りよくを込めて武器を生み出せるからな。武装解除したきゃそれこそ剃てい髪はつしなきゃならんだろ」

「……なる程な」

　と納得の表情で頷うなずくユーフェミア。

　棄界人ゲヘナント達を武装解除出来ない以上、現世人だけ武装解除しても意味はあるまい。

　現世人と棄界人ゲヘナント混在で永く続いた街ならではの不文律という事だろう。

（そして棄界人ゲヘナントの中には、現世人の姿に似せて整形手術をする者も出てくる……と）

　多分に現世人主導で造られたこの街では、やはり伝統的に現世人の立場の方が上なのだろう。見た限り、あまり棄界人ゲヘナントへの差別意識は感じられないが、建物の造りから服装や食文化に至るまで、現世風である事を思えば……アータートンに住む棄界人ゲヘナント達は、自分達の伝統文化より現世風の文化に、生活そのものを寄せている様だった。

　ジンデル王国でも、難民の中には髪を染めたりして少しでもジンデル王国の正規臣民の様な容姿に近づけようとする者達が一定数居た。難民に対する有う形ぞう無む形ぞうの差別の矛ほこ先さきをかわす為──という場合も在ったが、単純に、正規臣民への憧あこがれから髪染めをする者達も少なくなかった様だ。

　恐らくアータートンでも似た様な理由から、耳や尻尾しつぽを切除してしまう棄界人ゲヘナントが居るのだろう。

（タビタの動きを見てれば、尻尾は森林地帯や山さん岳がく地帯で走り回ったり、飛び跳はねたりするのに役立ってる様だが……逆に言えば、現世風の街で暮らす分には、要いらないって考えにもなるか）

　それが良い事か悪い事か……断じる立場にイオリは居ない。

　タビタの祖父──テオフィルらに言わせれば、祖先から引き継ついだ伝統を蔑ないがしろにして、現世人に媚こびへつらう困った者達、という事になるのかもしれない。だがテオフィル達が『棄界人ゲヘナント本来の姿』に固こ執しゆうし、現世人との混血であるが故ゆえにその姿から外れているタビタを『醜みにくい』としている価値観には、むしろイオリは反発や抵抗を覚える。

　結局は人それぞれという事だろう。

　そんな事をイオリが考えていると──

「……イオリ・ウィンウッド」

　ふと──何か思い詰めた様子でユーフェミアが声を掛かけてきた。

「ところで、あれはどういう事だ？」

「……あれ？」

「とぼけるな」

　苛いら立だちをその声に滲にじませてユーフェミアが言った。

「色々誤ご魔ま化かしていたが……貴様が私の父を殺した一件が、ケネス・ダグラス先生とどう関係する？」

「…………」

　イオリは──答えない。

　黙もく々もくと歩き続ける彼をどう思ったのか、ユーフェミアは更さらにこう問うてきた。

「それはひょっとして……私にも関係する事なのか!?」

　ユーフェミアの声は震ふるえていた。

　怒いかりと、怯おびえと、その他幾つかの感情がない交ぜになった声だ。

（変なところで勘かんが良いんだよな……こいつは……）

　つい出そうになる溜ため息いきを飲み込んでイオリはそんな事を考える。

「貴様が父を殺したのは、私に原因があるのか!?」

「あの魔術医にも言ったが」

　イオリは立ち止まって言った。

　ただしユーフェミアの方は見ない。見たくなかった。

「それを知っても誰だれも幸せにはならない」

「イオリ・ウィンウッド！」

「世の中には知らない方が良かった、なんて事は山の様に在るがな、あの一件はその極きわめつきだ。忘れろとは言わない。言えた義理でもない。だがこれ以上は知ろうとするな。お前はただ、親の仇かたきとして俺を憎にくんでいればいいんだよ」

　ヴィンセント・ワディンガムを殺した時の記き憶おくが脳のう裏りを過よぎり、ついついイオリの口調は投げやりなものになっていた。

　今いま更さらあの時の事を蒸し返してもどうにもならない。

　あの懐かしい日々はもう帰ってこない。マヒロもサルディバルも他の仲間も皆みな、死んだ。チヅルも死んだ。ヴィンセント・ワディンガムも死んだ。彼等はもう居ない。永遠に失われて取り戻もどせない。全て無かった事になど出来ない。

「イオリ・ウィンウッド、貴様──」

「それよりもユーフェミア。もう一度言っておくぞ」

　再び歩き出しながらイオリは言った。

「絶対にタビタの事は、タビタの『血』の事は、あの魔術医には言うな」

「それもどういう理由からだ!?」

　苛立たしげにユーフェミアは問う。

「同じ密命を帯びた者同士、先生が言う通りに協力し合った方が──」

「指輪は十二個しかないんだぞ」

　ユーフェミアの言葉に覆おおい被かぶせる様にしてイオリは言った。

「タビタを連れて行くのなら、誰かがこちらに残らないといけない。こっちに残る積もりが誰一人として無いなら、つまりは誰かから奪うばわないといけない事になる」

「そ……それは……」

　まるで今初めてその事実に気付いたかの様に、ユーフェミアの顔に動どう揺ようの色が浮うかぶ。

　いや。あるいは単に考えない様にしていただけか。

「そんな状じよう況きようで、おあつらえ向きに俺達の前に罪人が出てきたんだ。それも二人もな。これを見み逃のがす手は無いだろう」

　少なくとも先に話した限りでは、ケネスもラウも密命を果たして現世に戻る積もりの様だ。ならば指輪を譲ゆずってくれと頼たのんでも無む駄だだろう。むしろその話をする以上、タビタが王族の末まつ裔えいである事も知られてしまう。

　そうなればケネスとラウは……イオリやユーフェミアから指輪を奪おうとするだろう。

　その前に──

「先生から指輪を奪う積もりか!?」

「別にカーフェイからでもいいがな。当然……ケネス・ダグラスや、ラウ・カーフェイの側でも同じ事を考える筈はずだ。それこそ探たん索さく途と中ちゆうで仲間が死んで、指輪が余ったとかでもない限り」

　だが仲間が死んだ場合、指輪も一いつ緒しよに失われる可能性も低くはない。

　それこそ地竜の様な大型の怪かい物ぶつならば、服も指輪も一切構わず全て咀そ嚼しやくして飲み込むだろう。あるいはイオリがそうであった様に、深い水底に落ちて溺おぼれた場合、指輪を見つけるのはやはり不可能に近い筈だ。

　確実さを求めるなら、やはり持っている者から奪うしかない──のだが。

「な……ならば」

　ユーフェミアの声に躊ちゆう躇ちよの様な揺ゆらぎが混じる。

「どうして……イオリ・ウィンウッド、貴様は私から指輪を奪わない？」

「…………ああ。そうか。そういう手も在った訳だよな」

　とイオリは頑かたくなに前方へと視線を注ぎながら──ユーフェミアとは眼を合わせないようにしながら言った。

「お前から指輪を奪ってこの棄界ゲヘナに置き去りにすれば、ジンデル王国に戻っても、仇あだ討うちだ何だと追い回されずに済むしな」

「そうとも、だから」

「──ふざけんな。お子様が」

　とイオリは吐はき捨てる様に言った。

「誰がお子様か！　貴様とは四つしか──」

「お子様と言われて怒おこる所がお子様なんだよ」

「馬ば鹿かにするな！　私は、私は──」

　ユーフェミアは言うべき言葉を探していた様だったが──激げき昂こうしているせいで気持ちが言葉に結びつかなかったのだろう。

「…………ッ！」

　やがて──彼女の気配が遠ざかっていくのをイオリは感じた。振ふり返って見なくとも分かる。憤ふん然ぜんとした表情でその場に立ち止まっているのだろう。

「……イオリ？」

　それまで黙だまって二人のやりとりを聞いていたタビタが声を掛けてくる。

　見ればやはりその顔は無表情のままなのだが、尻尾が力なく垂れ下がっていて、どうも気落ちしている様に見えるが──

「イオリ……ユーフェミアの事、嫌きらい？」

　ふと、タビタはそんな事を尋ねてきた。

「……さあな。あいつは俺の事は大嫌いだろうが──」

　本当の兄妹きようだいの様に仲が良かった事もあった。

　ユーフェミアがイオリと結けつ婚こんすると言っていた事もあった。

　父親であるヴィンセント・ワディンガムに愛され、その影えい響きようを多分に受けて育った彼女は、ジンデル王国の貴族でありながら、イオリ達の様な元難民の非正規臣民にも分け隔へだて無く接していた……ヴィンセントがそうであったのと同じく。

　イオリは本気でユーフェミアと結婚出来るとまでは思っていなかったが……共に死線をくぐり抜ぬけた部隊の仲間達と同じか、それ以上に大事な存在だとは思っていた。元々両親と死別して天てん涯がい孤こ独どくになっていたイオリにとって、部隊の仲間は家族同然であったし、尊敬するヴィンセント・ワディンガムの娘むすめは、イオリにとっては妹の様なものだった。

　そして──

「イオリ？」

　タビタが僅かに歩調を速め、イオリの前に回り込んできて、顔を覗のぞき込んでくる。

　やはり表情は無いままだが、恐おそらくこれは……心配してくれているのだろう。

「お前も気になるのか？」

　タビタは言こと葉ば遣づかいこそ多少ぎこちないが、頭は悪くない。観察力もある。

　イオリとユーフェミアの言い争いと、自分が無関係でないという事には気がついているだろう。要するにケネスからか、ユーフェミアからかはともかく、一つ誰かから指輪を奪わねばならないのは、『タビタの分』が必要だからだ。

　そしてタビタはイオリに『自分を天界に連れて行って欲しい』と請こうてきた。

　イオリ達はイオリ達でタビタを現世に連れて行かねばならない事情を背負っている訳だが、タビタとしては『自分が天界に行きたいとイオリにお願いしたから』イオリとユーフェミアが喧けん嘩かをしている様にも見えるのだろう。

「イオリ、タビタに優しい」

　とタビタは真顔でそう言ってきた。

「でもイオリ、今はユーフェミアに優しくない。どっちが本当のイオリ？」

「お前だから優しい──お前だけに優しい、とは思わないのか？」

「……？」

　タビタが首を傾かしげた。

　基本的に無表情な彼女の顔は、鏡の様に見る者の感情を反射する。

　焦しよう燥そうも。動揺も。不安も。後こう悔かいも。憐れん憫びんも。自分がどんな感情を抱いだいているのかという事を改めて突つきつけられるのだ。

「だから──」

　とイオリは溜息をついて言った。

「元々俺は優しい奴やつなんかじゃなくて、タビタは、現世に連れ帰るべき王族だから、利害関係を考えて優しくしてるだけだと──」

「イオリ、タビタが王族の血を引いてる事、知る前から優しかった」

「それは──」

　こんなやりとりは、そういえば、前にもした気がする。

　アダムに掠さらわれたユーフェミアを助けに行く直前に。

「前に話をしたろう。俺が、自分の上官に裏切られて、仲間が皆、死んでしまった話を」

「…………聞いた」

　とタビタは素直に頷うなずいてくる。あの時は最後の方、タビタは眠ねむってしまっていたので、何ど処こまで覚えているのかははっきりとしないが──

「俺を裏切った上官ってのが、ユーフェミアの父親だ。俺はユーフェミアの父親を殺した。細かい理由も知らずに、裏切られたって事実に逆上してな」

「…………」

　分かっているのかいないのか、不思議そうに眼を瞬しばたたかせるタビタ。

　イオリは小さく首を振って続けた。

「ユーフェミアの父親は俺達を敵に売ったんだ。敵に売って金を貰もらってた」

「カネ……？」

「ああ、まあその、価値のあるものだよ」

　国家体制が存在せず、それ故ゆえに、統一的な貨か幣へいが存在しない棄界ゲヘナでは、『金の為ために部下を売る』という言葉の意味が理解しがたいのかもしれない。アータートンの街ですら、基本は物々交こう換かんになっているそうだ。

「それがあれば、贅ぜい沢たくだって出来る。美う味まいものが食える。綺き麗れいな服で着き飾かざれる。広い家に住んで──楽しい事が沢たく山さん出来る」

「…………」

「そのせいで仲間は皆、殺された。そんな事の為に、仲間は殺された。許せなかったよ。皆──ユーフェミアの父親を信じてた。信じながら死んでいった。だから俺は一人生き延びた時、どうして皆が死ななければならないかを知った時、ユーフェミアの父親を殺すのが、仲間達への手た向むけ、俺の罪つみ滅ほろぼしだと思った」

　一人だけ、意い地じ汚きたなく生き残ってしまった。

　仲間を見捨てて逃にげた。仲間と共に死ねなかった。

　それは罪だ。罪だと当時のイオリには思えた。

　だから理由を求めた。生き残った理由を──死ななかった理由を。

　気け高だかく美しい理由。罪を償つぐなって余り在る訳。それをイオリは復ふく讐しゆうに求めた。自分一人だけ生き残ったのは、仲間の無念を晴らすためだと。

「金の為に部下を売った、部下を殺した、そんな奴は殺されて当然だと思ったよ。けれど結局──隊長が俺達を裏切ったのは、金の為じゃなかった。というより、自分が贅沢とかをする為じゃなかったんだ」

　あの時のヴィンセント・ワディンガムには、大金が必要だった。それも早急に。

　貴族とは名ばかりの貧びん乏ぼう騎き士しにとって、それを作る為には──敵と内通し部下ごと国境警備関係の情報を売り渡わたすしかなかった。

「全てを俺に話した後で、隊長は死んで。直後にユーフェミアがその場に来て、俺が隊長を殺したのを見られた。それまでは割と……その、俺とユーフェミアは仲が良かったからな。だからこそあいつは大好きな父親を、敬愛していた父親を、俺が殺したって事が、どうしても許せなかったんだろう」

　だからイオリが法の裁きを受けるだけでは満足出来ず、こんな異境にまで追ってきた。

　父に貰ったという愛用の剣けんと鎧よろい以外の、全てを捨てて。

　良くも悪くも真まっ直すぐな──生き真ま面じ目めな娘だ。

　だからこそ、イオリは恩知らずの悪あく辣らつな人殺しで、そんな彼を殺して父の仇かたきを討つ事が騎士たる者の正当な務めである──そう信じていた方が、多分、生き易やすい。その結果として自分が殺されても、それは仕方の無い事だとイオリは考えていた。

　仲間の仇を討ったイオリに、父の仇を討とうとするユーフェミアは否定出来ない。

　ただ……

「生きろと言われた。死ぬなと。仲間にも、そして隊長にも。死にたいと思ったけど、死ねなかったよ。それすら俺は、仲間や隊長のせいにして意地汚く生きていただけだったのかもしれないが」

「死ぬの駄だ目め」

　と──イオリの呟つぶやきの様な言葉を遮さえぎってタビタが言ってきた。

「イオリ、死ぬの駄目。イオリ生きて。タビタのせいで生きて。タビタ、お願いする」

「……タビタ」

　今のイオリはタビタを現世に連れて行ってやる、という約束に縋すがって生きている。

　約束を守る為には──ユーフェミアに殺されてやる訳にはいかない。

　だがそれが、イオリが討たれる事無く生き続けているという事実が、ユーフェミアを傷つけ続けるのだとすれば……イオリはユーフェミアよりもタビタを選んだという事になる。

「タビタ、イオリとユーフェミアの話、よく分からない。けど、ユーフェミアも、仲間。仲良くして欲しい」

「気持ちは分かるが、物事には優先順位ってのがあるんだよな……」

　比べる様なものではないと分かっていても、どちらを優先するかを問われる場面は往々にしてある。今回の指輪の事も。ヴィンセント・ワディンガムの裏切りも。

　仕方が無い。そう言うのは簡単だが、それはつまり、どちらかを選んでどちらかを切り捨てるという事に他ならず──だが、果たしてそれは罪なのか。

「イオリ。ユーフェミアに謝る」

　とタビタは真顔で──いやいつも彼女は真顔だが──言ってきた。

「俺が謝るのかよ」

　謝ってどうにかなるものでもないのだが。

　もっとも──このままユーフェミアを放置しておけば、腹立ち紛まぎれにタビタの事をケネスに告げかねない。そうなれば指輪を奪うばわれるのは恐らくイオリだ。

　だがタビタが言いたかったのは、もっと別の理由であった様で。

「ユーフェミア。泣いてた」

「…………」

　言葉に詰つまるイオリ。

　タビタはやはり表情の無い──透とう明めいな眼光をイオリに注いでくる。

「……謝ってあいつの機き嫌げんが直るかどうか分からないが」

　溜ため息いきをついて言うと、イオリは立ち止まり、背後を振ふり返る。

　だが既すでにユーフェミアの姿は、坂道から消えていた。




　　　　　　　●




「ユーフェミア！」

　独り憤ふん然ぜんと巨きよ大だいな階段状を呈ていす街の中を歩いていると、頭上から──いや、少し斜ななめ上から呼ぶ声がした。

　振り向くと、階段の様な街並を成す幾いくつもの建物の上を、跳とぶ様にして、紅あかい髪かみの棄界人ゲヘナントの少女がやってくるのが見える。

　マルテだ。その少し後ろにはハンネの姿も在った。

　やたら立体的なこのアータートンの街では、建物の屋上も一部、公共の道路として使われているらしい。彼女等以外にも建物の上を歩いている者を見み掛かける事は何度か在った。

　だが──

「ユーフェミア！」
















「……うわっ!?」

　そう言って最後に一ひと際きわ大きく跳ちよう躍やくすると、マルテはまるで猿さるの様にユーフェミアに飛びついてきた。小こ柄がらなので、ユーフェミアもとりあえず身構えていれば、そのまま倒たおれる事はなかったが──二歩三歩と思わずその場で後ずさり、階段を踏ふみ外はずしそうになった。

「ユーフェミア」

「いや、あの、マルテ……？」

　危ないと思うものの……まるで飼い主に甘えるある種の愛あい玩がん動物の様に、首筋に頰ほお摺ずりしてくるマルテを見ていると、どうにも怒おこる気になれない。どうもタビタと違ちがってかなり現世人寄りの考え方をする部族の出らしく、マルテは男女構わず現世人に懐なつく傾けい向こうがある様だが──

「すみません」

　と追い付いてきたハンネが謝ってくる。

「マルテ。やめなさい。ユーフェミア様が困ってらっしゃるから」

「えー……」

　と姉に窘たしなめられて渋しぶ々しぶユーフェミアから離れるマルテ。

　同じ棄界人ゲヘナントでも髪の色や耳の形がタビタとは違う様だが──それ以上に、価値観がかなり現世人のそれに染まっている為か、ユーフェミアからすればむしろこの感情表現が豊かな姉妹は奇き妙みようにすら見える。先にタビタや彼女の所属していた部族と出会っているので、タビタ達の方がユーフェミアの中での棄界人ゲヘナントの基準になっているのである。

「大体、そんなにぴょんぴょん通りを跳ばないの。天使はそういう事してないでしょ？」

「そっか。そうなの？　ユーフェミア？」

　とマルテは首を傾かしげて問うてくる。

「ま……まあそうだな。私達には尻尾しつぽが無いし──な」

「あーそっか」

　と頷きながらぱたぱたと尻尾を振るマルテ。

「尻尾をとったら、普ふ通つうに歩くだけでも、慣れるまでしばらくは転びやすくなるそうよ」

「そうなんだ？」

　と無む邪じや気きに首を傾げるマルテ。

　その様子を見ながら──

「二人は……お使い中か何かか？」

「はい。硫い黄おうを分けてもらいに……鉱山組合の方に行った帰りです」

「今から診しん療りよう所じよに戻もどるのか」

　診療所に行けばケネスに会える。そして今イオリは居ない。

　ならば──

「私も一いつ緒しよに行っていいかな。先生に話が在る」

「はい、勿もち論ろん」

　笑顔で頷うなずくハンネ。

　そうしてユーフェミアはこの棄界人ゲヘナントの姉妹と共にケネスの診療所へと歩き出した。

　だが──

「…………」

　すぐにユーフェミアはこの二人と一緒に診療所に向かった事を後こう悔かいし始めた。

　ハンネとマルテは割と健けん脚きやくな様で、走りこそしないのだが、上り下りの多いこの街の道を、特に疲つかれる様子も無く進んでいく。

　時折、マルテが『近道』と称しようしてとんでもない高低差のある部分を通るので──大きめの家か屋おくの塀へいの上とか──脚力はともかく、鎧と剣を身に付けているユーフェミアは戸と惑まどう事が多かった。

　殆ほとんど猫ねこである。

　ハンネはやはり棄界人ゲヘナントだからか、さして戸惑う様子も無くマルテの後を追っていく。時折、彼女がユーフェミアに手を貸してくれる事すらあった。

　そして……

「聞いても良いのかどうか、私には分からないのだが……気を悪くしないでくれ」

　ハンネと並んでマルテの背中を追って歩きながら、ふとユーフェミアは彼女の腰こしの後ろで揺ゆれている尻尾を意識した。

「……はい？」

「ハンネは、その……耳は……」

「──はい。先生に切ってもらいました」

　とハンネは静かに微笑ほほえみながら言った。

　ユーフェミアとしては気を遣つかって遠えん慮りよがちに尋たずねた積もりなのだが、ハンネは見た限り現世人と同じ耳にした事については、特に気にしていない──というかむしろ誇ほこらしげにすら見える。彼女は自分の耳にそっと触ふれながら微笑んでこう続けた。

「いずれ尻尾も切ってもらって、天使と……貴女あなた様と同じ姿になる積もりです」

「そ……そうなのか」

　整形手術自体はジンデル王国でも普通に行われていたが、自分の身体からだを外科的に『改造』するという事に……ユーフェミアは抵てい抗こうを覚えてしまう。そもそも薬やく剤ざいで髪の色を弄いじったり、ピアスの為ための針穴を開ける事すら、ユーフェミアはした事が無い。

（……そういえば髪の色を抜ぬこうとしてる者は父上の部隊にも居たな）

　ジンデル王国本来の……建国当時からの臣民の血統に黒髪は居ない。

　大たい抵ていは金きん髪ぱつか茶髪かさもなくば赤毛だ。

　だからこそ黒髪は難民の証あかしとして、差別される場面も多々あったらしい。ユーフェミアの父でありイオリ達の上官であるヴィンセント・ワディンガムはその手の差別をしなかったが──その部下達が任務を離はなれて一個人として街を歩いている時には、やはり色々な場面で有う形ぞう無む形ぞうの差別意識を感じずにはおれなかったという。

　確かイオリにも髪を染める事を勧すすめていた者が居た筈はずだ。彼は半ば意地になって黒髪のままだった様だが。

　髪よりは目立たないが、瞳ひとみの色もジンデル王国本来の臣民には蒼あおや翠みどりが多い。肌はだの色も日焼けだの何だので変わる事が多いので、やはり髪の色程にはっきりした差別の対象になりはしなかった様だ。だがもし手術で肌の色や目の色も変えられるというのなら──人種としての見た目を全て変えてしまえるというのなら、実行しようという者も出てきたかもしれない。

（イオリ兄様の……イオリ・ウィンウッドの黒い髪や黒い瞳が私は好きだったが……）

　変なところで頑がん固こなイオリの性格と、漆しつ黒こくはよく似合っていた様に思う。

　もう、こうなってくると趣しゆ味みだの嗜し好こうだのの問題になってくるが──

「……ユーフェミア様は変に思われますか？」

　とハンネは僅わずかにその微笑みに苦い色を混ぜて問うてくる。

「あ、いや、それは──個人の好みだろうからな」

「私達姉妹は、口減らしで奴ど隷れいとして売られた身ですが……」

　ハンネは殊こと更さらに卑ひ屈くつになるでもなく、ただ淡たん々たんと事実だけを告げる口調でそう言い、首に巻かれた金属製の首輪に触れた。

「く……口減らし……？」

「ええ。私達の部族は元々天使に近しく、天使のもたらしてくれた恩おん恵けいを色々と受けてきましたけれど……結果として幼い子供が死ぬ事が減ってきたんです」

「そ、それは良い事じゃないのか？　なんで──」

　と言ってからユーフェミアも気付いた。

　死ぬ筈の子が生き残る。今までは死んでいたであろう子供が死なない。

　その結果として、部族の人口は当然に増えていく──

「飢うえるのか……」

「はい。森の恵めぐみは限られていますし。ですからアータートンに出で稼かせぎに来てそのまま定住する部族の者も多いですし、『出稼ぎ』の名目で売られてくる子供もそれなりに。アータートンは鉱山の街ですから、さすがに田畑には限りがありますが、近きん隣りんとの交易で穀物や畜ちく産さん物を得られますし、比ひ較かく的、肥ひ沃よくな森に住む部族から薬や鉄器との交こう換かんで得られる食料もありますし……」

「…………」

　ユーフェミアは言葉が出てこない。

　末まつ端たんとはいえ貴族の家いえ柄がらで、ジンデル王国の──しかも都市部に生まれ育った彼女からすれば、食べ物は市いち場ばに行けば手に入るものだったし、それが『足りなくて子供や年寄りを捨てる』哀かなしい習慣は、御お伽とぎ噺ばなしの中にしか存在しない悲劇だった。

　だが此こ処こは現世ではない。そしてジンデル王国でもない。

　此処は棄界ゲヘナだ。送り込まれる事が死罪にも等しい絶対流る刑けい地だ。

　人間の脅きよう威いになる自然に溢あふれ、ただ生きる、その事だけでも簡単にはいかない──そんな世界なのだ。自分達によかれと思ってした選せん択たくですら、巡めぐり巡って自分達の首を絞しめる事にもなりかねず、常にその選択の是ぜ非ひを問われ、失敗には命を以もつて贖あがなわねばならない。

　勿論、戦争ならばそれも当然だろう。

　だが此処ではただ生きる事そのものがそうした命いのち懸がけの選択の積み重ねなのだ。

　いや。此処では生きる事そのものが戦争なのだ。




『……奴隷としてただ、言われるがままに生きていればいい、貴方あなたを裏切らずにいるだけで、私は、奴隷として生きていられた、何も考えずに、何も迷わずに、何も恨うらまずに、ただ、人の形をしたモノとして……』




『奴隷でいる事で考える事も、足あ搔がく事も、何かを選んで何かを棄すてる事も、全部──丸投げしたんだろうな、主人に』




　ふとユーフェミアの脳のう裏りに、以前出会った奴隷の娘むすめの言葉と、そして彼女を評したイオリの言葉が過よぎる。

　改めてその言葉の意味をユーフェミアは突つきつけられた気分だった。

（私は……世間知らずの箱はこ入いり娘か……）

　忸じく怩じたる思いで、そんな事を考えるユーフェミア。

　そんな彼女の内心など、さすがに知りはしないだろうが──

「先生は……ケネス様はとても良くしてくださいます」

　ハンネは穏おだやかな口調で言った。

「酷ひどい扱あつかいもされていませんし、普通に……奴隷の私達にも一緒にご飯を食べさせてくださいます。お仕つかえしたご褒ほう美びに、お願いすれば、こうして手術もしてくださいます。奴隷というより使用人ですね。奴隷制度というものが天界には無いから、どう扱あつかって良いのか分からない……なんておっしゃっていましたが」

「それは……しかし……」

　実際、ジンデル王国に奴隷制度は無い。公的にそうした制度は認められていない。ただし債さい務むだの契けい約やくだので束そく縛ばくして事実上の奴隷として使し役えきされている者達は少なくない。国境警備隊に志願する難民達、公設娼しよう館かんの女達、辺境区の農作業従事者等々──

「堕だ天てん使しの方々でも奴隷を使い潰つぶす様な人達はおられます。天裔ネフイリムの方々も同じで。だからケネス様は本当に……お優しい方で。私とマルテが離ればなれにならないようにって、お願いしたら一緒に引き取ってくださって……私、ケネス様にはいくら感謝してもしきれません」

　そう言ってハンネは僅わずかに眼を伏ふせる。

　その横顔に過ぎる、はにかむ様な表情は──

（この娘……）

　色々と鈍にぶいだの何だのとイオリに言われてきたユーフェミアだが、さすがに彼女にも察しがつく。ハンネはケネスの事が好きなのだ。今朝、ハンネとマルテは共にケネスの嫁よめになって子を産む──みたいな事を言っていたが、あれは少なくともハンネに限って言えば本気だったのだろう。あるいは既すでに肉体関係にあるのかも。

　そして──

（まさか……ダグラス先生に……愛して貰もらう為に……？）

　ケネスに女として見て貰える様に、女として愛して貰える様に、よりその寵ちよう愛あいを得る為に、ケネスと同じ現世人の姿になろうとしているのか。

　異様な事の様にも思える。

　だが──それは年とし頃ごろの娘が想い人の好みに合わせようとして化け粧しようをし着き飾かざる事と何が違ちがうのかと問われれば、ユーフェミアには答えられない。

　いずれにせよ……

「……善よい人なのだな、ダグラス先生は」

「はい。とても」

　と頷くハンネ。

　ユーフェミアも主治医として接して貰っていた経験があるので、ケネスの為人ひととなりは大まかに理解していた積もりだった。だが、あくまで彼は医者として患かん者じやであるユーフェミアに接していた事から、彼本来の人格にまでは理解が及およんでいなかった。

　だからこそケネスが罪人として棄界ゲヘナ送りになった事、違い法ほうな堕だ胎たい処置やら何やら、闇やみ医者としての顔を持っていた事を知って、ユーフェミアは彼に対する信しん頼らいが揺らぐ様な気持ちを覚えていたのだ。

　ケネスが言う様に、きれい事だけでは救われない者も居るという事か。

　だから──

「……ユーフェミア？」

　気がつけば、いつの間にか脇わきに来ていたマルテが、顔を覗のぞき込む様にして声を掛かけてくる。

「どうしたの？」

「……ああ。いや。何でもない」

　ユーフェミアは笑顔を取り繕つくろってそう言った。

　その時──

「──おや。お嬢じようさん、ユーフェミア・ワディンガム？」

　何ど処こかからかう様な声が投げかけられる。

　振ふり向くとそこに、肥満気味で顔色の悪い男が立っていた。

　ラウ・カーフェイ。十二人の罪人の一人。

「イオリ・ウィンウッドと一いつ緒しよに出て行ったんじゃなかったのか？　ああ、それとも」

　ラウはにたりと笑いながらこう続けた。

「親父さんの事件の真相を知りたくて、仲なか違たがいして戻もどってきたか？」

「……あなたは」

　眉まゆをひそめてラウを睨にらみ据すえるユーフェミア。

　確かにケネスにその話をした時にはラウも居たが──

「先生はあれで中々、義ぎ理り堅がたいからなぁ。約束したなら喋しやべらねえだろうよ」

　ラウはユーフェミアの目の前まで歩いてきて、わざわざ身体を傾かたむけ、首を傾かしげながら、彼女の眼を斜ななめ下から覗き込んでくる。落ちくぼんだ眼下の奥、切れ込みの様な瞼まぶたの下で、奇き妙みように炯けい々けいと光る瞳がユーフェミアを見つめていた。

「だが俺は別だわな。俺は何も約束はしてねえしな？」

「……あなたが？　知っているのか？　でも何な故ぜ──」

「ま、疑うなら無理にとは言わないが。俺も人から聞いた話だしな？」

　肩かたを竦すくめて首を振るラウ。いちいち大おお仰ぎように芝しば居いがかったその仕草は、正直、ユーフェミアとしては小こ馬ば鹿かにされている様で、勘かんに障さわるのだが──

「ハンネ、マルテ」

　束の間考えてから──棄界人ゲヘナント姉妹に向けてユーフェミアは告げた。

「すまないが先に診しん療りよう所じよに帰っていてくれ」










　　　第三章　悔かい悛しゆん秘ひ蹟せき







　荒あらい息をつきながら──脱だつ力りよくしたハンネはベッドに身を沈しずめる。

　一糸まとわぬ姿でありながら、ただ一つ、生まれた時には身に帯びていなかった奴ど隷れいの首輪が、微かすかに音を立てた。

「…………」

　肌はだは自分でもそれとわかる程に上気して赤みを帯び、激しい行こう為いの余よ韻いんがそこかしこに燻くすぶっている。初めて男女の営いとなみを経験したのはケネスのところに来てからで、まだ半年前の事だったが、回を重ねる毎ごとに身体からだが馴な染じみ、得られる快楽とそれに伴ともなう満足は大きくなっている様だった。

「先生……」

　ハンネはベッドの端はしに腰こしかけているケネスの背中に声をかける。

　棄界人ゲヘナントと異なり、尻尾しつぽの無いその後ろ姿。

　最初は奇き異いにも思えたものだが、ケネスと肌を重ねる様になってからは、むしろ尻尾など無い方が美しいのではないかとさえ、思う様になった。

「どうかなさったんですか……？」

　今日のケネスは無言で、しかしいつにもまして激しくハンネを抱だいてきた。ハンネも声を全て押し殺す事が出来ず、隣となりの部屋で眠ねむっているマルテが起きてこないかと心配になった程である。

「ああ……いや。すまないね」

　とハンネに背中を向けたままケネスは言った。

「少し乱暴だったかな」

「いえ……」

「なんというか…………」

　ケネスは──しばらく言葉を探していた様だったが。

「イオリ・ウィンウッドと、あの娘むすめ──タビタ、だったか、あの二人が実に仲なか睦むつまじい感じだったのでね。あてられたというか」

「…………」

　まるで言い訳をするかの様な口調だと、ハンネは思った。

　ハンネが知る限り、タビタとイオリはまだ恋こい人びと同士とは言えない状態だ。少なくともイオリはタビタに手を出していない様だし、一いつ緒しよにいるユーフェミアも何やら奇き妙みような関係の様であるし。そもそもタビタは男女の営みについてよく知らない様にも思える。

　ともあれ──

「先生。私、幸せです」

　ふと脳のう裏りに浮うかんだ言葉をハンネはそのまま口にした。

「……ハンネ？」

　ケネスはそこで初めて肩かた越ごしにハンネを振り返ってくる。

　彼の顔に戸と惑まどいの表情があるのに気付いて──ハンネは微笑して言い重ねた。

「先生のものになれて幸せです」

「…………」

　ケネスは──どう応じるべきか迷ったのだろう。曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

「先生に沢たく山さん、沢山、うれしい事を教えてもらいました。美お味いしいお料理の作り方も。皆みなに役立つお薬の作り方も。女としての悦よろこびも」

　どれもケネスのところに来て初めて知った。

　役立たずとして、他の兄弟姉妹に比べて優すぐれた所が無いとして、売られた自分が──親に喜んでもらえなかった自分が、誰だれかを喜ばせる為ためのやり方を幾いくつも幾つも教わった。誰かを喜ばせる事の出来る喜びを初めて実感として知った。

　自分はこの為に生まれてきたのだと、自然に感じた。

　奴隷となってケネスの許もとに来られた事を、心の底から幸運だと思ったのだ。

　だから──

「だから先生……どうか……ずっと私を、私とマルテを、お傍そばに置いてください。いつまでも私達を先生のものでいさせてください」

　そう言って身を起こしながら──ハンネは自分の首輪に触ふれた。

　これは証あかしであり絆きずなだ。自分とマルテがケネスのものであるという事の。

「──ハンネ、君は」

「私は……先生のお傍でなければ生きていけません……マルテも同じです……」

　今いま更さら、何も知らなかった頃ころには戻もどれない。

　幸せを知ってしまったのだから、自分の生まれてきた意味を知ってしまったのだから、それを手放せない。手放してしまえば、生きてはいけない。あの何も知らなかった愚ぐ鈍どんな日々には戻れない。だから……

「先生──」

「……ああ。勿もち論ろんだとも」

　ケネスは微び苦く笑しようを浮かべると、再びハンネから視線を外して言った。

「……主体性が無いとね、昔から、よく言われたよ」

「……先生？」

　それは一体どういう意味か。

「全体的に欲よつ求きゆうが薄うすいというか。何をするにも他人に言われて……で。求められれば断れない性しよう分ぶんでね。現世に──天界に居た時から。お陰かげで天界の法じゃやってはいけない事まで、求められるがままにやってしまって……此こ処こに送られてきた」

　どこか自じ嘲ちようめいた口調で言うケネス。

　ケネスが罪人として棄界ゲヘナに送られてきたという事はハンネも知っていたが、どういう罪を犯したのか、どういう経けい緯いだったのかまでは、知らなかった。知らなくても何ら不都合は無かったし、ケネスも殊こと更さらにその種の話をしようとはしなかったのだ。

　なのに何な故ぜ、今そんな話をする気になったのか。

　漠ばく然ぜんたる不安がふとハンネの脳裏を過よぎる。

　天界。現世。もう二度とは戻れない筈はずのケネスの──故郷。

「まあでも……言われるまでもないよ。ハンネもマルテも私の大切な奴モ隷ノだからね。手放したりしないさ」

「……はい」

　胸の内に生じた微かな不安を、微笑を浮かべる事で塗ぬりつぶして、ハンネは頷うなずいた。




　　　　　　　●




　黙もく然ぜんと──帆ほ柱ばしらの向こうに広がる夜空を眺ながめる。

　満天の星の中に現世とは色と大きさの違ちがう月が一つ。此処が棄界ゲヘナだとはっきり意識するのは実のところ、昼間よりも夜間の方が顕けん著ちよだった。空に蓋ふたをするかの様な月は、油断しているとそのまま地上に落ちてきそうな印象が在ある。

「…………」

　陸上帆艇ランドヨツトの上で寝ね転ころびながら、イオリは今後の対応を決めあぐねていた。

　既すでにイオリは、タビタという王族の末まつ裔えいを確保している。

　本来ならば、そのままジンデル王国に大手を振って帰き還かんすれば良いだけの話である。

　予あらかじめ決められていた場所へと移動すれば──正確には方位磁じ石しやくの如ごとく指輪の示す方角へと延々移動していれば、現世の聖約宮テスタメントが自動的にイオリ達の反応を拾って『引き上げ』を開始する様になっているという。実際、アータートンの街に寄ったのも、物資の補給、道具の調達が出来そうで、なおかつ、指輪の示す方角に在る街だったからだ。

　だが此処に一つ問題が在る。

　イオリ達を送り込んだジンデル王国の重臣達は、元々何らかの罪を犯して囚とらわれた者達を信用していない。だからこそ十二人の罪人が事前に結けつ託たくしないようにとお互たがいを会わせはしなかったし、現世との命いのち綱づなとも言うべき指輪も人数分しか与あたえていない。

　王族の末裔を連れ帰るなら誰か一人は──それが生きてであれ死んでであれ、棄界ゲヘナに残らねばならない。

　要するに重臣達は、イオリ達を競わせる積もりなのだ。

　そうせねば十二人の罪人は必死にならない。下へ手たをすれば重臣達を謀たばかろうとするかもしれない。そんな風に考えているのだろう。

　いかにもジンデル王国の貴族達が考えそうな事である。

　だが……現実問題として指輪の数が十二と決まっているのならば、タビタをジンデル王国に連れ帰るには、イオリは誰か一人から指輪を奪うばわねばならない。

　それをイオリは当初、ケネスかラウと定めていた訳だが──自分の主治医だったケネスに恩義を感じているらしいユーフェミアはこれに反対した。ケネスは勿論、彼の仲間であるラウから奪う事にも難色を示したのだ。

　勿論、イオリがケネスに対して、ヴィンセント・ワディンガム殺害事件の詳しよう細さいを語らぬ様にと釘くぎを刺さした事も、彼女の反発を招いた理由の一つだろう。ユーフェミアは、むしろどうして自分から指輪を奪う積もりがないのかとすら問うてきて──

「……そんな事出来る筈が無いだろうが」

　イオリは夜空を睨にらみながら呻うめく様に言った。

「それこそ……皆も、隊長も、無む駄だ死じにだ」

　だがその事をユーフェミアに説明は出来ない。

　すればあの生き真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうの娘がどう思うか分かったものではない──いや、概おおむね想像がつくからこそ教えられない。

　ユーフェミアとは路上で別れて以来、顔を合わせていない。タビタに謝るよう勧すすめられて一応は捜さがしたのだが、何ど処こにも見当たらなかったのだ。ケネスの診療所を覗のぞきもしたが、やはり居る様子は無かった。

「ケネス・ダグラスはともかくラウ・カーフェイからなら……」

　ユーフェミアにとって恩人はケネスだけだろう。

　ラウから指輪を奪うというのなら、ケネスから奪う必要は無い。

　ならばケネスを自分達の仲間に引き入れてラウから指輪を奪う手伝いをさせるか。

　それともケネスにも一切話をせず、ただ、ラウから指輪を奪ってそのまま逃にげるか。

　いずれにせよ、ケネスもラウもタビタが件くだんの捜すべき相手、王族の末裔だと知らない内に手を打たねばならない。もしケネスやラウがタビタの事を知れば、当然、今のイオリと同じ事を考えるだろう。そして元々仲間として動いていたケネスとラウは、結託してイオリかユーフェミアから指輪を奪おうとする可能性が高い。

（だとしたらユーフェミアだろうな、狙ねらわれるのは……）

　ケネスやラウがよくイオリ達を観察していれば、タビタがイオリに懐なついているのはすぐに分かる。タビタを連れて行くのが目的である以上、イオリを排はい除じよするのは面めん倒どうが増える筈だ。ならばユーフェミアから──と考えるのが自然だ。

（だがそれは駄だ目めだ。絶対にさせない）

　イオリがぼんやりと夜空を眺めながらそんな事を考えていると──

「……ん？」

　ふと夜空から月と星が消えた。

　いや。違う。イオリと夜空の間を何かが遮さえぎったのだ。

「──タビタ？」

「……ん」

　棄界人ゲヘナントの少女が横から身を乗り出してイオリの顔を見下ろしているのだ。

　タビタはそれからイオリの上に躊ちゆう躇ちよ無く乗ってくる。月明かりを背にしているのでその姿はイオリの眼から見て影かげに覆おおわれているが、今の彼女が何も身に付けていないのはその輪りん郭かくから分かった。

「何やってるんだお前は……夜よ這ばいでもする積もりか」

　こんな所をまたユーフェミアに見つかったらうるさい──と思って苦笑しながら言うイオリであったが。

「ん。夜這いする」

　とタビタは普ふ通つうに肯こう定ていしてきた。

「そうか、それなら──いやちょっと待て」

「ぬ？」

「いや、お前、夜這いの意味分かってるか？」

「分かってる。イオリの子供産む為にする事」

「おい、タビタ、だから──」

「…………」

　イオリの上にまたがったまま静かに見つめてくるタビタ。

　その顔は薄うす闇やみの中でもやはり無表情なままだが──ほんの僅わずかながらも上気しているのはイオリにも分かった。僅かながら呼吸が速い。興奮、いや、緊きん張ちようしているのかこれは。

　だが──

「…………」

　タビタは動かない。

　どうやら、ここから何をどうしてよいのかが、分からないらしい。やはり『嫁よめになる』だの『イオリの子を産む』だの言っていても、実際の具体的な行こう為いについては何も知識が無いらしい。当然と言えば当然だが。

　ただ──今夜のタビタは、今までとは明らかに様子が違う。

　それこそ、昔、ユーフェミアがイオリと結けつ婚こんする、と無む邪じや気きに言っていたのと同様……タビタの『イオリの子を産む』は具体的な過程の想像を伴ともなわないものだったのだろう。

　だからタビタのイオリに対する気持ちは基本、恋こいだの愛だのとは似て非なるものだった様に思う。

　だが改めてハンネやマルテと出会い、何かタビタの中で気持ちに変化が生まれてきたのかもしれなかった。二人はケネスにとって助手であると同時に奴ど隷れいだ。ケネスがどちらかに、あるいは両方に手を付けていても不思議は無い。

　しかし……

「イオリ。タビタと子作りしないのは、ユーフェミアが居るから？」

　ふとそんな事をタビタは聞いてきた。

「…………お前」

　何を言い出すのか。

　確かにユーフェミアの眼があるところでタビタを抱だくなどという真ま似ねは出来る筈も無いのだが、そもそもイオリがタビタに手を出さないのはそれだけが理由でもない。

「イオリ──」

　イオリが驚おどろいて言葉も出せずに居ると、タビタは眼を伏ふせて──耳も伏せて、尻尾しつぽも力なくイオリの脚あしに沿わせたままで、言った。

「ユーフェミアの事ずっと考えてる」

「……あいつに謝れって言ったのはタビタだろ」

「タビタ確かに言った。でも…………」

　そこでタビタが言い淀よどむ。

　自分の中に在る色々な感情を持てあましているのだろう。それを説明したくても上う手まい言葉が見つからないのだ。

「俺が考えてるのはタビタ、お前を約束通り天界に連れて行く事だ。だがユーフェミアが下手を打てばそれが出来なくなる。だから──」

「…………」

　タビタは、分かっている、とでも言うかの様にぱたりと一度尻尾でイオリの脚を打つ。

　そのまましばらく彼女は何事か考えていた様だったが──

「イオリ。イオリは──イオリも、耳とか尻尾、ない方がいい？」

「…………!?」

　驚きながらもイオリはすぐに悟さとった。

　ハンネだ。

　彼女がケネスを慕したっているのは少し見ていればすぐに分かる。同じ棄界人ゲヘナントの少女として、現世人を慕うハンネを見て、タビタは不安になったのかもしれない。ハンネが耳を落としたのは少しでも現世人の容姿に似せる為ためだ。つまり──

「馬ば鹿かを言うな。好みは人それぞれだとは思うが、俺はお前に以前、言ったよな。立派な美人さんだって。あれは口から出で任まかせでも何でもない。それとも俺が噓うそを言ったとでも思ったか？」

「…………」

　首を横に振ふるタビタ。

　相変わらず無表情な筈はずの彼女が、しかし何処か不安げにも見える。

「大体、お前の親父さんは現世人の母親に、棄界人ゲヘナントの仮装でもさせて娶めとったのか？」

「…………」

　思ってもみなかった事を言われたのだろう。タビタは眼を瞬しばたたかせる。

「確かに俺達の姿形は多少違ちがうがな。美び醜しゆうなんて人それぞれの捉え方だし、時代や場所でも変わるんだよ。肩かた書がきですらな」

　人間は肩書きや名札レツテルによって見るモノへの印象が影えい響きようを受ける。先に『これは醜みにくいものだ』と散さん々ざん周囲に言われていれば、そこに美しさを見つけるよりも、醜さを捜す様になってしまう。

　つけられた名前、つけられた肩書き、つけられた評価、そういったものはあくまで自分の理解や判断の助けになる程度のものでしかない。だが集団での営いとなみを基本とする人間は、自分が集団の中から浮ういてしまう事を恐おそれる。

　だから自分に言い聞かせる。『醜いという評価の札が貼はられているこれは、醜いものなのだ』『皆みなが醜いと言っているので、これは醜いのだ』と。自覚すら欠いたそういう行為の繰くり返し──その先に美醜の基準が出来上がる事も在るのだろう。

　だが……

「そういう肩書きや周囲の評価なんて関係なく、誰だれかを自分自身の判断で好きになったり高く評価したり……そういう事が出来る人達がいた」

　ヴィンセント・ワディンガム。

　ユーフェミア・ワディンガム。

　王国の貴族でありながら、難民出身、異民族出身の者達を積極的に部下に迎むかえ入れ、あるいは友人として他と分け隔へだてなく付き合った。付き合ってくれているのだと思った。だからこそイオリはヴィンセント・ワディンガムに部隊ごと『売られた』時には激げき怒どしたし、『裏切られた』事に心底傷ついたのだ。

「……ユーフェミア？」

「本当、お前は察しが良いよな」

　と苦笑するイオリ。

「まあとにかく。妙みような事は考えるな。お前が自分の希望として現世人みたいになりたい、そっちの方が美しいと思うから、耳や尻尾を落とすってんならそれは止めないが。俺の好みに合わせようとかそんな理由でなら止やめとけ」

「……イオリ、タビタと子作り出来る？」

「結局、そこか？　……出来るか出来ないかってんなら出来るよ。まあ、その、今もお前の下でそういう状態になってたりするが」

　裸はだかの美しい少女がまたがっている訳だから、標準的な嗜し好こうの健康な若者としてはそういう状態にならざるを得ない訳で。

「……？」

　やはり子作りが具体的にどういう行為なのかはよく分かっていなかったらしく、タビタは尻しりの下にイオリの男性自身を敷しきながら──硬かたくなっているのも気がついているであろうに、不思議そうに首を傾かしげる。

　イオリは苦笑しながら──

「だけど今はその時じゃない。お前も言っていただろうが。天界に行ってそれから俺の子を産むんだって。これから天界に行くにあたって、身み重おもじゃ何かと大変だ。お前も俺の全てを知ってる訳でもないだろう？　ひょっとしたら、今後、俺に幻げん滅めつしたり、俺を憎にくんだり恨うらんだりするようになったりするかもしれないし──」

　ユーフェミアの様に。

「俺よりも『こいつの子を産みたい』って相手が出てくるかもしれない。だから、急ぐな。俺は待てるから、お前もじっくり考えろ。瞬しゆん間かん的な激情で突つっ走ぱしると──周りが見えてない事も多いからな、後々、後こう悔かいするぞ」

　ヴィンセント・ワディンガムを事情も聞かずに殺したイオリの様に。

　勿もち論ろん、事情を知っていたとしても、あの男を許す事は出来なかったかもしれないが、それでも違う未来は──ヴィンセントは死なず、ユーフェミアも笑顔を失わない、そんな未来も在ったのかもしれないとイオリは思う。

「……よく分からない」

「そうか」

「でもイオリがそう言うなら」

「だから俺が言うからじゃないって。自分で考えろ」

「……ぬう」

　眉まゆを寄せて唸うなるタビタ。彼女は頭が良い娘むすめだが、それでも慣れない抽ちゆう象しよう的な表現だけではやはり理解にも限界があるのかもしれない。

　かといってヴィンセント・ワディンガムの一件──その背景事情を語るのも憚はばかられる。

　本当にあれは誰にとっても嬉うれしくもなければ楽しくもない話だ。

「イオリがタビタの事、嫌きらいじゃなければ、それでいい」

「……それについては保証する。嫌いじゃないし醜いとも思ってない」

「ならいい」

　そう言ってタビタは、イオリの上に覆おおい被かぶさる様にして横になる。そのままイオリの首に手を回し、太ふと股ももに脚を回してしがみつく様にして──

「いやだから……タビタ？　タビタさん？」

「…………」

　そのまますうすうと寝ね息いきを立て始める彼女を見て、イオリは溜ため息いきをつく。

「どんだけ寝付きいいんだよ。というかこの状態で寝るか？」

　不安定だとも思うのだが。

　しかし考えてみれば、タビタの部族の村を見た際、彼等が樹上生活を基本にしていた事を思えば──むしろ樹の枝にしがみつく様にしてうつぶせで眠ねむるのも、タビタらにとっては普ふ通つうの事で、安心する体勢なのかもしれない。

「ユーフェミアに見られたら、また何を言われるやら」

　と呟つぶやくイオリだが。

　結局ユーフェミアは──陸上帆艇ランドヨツトの所に戻もどってはこなかった。
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　アータートンの街は斜しや面めんに造られており、かなり複雑な立体構造をしている。

　元々は火山帯の溶よう岩がんや瓦ガ斯スの噴ふん出しゆつによって生じた大小無数の洞どう窟くつを住居に利用して出来た街であるが──今でも階段状に並んだ建物の多く、特に上層部の建築物は、斜面に食い込む様にしてその洞窟をも構造の一部として利用している。

　つまり自然物を基もとにしてその都度、必要に応じて増改築を繰り返してきたアータートンの街並は、総そう括かつ的な都市計画を基に出来上がったものではない。当然、細部に眼を向ければ混こん沌とんとしており、何ら用をなさない建物と建物の隙すき間まや、袋ふくろ小路こうじも、随ずい所しよに見られる。

　ユーフェミアが座り込んで夜を明かしているのは、そんな狭きよう隘あいな袋小路の一つだった。

　左右には建物の壁かべ、背後には塀へい、深くはないが谷間に身を沈しずめているかの様な圧あつ迫ぱく感がある。だが此こ処こならば他人の眼は無い。アータートンの街の住人もこんな無意味などん詰づまりには、まず入ってこない様だった。

「……私は……」

　頭上の月と星を見上げながらユーフェミアは溜息をつく。

　発作的に居ても立ってもいられなくなる気分が生じてきて、此処から走り出したくもなるが、彼女はそれを必死に堪こらえていた。

「…………ッ」

　かみ締しめた歯の間から呻うめきが漏もれる。

　ラウが語った『ヴィンセント・ワディンガム殺害事件の真実』はユーフェミアを大きく打ちのめしていた。ケネスではなくあの男がどうしてそんなに詳くわしく事情を知っていたのかは分からないが、幾いくつかの点であの事件に通じていなければ出てこない名前が在った以上、でたらめを口にした訳でもないのだろう。

　どうしてそんな事を知っているのか？　それについてはラウは首を振って教えてはくれなかったが──あるいはケネスから以前に聞いていたのかもしれない。

　…………

「そもそもワディンガムのお嬢じようさん？　あんたの病やまい──心臓の病は、ちょっとやそっとの投薬やら手術やらでどうにかなる類たぐいのもんじゃなかった。しかもやたら病気の進行が、つまりは悪化するのが早かったんだとさ。若いからってのもあったんだろうがな。普通の医者なら匙さじを投げる位に、絶望的だった訳さ」

「そ……そんなに？」

「ああ。だが、たった一つだけ方法があった。いや。方法としてはむしろ単純でよ？　心臓が悪いってんなら心臓を別の奴やつの、健康なのと入れ替かえちまえばいいんだよなぁ」

「……え？」

「ああ。そうだよ。勿論、その為にゃ、健康な心臓の持ち主に死んでいただかなくちゃいかん訳でな。それも血液の種類や何やら、出来るだけワディンガムのお嬢さん、あんたに近い身体からだの持ち主に。大手術だから輸血も大量に必要になる。麻ま酔すい、強きよう心しん剤ざい、その他諸もろ々もろ、薬剤も高価なものを用意せざるを得ないし、道具も同様だ。金が──それも貴族とは名ばかりの末まつ端たん騎き士しの家じゃあ、用意するのも難しい様な高額のお金が必要になってくる訳だ」

「…………」

「その為ためにヴィンセント・ワディンガムは自分の部隊の行動予定表を含ふくめた、国境警備隊の機密情報を敵国に売り渡わたし、金を作った。そしてその金でダグラス先生に心臓移植手術を依い頼らいしたって訳だ」

「…………まさか……心臓も……金にあかせて……？」

「いやぁ？　確かに難民から口減らしの子供を買う積もりだったみたいだけどなぁ、最初は。実際にゃ、条件の合う提供者が事前に見つかってた」

「そ、そんな都合良く？」

「元々は輸血用血液の提供を、って事で話が行っていたらしいがね、『彼女』の方から心臓も提供すると。元々『彼女』の方は『彼女』の方で、病で先がなかった状態でよ。このまま無む為いに、何も残せず死ぬ位なら自分の心臓だけでも、御嬢様の命を繫つないで生きてくれればと──さ。『彼女』の病は脳のう腫しゆ瘍ようだったそうだからな、移植手術も出来ねえ──」

「……『彼女』……」

「元々はイオリ・ウィンウッドと同じ部隊に所属していた女で──」

「……チヅル・ノースリヴァ!?」

「おや、知ってたかい、ワディンガムのお嬢さん。まあそうかもな」

「…………」

「後は概おおむね、あんたも御ご存ぞん知じの通りさ。イオリ・ウィンウッドが、あんたのお父上を殺害した。その際にどうやら手術の事も聞かされていた様でな。彼が捕つかまった後、周辺事情の調査に絡からんで、ワディンガム家に関連した金の流れが調べられ、違い法ほうな心臓移植手術の事も官かん吏りの知る所となった……って寸法だな」

「だから……先生も……」

「そうさ。先生も芋いもづる式に捕まっちまった」

　…………

　知ってみれば存外に単純な、しかし何ど処こにも救いのない話だ。

　父は、ありとあらゆる手を尽つくしてユーフェミアを救おうとした。

　だが御お伽とぎ噺ばなしの魔ま法ほうでもあるまいし、何の対価も──犠ぎ牲せいも払はらわずに命を救う事は出来ない。父は部下達全員の命とユーフェミアの命を秤はかりに掛かけて後者をとった。命の価値は全く平等ではない。特にそれを決めるのが特定個人であるならば。父にとってはユーフェミアの命は部下達全員のそれよりも重かったというだけの事だ。

　しかも……

「──チヅル・ノースリヴァ」

　路地裏の闇やみに包まれながら、ユーフェミアは呟く。

「貴女あなたは私の中に今も生きているのか……？」

　ラウがついでの様に語ったところによると……心臓や重要臓器を移植すると、突とつ然ぜん、食べ物の好みが変わったり、知らない筈はずの事を知っていたりする様になる事が在るという。

　脳は神経の集合体だが、神経は末まつ端たんまで含めると身体全体に存在するので──多く神経が集中した臓器を移植すると、意図せずして『脳の一部も一いつ緒しよに移植する』様な状態になる事があるのだとか。その結果としての趣しゆ味み嗜し好こうの変化や、記き憶おくの変化が現れると──

「…………」

　眼を閉じるユーフェミア。

　瞼まぶたの裏の黒い闇が彼女を覆い──そして。

「……イオリ様があれほどに聞くな、知るなとおっしゃいましたのに」

　呆あきれた様な声がそう言ってくる。

　気がつけばユーフェミアは白い虚きよ無むの只ただ中なかに立っていた。

　恐おそらくこれは夢なのだろう……が。

「チヅル・ノースリヴァ？」

「ええ。そう呼ばれていましたね」

　と白い虚無の中で、黒くろ髪かみの娘は苦笑を浮うかべてそう言った。

「もっとも今の私は貴女の一部で、こうして喋しやべっているのも恐らく、チヅル・ノースリヴァ本人ではなくて、ユーフェミア・ワディンガムの中に残った影かげみたいなものなのでしょうけれど」

「貴女は、貴女が、私に心臓をくれたのか？」

　ユーフェミアは感謝と恐きよう怖ふがない交ぜになった声でそう問う。

　彼女が心臓を提供してくれたからこそユーフェミアは生きている。

　だが同時に他人に心臓を提供する為に死ぬなどと、ユーフェミアの感覚からすれば正気の沙さ汰たではない。もしそれが彼女の自発的な意思ではなく、父からの、何らかの強制によるものならば──

「ああ。その事は気になさらずとも良いのです」

　と黒髪の娘は言った。
















「私はもう永くありませんでした。分かっていたのです、その事は。私は──私ではイオリ様と添そい遂とげる事は出来ないと」

「……え？」

「私はイオリ様をお慕したいしておりました。ですが私は治ち療りよう不可能な病に罹かかっていて、そのままでも後一年と生きてはいられませんでした。御嬢様に心臓を提供しなかったとしても、寝たきりのまま、腕うで一本動かせないまま、三ヶ月か四ヶ月、生き延びただけでしょう」

「…………」

　ユーフェミアは言葉に詰まった。チヅルが車くるま椅い子すに乗っているのは見た事があるが、実際には病状が進行してもう身を起こす事すら出来なくなっていたという事か。

「まさか御お兄にい様さままで隊長のせいで殺されてしまっていたとは、思いませんでしたけれど。でももう私自身が死んでしまっているからか、その事を今いま更さら、恨うらみには思いません」

　黒髪の娘むすめの口調は淡たん々たんとしていて、それが夢や幻まぼろしであるからかもしれないが、確かに憎ぞう悪おや憤ふん怒ぬはそこから感じ取る事が出来ない。

「私は貴女に心臓を提供する事で、貴女の中に生きて、貴女の身体を使ってイオリ様と添い遂げる事が出来るのではないかと思ったのですよ。貴女がイオリ様の事を慕っておられたのも、仲間内では皆みな知っておりましたので」

「そ……それは……」

「言ってしまえば私は貴女を利用したのです。貴女に私の望みを肩かた代がわりさせたと言っても良いでしょう。だから心臓はその対価と思ってくださいましな。亡ぼう霊れいの言う事など、信じられないかもしれませんけれど」

　そう言って黒髪の娘は曖あい昧まいに笑う。

「し……しかし……」

「だからこそ貴女に死んで貰もらっては困りますし、事の顚てん末まつを知って欲しくはなかったのです。貴女は生き真ま面じ目めな方ですから、全てを知ればイオリ様と添い遂げようなどとは思わなかったでしょう？」

「……だが、知らねば私はイオリ兄様を……」

　父の仇かたきとして追うばかりで。

「本気でイオリ様を討とうとは思っていなかったでしょう？」

「そ、それは」

　確かにここしばらくはイオリ達の仲間の様に行動していた訳だが。

「むしろイオリ様に突つっかかって、突っかかって、挙げ句に負けて、イオリ様に……無理矢理、純潔を奪うばわれる事を心の片かた隅すみで願っていた」

　チヅルは──チヅルの『影』はユーフェミアの顔を覗のぞき込む様にして笑った。

　噓うそは許さない。全てお見通しだ。とでも言うかの様に。

「ば、馬ば鹿かな、そんな──」

「そうすれば自分は父親の仇に懸け想そうする親不孝な娘だと思わずに済む、形だけでも結ばれれば、イオリ様の女になれば、後は時間が解決してくれるのではないか──と」

「ち、違ちが──」

「けれどイオリ様は貴女をまともに相手にはしなかった。イオリ様は隊長が貴女を生かす為に、貴女を救う為に、部下を売ったのだという事を知ってしまった。自分達を裏切った隊長を許せはしなかったけれど、だからといって貴女まで死んでしまったら、本当に私も、御兄様達も、無む駄だ死じにでしかない……」

　チヅルの姿をした残像はそう言って溜ため息いきをついた。

「だからイオリ様は剣けんを手に突っかかってくる貴女と本気で戦おうという積もりは無い。当然、貴女を倒たおしてその勢いで純潔を奪うなどという事もしない。タビタという少女がイオリ様の傍そばに居るから」

「…………し、知った風な事を」

　喘あえぐ様にそう言葉を絞しぼり出すユーフェミアだが──

「知っていますとも。私は貴女ですから。今は」

　実際──ラウの言葉が正しいのなら、今のチヅルに言葉を編み上げられる様な脳は無い。思考している様に見えてもそれは、ユーフェミアの脳に間借りしたチヅルの残像がユーフェミアの脳を使って喋っているだけだ。言ってみればユーフェミアは、チヅルの真似をするもう一人の自分と喋っている事になる──

「生きてくださいね、御お嬢じよう様さま」

　とチヅルの残像は言った。

「貴女のせいで多くの者が死にました。貴女を生かす為に少なくない人間が死にました。それはもうどうしようもない事実です。だからといって、罪の意識に苛さいなまれて自ら命を絶つ様な、愚おろかな真似はなさらぬよう。それは──それこそ死者への冒ぼう瀆とくです。貴女は生きねばならない。代わりに死んだ者達の為に、どれだけ苦しくても、どれだけ辛つらくても、どれだけ穢けがれ果てても。それが貴女に出来る、私達への贖あがない」

「そ、そんな事──そんな勝手な」

「勝手なんですよ。誰だれだって」

　と、チヅルはむしろ朗ほがらかに笑いながら言った。

「誰だって誰かに何かを背負わせている。誰かに自分の何かを了りよう承しようも得ないまま肩代わりさせている。親は子に。子は親に。女は男に。男は女に。老人は若者に。若者は老人に。貴族は平民に。平民は貴族に。責任を。希望を。罪を。夢を。未来を。昨日を。生きるという事は、誰かの何かを奪って、代わりにその誰かの何かを押しつけられる事ですよ」

　糧かてとなる他者を喰くって、生き物は明日に繫つながる今を生きる。

　生きて次に繫がる誰かを養い、あるいは糧となって──永遠に続けられる手て渡わたしの連れん鎖さ。

「貴女の責任は生きるという事。私の希望を言わせて貰えば、イオリ様の傍で生きるという事、イオリ様と共に生きるという事、その為ために出来る事の全てをする事」

「…………」

「どうか、どうか御嬢様、生きてくださいましね。貪どん欲よくに。自分の望みに正直に」

　そう言ってチヅルの姿が消えていく。

　白い白い虚無の中に全ては溶とけて──

　…………

「…………」

　気がつけば瞬まばたきをしてユーフェミアは夜空を見上げていた。

「私は……そんな事を言われても、私は…………！」

　脳のう裏りを過よぎるイオリ・ウィンウッドの顔。

　ユーフェミアはどうにもじっとしていられず、自分の膝ひざ頭がしらに額を擦こすり付けながら、ただただ唸うなり続ける。

　そこに──

「……ユーフェミア・ワディンガム」

「──!?」

　自分の名を呼ぶ声に跳はね起きるユーフェミア。

　こんな夜中に誰が？　──だがその疑問は一いつ瞬しゆんで解けた。

「ケネス・ダグラス……先生……」

　見ればそのすぐ後ろにはラウの姿もあった。

「捜さがしましたよ。こんな所に居るとは。少し話があるんですが、いいでしょうか？」

　ユーフェミアの胸にチヅルの心臓を埋うめ込んだ男は、穏おだやかな口調でそう言ってきた。




　　　　　　　●




「──イオリ！」

　潑はつ剌らつとした声にイオリは瞼を開ける。

　蒼あおい──夜と異なり現世と何ら変わりない朝の空が、先まず眼に映った。

　そして視界の端はしに空の蒼よりも濃こい色の柔やわらかなものが見える。それがイオリの身体からだに抱だき付いたまま──イオリの胸に顔を埋うずめる様にして眠ねむっているタビタの髪かみだというのはすぐに理解出来た。

　そして……次の瞬しゆん間かん、ぐらりと陸上帆艇ランドヨツトが揺ゆれた。

「イオリ！」

　昨晩のタビタと同様に、しかしこちらははっきりと明朗闊かつ達たつな笑みを浮かべた棄界人ゲヘナントの少女がひょいと顔を覗かせる。横たわったままのイオリとタビタを、横手から飛び乗ってきたマルテが眺ながめているのだった。

「朝だよイオリ！」

　一応この少女はケネス・ダグラスの奴ど隷れい、という立場ではある訳だが……ケネスがそもそも奴隷として棄界人ゲヘナントの姉妹を躾しつけたり扱あつかったりしていない事から、幼いマルテは──無む邪じや気きなままで、割と傍ぼう若じやく無ぶ人じんである。

「朝ご飯食べにおいで──よ？」

　と言いながら、昨日の朝と同様にイオリの上に更さらに飛び乗ろうとして……その動きを止めるマルテ。どうやらイオリの上に乗っかっているのがタビタであると気付いたらしい。彼女は身を屈かがめて横手からタビタの顔を覗き込んだ。

「タビタ？」

「マルテ──」

　むくりと身を起こしたタビタは、背中の大剣に手を掛かけて言った。

「イオリはタビタの婿むこ」

「……いや、あのな」

　イオリが声を掛けるもタビタは幼いマルテに大人げもなく身構えながら言った。

「だから子を産むのも胸を揉もまれるのもタビタが先」

「そうなの？」

　と首を傾かしげるマルテ。

「いや、だから後先の問題なのか？　そもそも胸揉んでねえよ！」

「そう。なのでマルテは遠えん慮りよすべき」

「顎あごの下を撫なでて貰うのは？」

「それは……」

　束の間、タビタは首を傾げ、ぱたぱたと尻尾しつぽを振ふっていたが。

「それもタビタが先」

「ずるぅい」

　と頰ほおを膨ふくらませるマルテ。

「いやだから何言ってんだ、お前は」

　身を起こしながらイオリは溜息をつく。

　子作り云うん々ぬんは昨日の晩で一応の決着がついたかと思っていたが、タビタとしてはイオリに遠慮無くじゃれつくマルテがどうにも気になるらしい。人ひと懐なつっこいマルテにしてみれば、ケネスやハンネに対するのと同じで、殊こと更さらに性的な意味は無いのだろうが──

「イオリ。今すぐタビタの顎の下を撫でるべき」

　じっとイオリの眼を見ながらタビタはそんな事を言い出して。

「いや、だから何言ってんんだよ、お前は」

「タビタ、自分で考えて自分で決めた。タビタは何でもイオリの一番になる」

　ぴん、と尻尾を立てて、何やら決然とした様子でタビタは言った。

「……は？」

「一番に子供産んで、一番に胸を揉んで貰って、一番に顎を撫でて貰う」

「それ絶対、順番がおかしい」

　とイオリが指し摘てきすると、タビタは目を丸くしてマルテを振り返り、そして再びイオリの方に向き直る。
















「イオリはマルテが一番？」

「その順番じゃなくてな。というかそれ以前に先ず服を着ろ」

　イオリは昨日夜よ這ばいに来た時のまま全ぜん裸らのタビタの後ろ姿から目を逸そらしながら言った。とりあえず尻尾のお陰かげで一番、気まずい思いをする場所が隠かくれているのが救いと言えば救いなのだが。

「マルテはハンネの次にせんせいの嫁よめになるから！」

　と──イオリとタビタの会話をどう受け止めたのか、何やら得意げにマルテは言う。

「だからイオリの嫁にはならないよ。ごめんね？」

「……だとさ」

　とイオリは苦笑しながら言うが──

「イオリ」

「いや、だからこっち向くなっていうか前隠せ」

「元気出す」

「こっちは必要以上に元気で困って──って、ひょっとして、慰なぐさめてくれてるのか？」

　マルテにイオリが『ふられた』と思って。

「…………」

　タビタは肯こう定ていも否定もしないまま、腕うでを伸のばしてイオリの頭をかき抱いだく。

「ちょっ……おい!?」

　剝むき出しのタビタの胸に顔を押しつけられながら、イオリは彼女を引き剝はがそうとするが、何やらタビタはタビタで全力でイオリの頭を抱いている様で、上う手まくいかない。タビタはイオリを抱きしめながら、両手でイオリの後頭部や背中を労いたわる様に撫でていた。

（……これも本当に慰めるだけの行動なんだろうけども）

　裸はだかになって同じ寝ね床どこに入る、位の事までは知っていても、そこから先は誰も教えてくれなかったし、知る機会も無かったのだろう。イオリとしては安あん堵どすると同時に、これからの事を考えると気が重かったが。タビタの求愛を受け入れるにしても拒こばむにしても、色々と面めん倒どうな場面が予想出来てしまうからだ。

　いずれにせよ──

「──っていうか朝食だって？」

「うん。せんせいが是ぜ非ひどうぞって」

　とイオリの問いにマルテが答える。

　イオリとしては袂たもとを分かった積もりだったので、この誘さそいは意外……というよりも何らかの罠わなではないのかとさえ思ったのだが。

「ユーフェミアも来てるよ」

「…………」

　イオリは眉まゆをひそめる。

　戻もどってこないと思っていたら、どうやら診しん療りよう所じよに泊とまったらしい。

　それ自体は別に構わないが、イオリの居ない場所でもし、ケネスがユーフェミアの要よう請せいに応こたえて、例の手術や事件の一部始終を語っていたとしたら──

「わかった、ごちそうになりにいくよ」

「冷めちゃうから、早く、早く！」

　イオリが承しよう諾だくすると、ひょいと陸上帆艇ランドヨツトの上から飛び降りるマルテ。

　彼女がいきなり降りた事で左右に揺れる陸上帆艇ランドヨツト。その上で、イオリは服の乱れを整えると、タビタに向けて言った。

「行くぞタビタ。っていうか頼たのむから服を着てくれ」

「……ぬ」
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　昨日と同様の朝食風景がそこには在った。

　ジンデル王国式の朝食が並ぶ食しよく卓たく。

　多少の材料は異なるものの、概おおむね同じ食事が、食器が、懐なつかしいとさえ言える形式で並べられている。食堂にいる者の中に、二人──いや三人ばかり棄界人ゲヘナントが混じっている点を除けば、ここが棄界ゲヘナである事を忘れてしまいそうになる光景だった。

　ケネスやハンネの料理の腕……というより、この棄界ゲヘナという絶対流る刑けいの異世界で、現世の食べ物を可能な限りに再現しようとした先人の努力の結果だろう。

「こいつばかりは先せん輩ぱいに感謝だな」

　とラウは言いながら真っ先にパンを貪むさぼり、スープを飲む。

　育ちが悪いのか、それとも別の理由からか──彼の口からはパンくずやスープが頻ひん繁ぱんにこぼれ落ちるのが見えた。

　この手の行ぎよう儀ぎにはうるさいはずのユーフェミアは、しかし俯うつむき気味で──自分の分にはろくに手をつけていない。

（……やはり）

　イオリはユーフェミアの態度が引っかかる。

（ケネスから聞いたのか、あの馬ば鹿か……！）

　自分達の目の届かないところで、ケネスからヴィンセント・ワディンガム殺害事件の背景事情を聞き出したのか。それならば彼女の様子が普ふ通つうでないのも合が点てんがいく。

　そんな事をイオリが考えていると──

「ところで、イオリ・ウィンウッド？」

　ふと手を止めてラウが言った。

「俺達はちとお前さんに頼みたい事があってな。だからこうして来て貰もらった訳だがよ」

「頼みたい事？」

　イオリは未まだ給仕役として食卓の周囲を動き回っているハンネとマルテ姉妹を一いち瞥べつして言った。マルテがワゴンを押し、ハンネが皿をそれぞれの前に置いていく役の様だ。

　ケネスは彼女等がいる場所で『仕事』の話はしないようにしていた。その辺の事はケネスの仲間をしている以上、ラウも心得ていると思っていたのだが──

「とぼけんなよ」

　ラウは引き攣つる様な笑顔を見せて言った。

「とっとと王族を見つけて、このくそったれな世界からおさらばする為ために、お前が協力するかどうかだよ」

「……カーフェイ？」

　こうもはっきりとラウが口にするとは思っていなかったのか、ケネスが少し驚おどろいた様子を示す。だがラウは構わず低い声で笑うと、こう続けてきた。

「こんなケダモノ共の世界にいつまでも長居するもんじゃねえだろ。現世に戻れれば無罪放ほう免めんな上に、金も手に入る。さっさと仕事は片付けちまおうぜ、なあ？」

「…………」

　かちんと音を立てる皿。

　見れば驚きの表情でハンネが立ち竦すくんでいる。皿の上に載のっていたパンが食卓の上に転がり出たのを、慌あわてて彼女が元に戻して、皿ごとワゴンの上に戻した。

「カーフェイ！」

　ケネスが顔をしかめて言う。

　彼の隣となりでは、ハンネと、そしてマルテが明らかに不安げな表情を浮うかべて、食卓につく現世人達の顔を見回していた。

　ケネスが現世に帰るならば、自分達はどうなるのか。連れて行って貰えるのか。それとも──聞いたばかりの話を理解しきれず、混乱しているのだろう。幼いマルテはどちらかといえば、ハンネの動どう揺ようを見て自分も動揺しているだけで、話の内容を詳くわしく理解している様には見えなかったが。

「せんせい、せんせい、どうしたの？　何の話？」

　とマルテが縋すがる様な視線をケネスに向けながらそう問うてくる。

　だがケネスは顔をしかめて黙だまったまま、答えようとはしない。

　そして──

「で、イオリ・ウィンウッド、俺達に協力するのかしないのか、どっちだ？」

　とラウは棄界人ゲヘナント姉妹の動揺などまるで気にした様子もなくそう問い重ねる。

「その話については断った筈はずだ。協力は、しない」

　イオリはタビタの方を一瞥してからそう答えた。

「俺は別に戻れなくてもいい」

「おいおいおいおい？」

　とラウは匙スプーンをイオリに向けながら言った。

「そんなにココが気に入ったってか？　正気か？」

「ダグラス先生から聞いてるかもしれないが、俺はもう現世では全てを失った身でな。家族は勿もち論ろん、親しん戚せきも、友人も、全てだ。戻らねばならない理由は無い」

「だったらなんでこの仕事を引き受けた？　ああ？」

　とラウは殊こと更さらに不思議がる様に首を傾かしげてみせる。いちいち仕草が白々しいというか、芝しば居いがかっているせいか、とにかくこの男は胡う散さん臭くさい印象が拭ぬぐえない。

「断る理由も無かった、ただそれだけだ」

　言ってイオリは自分の前に配はい膳ぜんされた皿を見る。

　焼いたばかりと思おぼしきパンが二つ。先程、ハンネがこぼしたのと同じ皿の様だが、パンは新しいものに交こう換かんされている様だった。恐おそらくハンネが自分の分と取り替かえたのだろう。

「お偉えらいさん達も見る目がねえな」

　とラウは首を振ふって言う。

「ま、イヤだってのを無理強じいしてもしょうがねえんだろうが……」

「──二人共、もう配膳はいいから、食事をとりなさい」

　ケネスは微び妙みような空気を誤ご魔ま化かす様にハンネとマルテにそう命じる。

「……はい」

　姉妹は揃そろって頷うなずいて、それぞれケネスの左右の隣に座った。

　どちらもしかし、納得はしていない様子で、パンを手にとる動きも何ど処こかぎこちない。

「世話になったが、明日には俺達は此こ処こを発たつ」

　イオリは自分もパンを手にとって一口かじり、ケネスの方を見て言った。

「宿と食事の代金は、そのおっさんを助けた事でチャラって事に出来ないか？」

「まあそれもいいがよ？」

　ラウは落ちくぼんだ眼下の奥の、切れ込みの様な眼を更に細めて言った。

「現世に戻る積もりが無いのなら、その指輪は要いらんだろ？　代金としちゃあ、そっちを貰いてえんだよ、俺等はよ」

「あんたら、自分の指輪は在るだろう？」

　僅わずかに──見た目には分からない程度に全身を緊きん張ちようさせながらイオリはそう返す。

　いつ襲おそい掛かかられてもおかしくはないが……

「勿論在るともさ。しかし王族が見つかった時に、その王族を連れ帰る為の指輪が一つ、余分に必要になるだろ。その辺はお前さんも気付いてるよな？　それに──場合によっちゃあ、なくしちまう可能性もある。予備はあるに越こした事はねえんだよ」

「筋は通っているが──」

　とイオリは言って更にパンをかじる。

　その様子を見ていたラウは──匙スプーンで皿の端はしを叩たたきながら言った。

「ま、何にしても、お前に選せん択たく権は最初からねえんだよ」

「……どういう意味だ？」

「どういう意味だろうなあ？」

　とにやにやと笑うラウ。

　どうにも勘かんに障さわる男である。

「おい、カーフェイ」

「カーフェイ！」

　とケネスと、それにユーフェミアが何やら咎とがめる様に席から腰こしを浮かせている。

　まるで二人はラウの言葉の意味が分かっているかの様に。

　ラウはしかし二人には構わず、低い声で笑ってから──言った。

「イオリ・ウィンウッド。お前はこっちに残ればいい。というか残れ。だがお前が連れてるその王族の娘むすめは、俺達が貰うぞ」

「──！」

　愕がく然ぜんと席を立つイオリと、そしてタビタ。

　何故、タビタが王族の末まつ裔えいだという話をラウが知っているのか？

（ユーフェミアが喋しやべったのか!?）

「──ぬっ！」

　タビタは常に傍に置いている大剣──髪かみに魔ま力りよくを注ぎ込んで造り出す奇髪器サムソニアを手に身構えていた。彼女の素早さなら一いつ瞬しゆんで向かいの位置に座るラウの頭に大剣の刃はを叩き込む事も出来る筈だ。

　だが──

「そろそろ効いてきた頃ころだろ？」

　とラウはタビタの大剣などまるで見えていないかの様に、平然と笑いながら言った。

「──！」

　イオリは椅い子すを蹴け倒たおす様にして立ち上がり、同時にタビタが大剣を横よこ薙なぎに払はらう。

　地竜をもさばく事の出来る巨きよ大だいな肉切り包丁が、ラウの頭部に走り──




　──鋼の打ち合う悲鳴が響ひびく。




「ユーフェミア!?」

　驚きの声を上げたのはタビタだった。

　ユーフェミアが立ち上がって抜ばつ剣けんし、タビタの大剣を己の長剣で受け止めたのだ。いや。受け流したと言うべきか。火花を散らしながらタビタの大剣はユーフェミアの長剣の上を滑すべって上方に抜ぬけ、天てん井じように突つき刺ささっていた。

「ぬっ──!?」

　元々使い手の膂りよ力りよくが強いせいか、タビタの大剣は深々と天井に突き刺さってしまい、抜けない。タビタは自分の大剣にぶら下がる様にして体重を掛け、抜こうと試みるが……むしろ彼女の身体からだが浮くだけで抜ける様子は無かった。

　一方──

「ユーフェミア、お前──」

「…………」

　イオリに睨にらまれながらも、改めてユーフェミアは長剣を構える。

「そうそう。頼たのむぜ、ワディンガムのお嬢じようさん。自分で言い出した事だからな？」

　笑いながらラウも立ち上がる。

　ケネスは顔をしかめつつも黙ったままだ。

　マルテは驚き、怯おびえ、ケネスの腕うでにしがみついて──

「──ハンネ!?」

　姉の方を振り返って声を上げる。

　がたんと音を立てて椅子ごとハンネが倒たおれたのは、次の瞬間だった。
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　イオリとは何度も戦った。

　勿論、それはあくまで試合の形式であり、ユーフェミアの剣には薄うすいながらも怪け我が防止の刃は物もの留めが被かぶせられていたし、イオリも致ち命めい的てきな魔ま術じゆつは一切使わず、打だ撃げき技の類たぐいも全て寸止めだったのだが。

　それでもユーフェミアがイオリに勝てた例ためしは、無い。

　正確には……格かく闘とう技ぎ限定というのであれば、何度かイオリに勝った事は在る。だがイオリの本当の強さは魔術と体術の使い分けであり併へい用ようだ。格闘技に限っている時点でイオリは手て枷かせや足枷を塡はめられて戦っている様なものである。

　だからユーフェミアは、本気のイオリと本気の戦いをした事が無い。

　父の仇かたきとしてイオリを追ってこの棄界ゲヘナに来た後ですらも──だが。

「ユーフェミア、お前──」

　イオリが鋼棍ロツドを片手にこちらを睨んでくる。

　怒おこっているのだろう。当然だ。彼にとってはユーフェミアの行動は裏切りに見えていてもおかしくはない。

　だが──

　…………

「──イオリ・ウィンウッドの連れてるあの棄界人ゲヘナントな？　タビタとか言ったか？　ありゃ、現世人との混血で王族の末裔だろ」
















　昨晩、ケネスと共にユーフェミアの所に来たラウは、いきなりそんな事を言ってきた。

「それをダグラスにも、俺にも教えないってのは、つまり、『成果』を独り占じめして現世に戻もどる積もりって事だよなあ？」

「い、いや、それは」

　咄とつ嗟さに腰の剣に伸のびそうになる手を意識的に押さえ込みながら、ユーフェミアは言った。

「私やイオリ・ウィンウッドにも未まだ確信が……いや、それ以前に、貴方あなたは何処でそんな事を知ったのだ!?」

　ユーフェミアもイオリも、あの〈黒こつ奇き団だん〉のアジトで初めて知った事であり、タビタ自身も自覚が無かった様なのだ。ではこの男は何処でその情報を得たのか。〈黒奇団〉のアジトに居た『普ふ通つうの』──つまりは鼠ねずみ憑つきでなかった人間は、三人全員が死んでいる筈だが。それとも普通の人間が三人だけだったという認識そのものが間ま違ちがっていたのか。

「どうでもいいやな、そんな事は」

　とラウは言った。

「手て柄がらを独り占めするかどうかはさておき」

　とケネスが肩かたを竦すくめて続ける。

「彼女を現世に連れて行くとなると、指輪が一つ余計に必要になります。そして此処に指輪持ちの罪人は四人。イオリ・ウィンウッドとしては、確実を期すなら御お嬢じよう様さま、貴女あなたから奪うばうのが一番手っ取り早かった筈はずですが」

「それは──」

　実際、ユーフェミアがイオリに言った事でもある。

「だが自分を親の仇と言って憚はばからない貴女を殺さず、指輪も奪わず、イオリ・ウィンウッドが連れているのは、この先、現世に帰き還かんする為ための場所に至るまでの道行きで、近接戦せん闘とうに長たけた者を身近に置いておいた方が、何かと都合が良いからです。違いますか？」

　イオリは魔術猟りよう兵へいだ。

　普通の魔術兵に比べれば、遥はるかに近接戦闘能力に長けるが、それでも専門職の戦士や剣士、騎き士しといった者達には接近戦では敵かなわない。タビタがその『弱点』を補う事も出来るだろうが、最も守らねばならない王族の末裔を前面に押し出して戦うのは本ほん末まつ転てん倒とうであろうし、何よりイオリが術語詠えい唱しようをしている間、周りを確実に固めるのであれば、最低でも二人は近接戦闘能力に長けた者が必要になる。

　だからケネスの意見は間違ってはいない。

　イオリが本当にそう考えているかどうかはさておき──槍やり鴉がらすとやり合った時の事を思い返せば分かるが、ユーフェミアが彼等と共に行動していれば、そういう利点が生じてくるのは間違いないのだ。

「となると、彼は何ど処こから指輪を調達するか。それは当然、私かカーフェイ氏から、と考えている筈です」

「…………」

　確かにイオリはケネスかラウから指輪を奪う事を考えていた。

　だがイオリはラウの持っているであろう何らかの技能を警けい戒かいしている。

　そしてラウとケネスの仲間意識が強ければ、迂う闊かつにどちらかを襲って指輪を奪うというのも難しくなる。確実で安全なのはラウなりケネスなりから指輪を奪うと決めて、もう一人を自分達の仲間に引き入れる事だが──

「……まさか」

　ユーフェミアは戦せん慄りつを覚えながら言った。

「私に、イオリ・ウィンウッドを……『売れ』と？」

　相手側の人間を自分の側に取り込んでしまうという方法は、当然、ケネス達にも使えるのだ。ユーフェミアを自分達の側に引き入れて、三対一でイオリ・ウィンウッドにあたる。そうしてイオリから指輪を奪って、それをタビタに渡わたし、現世に帰還する──全く鏡映しの様に同じ考え方だ。

　イオリが考えた以上、ケネス達がそう考えるのも当然で──だからこそイオリはユーフェミアにタビタの事を漏もらすなと、くどいくらいに注意していたのだ。

「彼は貴女の父上の仇でしょう？　躊ちゆう躇ちよする理由は無いと思いますが？」

「……それは」

「むしろ仇あだ討うちを手伝ってやろうってんだ」

　とラウが低い笑い声を交えて言ってくる。

「大方、お嬢さん、あんた一人でイオリ・ウィンウッドとあの棄界人ゲヘナントの娘の二人を相手取る事が出来なかったから、仕方なく従ってたんだろう？」

「……それは……いや待て、それはつまり、イオリ・ウィンウッドを殺して指輪を奪うという事か!?」

「我々は指輪とあの王族の末裔の少女さえ手に入れば問題は無いのです。が──彼を生かしておいては、どちらも奪だつ還かんされる可能性が在ります。総合的な生存能力、戦闘能力という意味では、我々の中の誰だれよりも高いでしょう、彼は？　カーフェイ氏は魔術士でも戦士でもないし、私も魔術は使えても知識や術式が医い療りよう関連に特化しています。面と向かって彼を抑おさえ込む事が出来るのは、それこそ、貴女くらいのものですよ、騎士ユーフェミア・ワディンガム？」

「…………」

　やはりケネスの見立ては正しい。

　全くもって腹立たしい程に筋が通っている。ある程度状じよう況きようを限定出来るなら──例えば魔術による攻こう撃げきが非常にやりづらい屋内でなら、ユーフェミアはイオリを圧あつ倒とうする事が可能かもしれない──が。

「なんだ？　不満なのか？　そりゃまたどうして？」

　と何処か嘲あざけりを含ふくんだ口調でラウが問うてくる。

「ひょっとして御嬢様、あんたあれか？　実はもうとっくにイオリ・ウィンウッドに犯やられちまって、情が移ったとかか？」

「ば、馬ば鹿かを言うな!?」

　思わず叫さけび声を上げるユーフェミア。

「御嬢様、お静かに。夜中ですよ。カーフェイ氏も下品な挑ちよう発はつは無用に願います」

「挑発ねえ。的まとを射てると思ったんだがね？」

　とラウは肩を竦めて言った。

「私は……」

　ユーフェミアの父はイオリ達を裏切ったから殺された。自分の部下の命を金に換かえるなどという真ま似ねをした以上、殺されて当然なのだ。しかも自分の身内一人の命を救う為に、自分を信じ切っていた部下を何十人も死なせた──いや殺した。

　命の価値。価値とは何か。

　人がそれを定めるものならば──それは決して均等でなどあり得ない。絶対的な客観性や公平性など、神ならぬ人間の視点である限りは確保するのは無理だろう。

　だが……

「私はイオリ・ウィンウッドをもう憎にくめない。仇を討てない。だが彼が父を殺したのも事実で……私もまた父の罪の一いつ端たんを背負わねばならない身で……」

　どうして良いのか分からない。どうすれば罪を償つぐなえるのかが分からない。

　ただ──此こ処こは棄界ゲヘナ、即すなわち絶対流る刑けいの地。

　罪を犯した者が堕おとされる事で、その罪を償う場所。

　ならば──

（……タビタ……王族の……末まつ裔えい…………）

　もしラウとケネスがタビタを現世に連れて行くというのなら、それは、彼女とイオリを引き離はなすという事だ。

　真まっ直すぐに、何処までも素直に、イオリを慕したう少女。自分が男なら当然に絆ほだされてしまうだろうと思う程、タビタのイオリに対する好意は純じゆん粋すいである。

　だから──

「イオリ・ウィンウッドを殺す事には賛同できない」

　ユーフェミアは重ねてそう告げた。

「だが貴方達の心配も……理解は……出来る。彼が指輪やタビタを取り戻しに来るのがまずいというのなら……それを防止する事が出来れば……彼を殺す必要は無いという事にならないか……？」

「まあそれはそうですが」

　とケネスは肩を竦める。

「それは具体的にはどんな方法で？」

「…………」

　唇くちびるをかみ締しめるユーフェミア。

　自分の中で一つの『未来』が形を取り始めるのを彼女は感じていた。

　美しくはなく、最善でもなく、幸福でもなく、しかし──自分に託たくされた『生きよ』という呪のろいに反しない、恐おそらくは唯ゆい一いつの未来。

　今のユーフェミアには、それが毒々しくも甘やかなものにさえ、見えていた。

　…………

「──ハンネ!?」

　マルテの悲鳴じみた声が聞こえる。

　これは予想外だった。

　最初に打ち合わせした手順では、イオリに睡すい眠みん薬やく入りのパンを食べさせて、昏こん倒とうしたところで指輪を奪う手筈になっていた。もし睡眠薬の効きが遅おそければ、一服盛られたと悟さとったイオリが暴れる可能性が在ったので、その際には格かく闘とう技能を持つユーフェミアが彼を取り押さえる──という予定だったのだ。

　その後は、ユーフェミアがイオリを監かん禁きんし、ケネス達を追えない様にする。

　そうすればイオリを殺す必要が無い。

　それどころか──

（二人で……棄界ゲヘナで生きる事で……罪を償う……）

　元より此処は絶対流刑地だ。罪を償う為の場所だ。

　此処で生きる事そのものが贖しよく罪ざいになるというのなら──チヅルの望みも叶かなえ、父の望みも叶える事が出来る。イオリと二人で生きていく。それが出来るだけ多くの者の望みを拾った上で、筋を通す事の出来る唯一の方法だとユーフェミアは思った。思い詰つめていた。

　だが、先にハンネがパンを皿から落としてしまった際──イオリに配する筈だったパンを彼女が食べてしまった。だから彼女が倒たおれたのだ。

　イオリは睡眠薬入りのパンを食べていない。

　ならば──実力でユーフェミアが彼を押さえるしかない。

　屋内では攻撃魔ま術じゆつは使いづらいし、術語詠唱の暇ひまを与あたえずに畳たたみかければ、イオリは魔術を使う事が出来ない

（……やれる筈だ）

　自分にそう言い聞かせると、ユーフェミアは剣けんを構えながらイオリに向けて一歩踏ふみ出していた。
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　先手はユーフェミアからだった。

　だん！　と音を立てて彼女の右足が床ゆかを打つ。

「──ッ！」

　同時に──刺し突とつの型で迸ほとばしる銀光。

　虚こ仮け威おどしの動きなど一切無い、最短最速の剣撃である。驚おどろくべき速度で放たれたそれは、イオリの右みぎ肩かたを狙ねらっていた。魔術を使うにも格闘を行うにも利きき手は重要だ。その基点ともいうべき右肩を貫つらぬかれては、何をするにも攻撃力は半減すると言っても良い。

　だが──

「…………」

　鋼棍ロツドを使うまでもなくイオリは身をひねってこれを回かい避ひしていた。

　眼で視認して回避出来る様な速度ではなかったが、何度もユーフェミアと仕合った事のあるイオリにしてみれば──彼女の戦い方の癖くせを知っている身からすれば、刺突が来るのは予想の範はん囲い内だ。最速の攻撃ではあるが、来ると分かっていれば避さけるのは難しくない。斬撃と違ちがってただ一点をずらしてしまえば良いのだから。

　しかし……

「──ッ！」

　ユーフェミアは右手を引き戻もどしながら左手で鞘さやを掲かかげる。

　イオリが下方から、ユーフェミアの右手首を狙ってすくい上げる様に放った鋼棍の殴おう打だは鋼鉄製の鞘によって弾はじかれ、あらぬ方向に流れた。

（見切っているのは……お互たがい様か！）

　イオリがユーフェミアの癖を知っている様に、ユーフェミアもまたイオリの癖を知っている。良くも悪くも長い付き合いだ。いちいち思い出す必要すら無い。こうして打ち合えば自然と身体からだが動く。

　騎き士し剣術は楯たてを使う事が基本となるが、ユーフェミアの場合、ひたすら重量負担になる大きな楯でなく、鋼鉄製の鞘を使う事で楯の代わりとする。その動きはむしろ双剣使いの様であり──

「──ッ！」

　直線の動きから一転して旋せん回かいへ。

　横よこ殴なぐりに飛んでくる鞘の一撃。優ゆう秀しゆうな使い手は楯を攻撃にも用いる。いわゆる楯打ちシールド・バツシユだ。この技を使う騎士は、防ぼう御ぎよと攻撃がめまぐるしく入れ替かわる為ため、対応する側にも相当な速度と柔じゆう軟なん性が必要になる。

　イオリは鋼棍を回転させて鞘を受けた。

　鋼はがねと鋼の打ち合う鋭するどい音。

　鞘と棍は互いを弾き、イオリとユーフェミアは姿勢を僅わずかに崩くずしながら同時に後ずさり、距きよ離りをとった。

「……罵ののしらないのか？」

　ユーフェミアは何処か自じ暴ぼう自じ棄きな昏くらい笑みを浮うかべてそう尋たずねてきた。

「裏切り者と。父をそう罵ったのと同様に」

「……やっぱり聞いたのか」

　イオリは顔をしかめながら言う。

「馬鹿だな本当にお前は！」

「黙だまれっ！」

　再度前に出るユーフェミア。同じく前に出るイオリ。

　二人の武器が互いの急所を狙って繰くり出される。

　立て続けに響ひびく鋼の悲鳴。

　棍と剣が空中で何度も激しく打ち合って、文字通りに火花を散らす。

　首。肩。鳩みぞ尾おち。膝ひざ。いずれもまともに攻撃が入ればその瞬しゆん間かんに勝負が決まる。ユーフェミアには剣と楯たてという手数の利があり、イオリには長い鋼棍の間合いの広さの利がある。

　だが厳密に比べればこれは、イオリの不利だった。

　長い鋼棍は屋内においては極きよく端たんにその扱あつかいを制限されるからだ。

　実際──

「くっ……」

　イオリは短く呻うめく。

　ユーフェミアの斬撃を捌さばききれず、その切っ先が彼の頰ほおを、手を、かすめたからだ。

　互いの癖を知り尽つくしている。それは事実だが、それが即そく座ざに対等、互ご角かく、という意味にはならない。武器の種類、状じよう況きよう、その他を考えれば今此処で有利なのはやはりユーフェミアの方だった。

（ユーフェミアの……騎士の剣は本来、護身用だ……）

　騎き馬ばに乗っての突とつ撃げきが本分である騎士にとって、戦場における主力兵器は長大で重量のある騎ラ兵ン槍スである。

　式典参加を主おもな仕事とするジンデル王国の『お飾かざり』の騎士達には、騎兵槍を持っての戦いを経験した事の無い者が大半で──本来は屋内での奇き襲しゆうや槍やりを失った際の護身用として携けい帯たいしていた筈はずの剣を、主武器の様に語る騎士が多いとも聞く。

　だが……騎士にとっての剣は、本来、槍と比ひ較かくして『屋内でもそう不都合無く常時携帯出来て大きな負担にならず、いざという時には瞬間的に使用可能』な武器だ。

　まさに今この瞬間の為に在る様な武器と言える。

　加えてイオリの本分は魔術攻こう撃げきである。

　火か炎えんにしろ電光にしろ毒どく霧むにせよ、その多くは屋内で使えば自分も巻き込まれる可能性が高い上、細かな制せい御ぎよが利かない。剣や拳こぶしと違って寸止めなど出来ない。一点のみを狙う事も出来ない。その種の用よう途とに特化した魔術──アダム戦の時に使った肉体強化や火薬生成等──も無いではないが、いずれにせよ、術語詠えい唱しようの時間を要する上、イオリの『持ち札』を何種類も知っているユーフェミア相手では、迂う闊かつに使おうとすれば、むしろその隙すきを突つかれるだけだ。

　まずい。本当にユーフェミアを制圧する為の手筋が見えない。

　余よ裕ゆうが無い。殺す積もりで掛かからねば、遠からず制圧されるのは自分だ。

　だが──

「ふざけんなよこの馬ば鹿かッ！」

　辛かろうじて棍でユーフェミアの剣を捌きながら──イオリは叫さけんだ。

「相打ち狙いとか、頭悪いにも程があるっ！」

　魔術攻撃は屋内では使い勝手が悪い。だが逆に言えば術語詠唱の最中に斬きり付けられる事や、自分まで巻き込まれるのを覚かく悟ごの上なら使えるという事だ。そしてそういう手をイオリがとれる事を、ユーフェミアも知っている。

　ユーフェミアは……イオリと心しん中じゆうも辞さない覚悟だという事だ。

　頑がん固こで融ゆう通ずうの利かないこの娘むすめが、ヴィンセント・ワディンガム殺害事件の真相を知れば、罪悪感に苛さいなまれた上で、そういう考え方になっても不思議は無い。

　父の仇かたきはとらねばならない。だが父は許されざる裏切りをした。またその卑ひ劣れつな裏切りによって自分は生かされている。他人の命を犠ぎ牲せいにして。その罪を償つぐなう為──イオリと共にこの棄界ゲヘナに留まる、それが出来ないならせめてイオリと共に死ぬ、と。

「何が馬鹿かッ！」

　ユーフェミアは更さらに踏み込んで剣を一いつ閃せんさせる。

　激しい火花と共にイオリの鋼棍の端はしが斬り飛ばされた。

「私がどんな想いで、どんな気持ちで──」

「知るか、馬鹿ッ！」

　イオリは続く刺突を棍で受け流そうとして──しかし。

「──！」

　受けるべき部分が、無い。先のユーフェミアの斬撃で斬り飛ばされた。

　故ゆえに──

「イオリ・ウィンウッドッ！」

　ユーフェミアの剣が──咄とつ嗟さに掲げたイオリの左ひだり掌てのひらに深々と突き刺ささったのは次の瞬間だった。

「ぐっ……」

　当然の痛みがイオリの腕うでを遡さかのぼってくる。

　だが──

「箱入り御お嬢じよう様さまが一人前に剣なんぞ振ふり回して──」

　イオリは左手を前に出す。更に深く深く剣はイオリの掌を貫いて──だが彼の指は鍔つばの部分に絡からみ付いていた。

「──！」

　ユーフェミアが咄嗟に剣を引こうとしても、摑つかまれていて、引けない。

「騎士だなんだって吼ほえても実際に人間を斬った事なんて無いだろ、お前」

　血みどろで、傷つき、傷つけられ、双そう方ほう満まん身しん創そう痍いになりながらも僅きん差さで勝つなどという経験も恐おそらくは無い。

　実際に人間に剣を突き刺せば、筋肉の収縮で抜ぬくのにはひどく力を要する。理り屈くつでは知っていても、人を斬った事の無い剣士はしばしば、初めての実戦で敵の身体から剣を引き抜くのに手間取って、無防備になる事も多い。

　今のユーフェミアがまさにそれだった。

　槍やり鴉がらすを相手の勢いを利用して一撃の下もとに両断した程度では、分からない事だ。

「それを……狙って……!?」

「咄嗟の思いつきだけどな！」

　下へ手たをすれば左手を斬り飛ばされていた可能性もあるのだが。

　イオリはユーフェミアが剣を手放すか否いなかに拘こう泥でいした一瞬で、彼女の脚あしを払はらう。姿勢を崩した彼女の上にのしかかる様にして、イオリはその身体を押さえ込んでいた。

「くっ……」

　屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがめるユーフェミア。

　イオリは棍を手放し、右手で彼女の頭を床に押さえつけた。

　勝負あった。この体勢からユーフェミアが反はん撃げきする方法は無い。武器もイオリに奪うばわれた。イオリはその気になればユーフェミアの首を折るなり、左手の剣を使って斬り付けるなり、いくらでも攻撃する方法がある。

　故に──

「こっ……殺せっ……！」

　眼に涙なみだを浮かべながら叫ぶユーフェミア。

　お馴な染じみの台詞せりふを聞きながら──しかしイオリは忌いま々いましげに言った。

「本当に馬鹿だなお前は。誰だれが殺すか」

「…………」

「お前が何を考えていようと、お前が何をどうしようと、もう死んだ連中は戻ってこないし、隊長のした事も無かった事にはならない。むしろここでお前が死ねば何もかも無む駄だになる。だからお前には──」

　イオリは一瞬、躊ちゆう躇ちよしたが、そのまま胸に浮かんだ言葉を続けた。

「ユーファ、お前には生きていて欲しいんだよ。何ていうか、上う手まく言えないけど、もうお前しか残ってないんだ。隊長も仲間も死んで、俺が──俺にとって大切だったものは、もう……」

「……イオリ…………兄にい様さま…………」

　喘あえぐ様な声でユーフェミアがイオリの名を呼ぶ。

「何もかもお前に押しつける様な形になってるのは分かってるよ」

　イオリは己の顔に自じ嘲ちようの笑みが浮かぶのを感じていた。

　本当に卑ひ怯きようだ。自分は早々に生きる事を諦あきらめていたというのに、ユーフェミアに生きろなどと言えた義理ではない。誰かの生きた意味、誰かの死んだ意味、それを全て自分が背負うのではなく、ユーフェミアに背負わせようとしている。

　だが──それでも。

　生きるとは誰かから何かを奪い、誰かに何かを押しつける事だ。

　綺き麗れいなままで汚よごれる事も無く生きていける者なんて居ない。

「皆みんなが、仲間も、隊長も、自分に出来る事をして、自分の責任で選せん択たくして……必死に生きた証あかしがお前なんだ。だから死んで欲しくないし、生きていて欲しい──出来れば幸せになっていて欲しかったんだ。お前が、俺を憎にくむ事で、全てを俺の責任だとして納得する事で、少なくとも生きていけるというのなら、それでいいと思ったんだよ」

　なのにユーフェミアはイオリを追ってこんな棄界ゲヘナまで来てしまった。

　しかも此こ処こでイオリがユーフェミアの父を殺した一件の真相を知ってしまった。

「穢けがれようが汚れようが生きてくれよ。胸を張って生きてくれ。出来る事なら幸せになってくれ。本当──償いたいってんなら、そうする事で真っ当に生きてくれ」

「…………勝手な………事を…………！」

　ユーフェミアは泣きながら──双そう眸ぼうから幾いく粒つぶもの涙をこぼしながら、吐はき捨てる様にそう言った。
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　イオリがユーフェミアと戦っている──最さ中なか。

　悪あく戦せん苦く闘とうの末に、ようやくタビタは己の大剣を天てん井じようから引き抜く事に成功していた。

　普ふ段だんから王権器レガリアを隠かくすための『鞘さや』として奇髪器サムソニアを使っている彼女は、他の棄界人ゲヘナントの様にこれを出し入れする習慣がない。一いつ旦たん、奇髪器サムソニアを消すなり形を変えるなりすれば簡単に引き抜けると気付くまでに若じやつ干かんの間を要したのは、実に間の抜けた話だった。

　ともあれ──

「イオリ……ユーフェミア……！」

　仲間であった筈の、少なくともタビタにはそう見えていた筈の二人が激しく戦う様は、彼女に激しい動どう揺ようを与あたえていた。口くち喧げん嘩かはしても、本気でイオリにユーフェミアが刃やいばを向けるなど、無いと思っていたのだ。

　しかも──

「──ハンネ!?」

　ケネスが驚おどろきながら彼女の名を呼ぶ声が聞こえた。

　彼は倒たおれたハンネを抱だき起こし、何度も彼女に呼よび掛けている。

　医者であるケネスにはハンネの様子が尋じん常じようではないと、分かるのだろう。タビタの眼から見てもハンネは明らかに苦しみ弱っていた。ただ気を失ったとか、ただ眠ねむ気けに負けたとか、そんな状態ではない。肌はだは青ざめ、ところどころ、苦しいからなのか──獣じゆう身しん化かが生じている。以前見た『真っ当な』……均質な獣じゆう毛もうの発生ではなく、タビタのそれの様に、斑まだらな状態だった。

　明らかに異常な状態だ。

　ラウは『そろそろ効いてきた頃ころ』と言っていた。

　恐らくケネスではなくラウが何か薬をパンに仕込んだのだろう。

　その程度はタビタにも分かった──が。

「マルテ！　四番、いや、六番の棚たなの中身を全部持ってきて！　急いで！」

「は……はい」

　とマルテが慌あわてて食堂から駆かけ出していく。

　そして──

「なんで……なんでこんな!?」

　ハンネを抱だきしめながらケネスは悲鳴じみた声で言った。

「ああ？　いや……失敗失敗」

　とさして気にした様子もなく笑うラウ。

「まさかそいつが喰くっちまうとはなぁ、毒入りパン」

「──毒、だと!?」

　などと今更の様に驚いたところを見ると……ケネスはパンに仕込まれていたのが毒だとは知らなかった様だ。恐らく睡ねむり薬を仕込む、程度にケネスは聞かされていたのだろう。

「ああ、さっき落とした時か。御ご主しゆ人じん様さまのお客様に、食しよく卓たくの上とはいえ、皿の上から一度落としたパンを出せないってんで、自分のと取っ替かえたんだな」

「……つまり」

　ケネスが目を細めて言う。

「ワディンガム嬢じようとの約束に反して、貴方あなたはウィンウッドを殺す積もりだったのか！　なんで──いや、毒、毒だと、それよりも、毒だ、一体、何の──どんな毒だ!?　組成さえわかれば魔ま術じゆつで解げ毒どく剤ざいを直接──」

「さてな？　まあいいじゃねえか、ケダモノ面づらの一いつ匹ぴきや二匹。どうせ奴ど隷れいだろ？　現世に帰る時には捨ててくつもりだったんだろ？　色々手間が省けていいじゃねえか、感謝してもらいたい位だぜ？」

「…………！」

　息を吞のむケネス。

　その様子を眺ながめながら──ラウは引き攣つった様な笑い声を上げた。

「ひっひっひ……ああ、それとも何か、あんたまさか、その棄界人ゲヘナントの奴隷を現世に連れていく積もりだったか？　俺やそこの御お嬢じよう様さま、イオリ・ウィンウッドあたりから指輪を根こそぎ奪って？」

「…………ッ」

　咄嗟に口を開いて──しかし反論しないところを見ると、あるいはケネスの脳のう裏りにそんな案がかすめた事もあったのかもしれない。

　結局、ケネスはラウを責めるよりハンネの容態を確かめるのを優先したのだろう、眼を腕の中の少女に向け、その脈をとり、あるいは瞼まぶたを開いて様子を確かめていた。

「くそっ──脈が……せめて……」

　言いながらケネスは自分の掌をハンネの胸にあてると、術語を唱え始める。

　マルテが薬箱を持ってくるまで、何とかハンネを保もたせようとして何らかの薬剤を合成しているのだろう。

　そして──

「さて、そこのくたばりかけと、先生はおいといて。ケダモノ面のお姫ひめ様さま？」

　ラウはにたにたと笑いながらタビタの方を向いて笑った。

「あんたはこっちに来い。王族の血を引いてるあんたが、大事だ」

「…………」

　タビタは無表情に一歩、ラウの方へと足を踏ふみ出す。

「そうそう、おとなしく従ってりゃ、それなりにいい目にも──」

　得意げに喋しやべるラウの左ひだり肩かたへ、タビタの大剣が食い込んだのは次の瞬しゆん間かんだった。

「うぼぉっ!?」

「…………お前、イオリの敵」

　タビタはそう告げると大剣を引き抜く。

　ラウは支えを失った人形の様にその場にくずおれて──

「…………？」

　ふとタビタは首を傾かしげる。

　手ごたえがおかしい。位置からすれば骨を斬きるなり砕くだくなりした筈はずだが、硬かたいものに刃が当たった感かん触しよくが無いのだ。奇髪器サムソニアの大剣はタビタにとって身体の一部なので、刃が皮を、肉を、骨を断つ感触というのははっきりと感じ取れる。

「ふひひひひひ。それは何をしているのかな、お姫様？」

　平然とラウは身を起こしてそう言ってきた。

　いや。その顔は──元々顔色も悪かったが、今や死者の様に表情が緩ゆるみ、目に光が無い。

　だがそれでもラウは喋る。だらりと力なく開いた口の奥から──……嘲あざけり含ぶくみの声を投げつけてくる。

「…………ぬ」

　空気を抉えぐり抜ぬく一いつ閃せん。

　次の瞬間、横から叩たたき付けられたタビタの大剣が、ラウの頭部を刎はねていた。

　まるで最初からただ載のせてあっただけであるかの様に、軽々と空中に浮うかび上がって、そのまま食卓の上に転がるラウの頭。

　それがまるで──

「──!?」

　ただの革かわ袋ぶくろの様にぺしゃりと潰つぶれるのが見えた。

　解かい剖ぼう学の知識など無いタビタにも、それがどれだけ異常な事かは分かる。

　頭部には頭ず蓋がい骨こつが在る。獣けものだろうが鳥だろうが魚だろうが人だろうが同じだ。骨が内側にある脳を守っている。だから首を刎ねたところで、どれだけ流血したところで、それがただの袋の様に、自重で潰れるなどという事はあり得ない。

　もしそんな事が起こるとすれば、それは最初から中身が皮一枚を残して空っぽだった場合に限る──

「ふひひひひひ」

　頭を失ったラウの胴どう体たいが笑ったのは更さらに次の瞬間だった。

「……!?」

　地竜、塚つか鼠ねずみ、槍やり鴉がらす……この棄界ゲヘナでは現世の常識からすれば怪かい物ぶつとしか呼べない生き物が多々居るが、それらが未まだ可愛く見える程の異常な姿だった。あの地竜ですら頭を落とされれば死んだ。なのにこの男は──

「…………ぬっ！」

　だがタビタは怯ひるんではいなかった。

　彼女は再び飛び出して大剣を──今度は縦に振ふり下ろす。一瞬、天井に切っ先が引っかかったせいか、斬撃が遅おくれたが、それでも充じゆう分ぶんに長さのある彼女の得え物ものは、ラウの喉のどから腹までを縦に切り裂さいていた。

　そして──

「なにっ…………!?」

　愕がく然ぜんとした声をケネスが上げるのが聞こえた。

　まるで花のつぼみが開くかの様に、斬撃の線に従って、左右に開いたラウの胴体……そこには一回り、いや二回り近く小さな、人の姿が在った。

　まるで自身が臓器そのものであるかの様に、朱あか黒ぐろい衣装を帯びた、小男。いや。顔も同色の面を被かぶっているので、その目鼻立ちは見えない。女である可能性も在った。

「き……きぐるみ……!?」

　首を刎ねても何ら痛つう痒ようを感じないのも道理、刎ねられた頭部が布袋の様に自ら潰れるのも道理……最初からこの男の中は空くう洞どうだったのだ。

　だが……一体どうやって、ラウの表情や仕草といった細かい動きまで再現していたのか。

　何やら糸の様なものが小男の両手から伸のびているのは見えるが、してみるとまるで人形を操あやつる様に、各部の筋肉に繫つないだその細糸で革袋状態のラウを操っていたのか。

　正気の沙さ汰たではない。

　この小男は──恐おそらくラウを殺し、その中身を丁てい寧ねいに搔かき出して、着ぐるみに改造し、その中に入っていたのだ。ラウに『成り代わった』のが棄界ゲヘナ送りのその前からなのか、こちらに来てからなのかまでは分からないが。

「………仮かり初そめなれど顕あらわれよ……！」

　仮面の下でぶつぶつと呟つぶやいている小男の声が聞こえた。

　術語詠えい唱しよう。つまりこの男は──タビタやケネスが、『種明かし』で驚いている数秒間の隙すきに、術語詠唱をしていたのだろう。

「──！　危ない伏ふせて！」

　ケネスの叫さけびと同時に──食堂に白い閃せん光こうが溢あふれた。
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　抱き起こされているのは何となく分かった。

　何度となくこの腕うでに抱かれてきたから。役に立たぬ、器量も十人並みと、親に見限られ、口減らしに売られた自分を、拾い上げてくれたこの天使の腕に。

「──ハンネ！」

　だが名を呼ぶケネスの声がひどく遠い。

「せん……せい……」

　未だ声が出るのは奇き跡せきだとハンネは思った。

　既すでに指一本動かせない。どんな毒なのかは知らないが、恐ろしく効き目が早く、致ち命めい的てきだ。恐らく遠からず筋肉どころか内臓も麻ま痺ひして動きを止めるだろう。ケネスの傍そばで各種治ち療りようを見続けてきた結果、ハンネには医療の知識が多少なりともついていた。

「くそっ……あいつ、こんな神経毒を……」

「せんせ……い……お願いが……お願い……します……」

「ハンネ!?」

「……私達を……マルテを……棄すてない……で……」

「──!?」

　ケネスが息を吞む気配が伝わってきた。

「……私達は……貴方のものだから……貴方が私達を……拾ってくださったから……貴方のお傍以外……私達は……生きてはいけない……から……」

　だから心の距きよ離りを少しでも縮められるようにと、似た姿になる事を望んだ。同じ現世人の、天使の姿になれれば、あるいはもっと自分やマルテは彼に愛して貰もらえるのではないかと思って──

「どうか……私達を……」

　いや。自分はもう駄だ目めだ。だから──

「マルテ……を……」

　実の親に棄てられた哀あわれな姉妹の──妹だけでも見捨てないで。

　天界に帰るなどと言わないで欲しい。

　いや。どうしても天界に帰るというのなら、それを避さけては通れないというのなら、せめて妹だけでも連れて行って欲しい。血の繫がった妹がケネスの傍に居られれば、それは、自分が死した後もケネスの傍に居られるという事と同じで──
















　思考が曖あい昧まいに滑すべる。論理がばらばらに解ほどける。

　もう、ものが。かんがえられ、ない。

　もう、わたしは。しぬ。

　けねす、せんせい。

　いとしい、ひと。

　わたし──は。

　あなたが。あなたの。ことが。

　だいすき──でした。
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　ラウが使った魔ま術じゆつは、直接的な破は壊かい力を伴ともなわないものだった様だ。

　考えてみれば当然──迂う闊かつに破壊力のある魔術を使えば室内である以上、使った本人も巻き込まれる。毒性のある瓦ガ斯スや二酸化炭素では即そつ効こう性が低いし、確実にイオリ達の、そしてタビタ、ケネスの動きを止める為ためにはそうせざるを得なかったのだろう。

　そこまでは驚おどろくに値しない。

　ただ──

「……タビタ？」

　閃光と爆ばく音おんが収まった室内でイオリは愕然と立ち尽つくしていた。

　ラウが居ないのは当然としても……タビタの姿も無い。

「タビタ！　タビタ、どこだ!?」

　呼んでも返事が無い。どうやら診しん療りよう所じよの中には居ない様だ。

　逃にげたラウを追っていったのか。それともあの一瞬の閃光と轟ごう音おんで身動き出来なくなった彼女を、ラウが何らかの方法で無力化して連れ去ったのか。

　タビタが王族の末まつ裔えいであるという事を、ラウは知っていた。その事を思えば……後者の可能性が高いのだが。

（いや……そもそもあのラウという奴やつ、何が目的なんだ？）

　口で言う様に王族の末裔を見つけるという密命を果たして、現世に戻もどる事──にしては、やり方が妙みように雑というか、無意味な混乱をイオリ達の間に引き起こしているだけの様にも思える。最初から狙ねらいがタビタを奪うばい、指輪を奪って逃げるだけ、というのであれば、もっと簡単で穏おん当とうな方法が在った筈はずだ。

　いや。そもそも……

（あれは、ラウ・カーフェイ本人だったのか？）

　ユーフェミアとの戦せん闘とうが一段落ついた直後だった為、イオリもあまり子細に見て取る余よ裕ゆうはなかったのだが……イオリ達がラウ・カーフェイだと思っていたのは肉にく襦じゆ袢ばんというか、肉の着ぐるみでしかなかったらしい。中に一回り、いや二回り近く小さな人物が隠かくれていたのだ。

　本来のラウ・カーフェイなる人物をイオリは知らない。なのであれがラウ・カーフェイを殺した後で、その中身を搔き出して中に潜もぐり込んでいた別人なのか、それともあの中の小こ柄がらな人ひと影かげがラウ・カーフェイ本人なのかはわからないが……ケネスの驚きようを思えば、奈な落らく堕おとしの時点で既に、アレは着ぐるみだったのだろう。

　どうやってか医者であるケネスの眼すら欺あざむいて、表情まで作り、あの肉の着ぐるみを操っていたのだ。顔色が悪いのも当然、イオリ達が見ていたのは中身が空の死体だった。恐らくは魔術を併へい用ようした何らかの特とく殊しゆ技能によって、生きている様に見せかけられていただけの。

「──ハンネ？」

　呆ぼう然ぜんとした声が、既に息絶えた棄界人ゲヘナントの少女を呼ぶ。

　振り向けば──ケネスに言われたものらしい薬箱を抱かかえて、マルテがそこに立ち尽くしていた。彼女は呆然とした様子でケネスの腕の中の姉を見て……それから小走りに歩み寄ると、薬箱を置いて、ハンネの亡なき骸がらに手をかける。

「ハンネ、ハンネ、どうしたの、ハンネ、起きて？」

「マルテ──」

　ケネスが呻うめく様に名を呼ぶが、しかしマルテは奇妙に緩ゆるんだ笑顔でケネスに言った。

「せんせい、おかしいよ？　ハンネがね、寝ねてるんだよ──」

「マルテ……ハンネは」

「おかしいね、せんせい。おかしいよ、ハンネが起きないよ？」

「…………」

　唇くちびるをかんで俯うつむくケネス。

　ハンネが既に死んでいる事は、恐らくマルテにもわかっている筈だ。呼吸もなければ脈みやく拍はくもない。生命を失った『物モ体ノ』特有の奇妙な重さを示して、それはただそこに在るだけだ。

「イオリ……兄様……」

　ユーフェミアが表情を歪ゆがめてケネス達を見つめている。

　この生き真ま面じ目めな女騎き士しが余計な事を言い出す前にイオリは言った。

「お前のせいじゃないからな」

「…………」

　自分がラウの誘さそいに乗ったから、こんな事になってしまったのか──ユーフェミアはそんな風にも考えそうだが、これは彼女のせいではない。タビタが攫さらわれたらしい事も、ハンネが死んだ事も、あくまでラウの仕し業わざであって、ユーフェミアが居ても居なくても結果は恐らく変わっていない。

「そんな事より──」

　ラウを追ってタビタを取り戻さなければ。

　イオリは床ゆかに転がっていた鋼棍ロツドを拾うと、診療所を出るべく歩き出し──て。

「…………？」

　世界が斜ななめに傾かたむいていく。

　いや。違ちがう。これは──

「イオリ兄様!?」

　ユーフェミアの叫びすら、どこか遠い。

（しまった、止血──迂闊な……）

　ユーフェミアの剣けんに貫つらぬかれた左手の傷。

　致ち命めい傷しようではないので、そのままにしていたが──傷としては深く、自分で強ごう引いんな真似をして広げてしまったこともあり、出血は止まらず続いていた。今の今まで入り組んで混乱した状じよう況きようの中、気が張っていた為、自分の貧血にイオリは気が付いていなかったのだ。

（くっそ……間ま抜ぬけな……）

　床に倒たおれた衝しよう撃げきすらどこか他人のものの様に感じながら、イオリは──意識を失った。










　　　第四章　姫ひめ君ぎみ奪だつ還かん







　ハンネの亡なき骸がらは──診しん療りよう所じよの奥にケネスが安置した。

　日の当たらない、涼すずしい場所を選んだのは、少しでも遺体の傷いたみを遅おくらせる為ためだ。医者として生きてきた習慣からか、その程度の事は機械的に考える事が出来たが──そもそも遺体の傷みを遅らせてどうするのか、という事についてはまるで頭が回っていなかった。

　慣れとは恐おそろしいもので、貧血状態で倒たおれたイオリ・ウィンウッドに対して、傷口をぬい、増血用の鉄てつ剤ざいや数種の栄養剤、生理食塩水を静脈注射する作業も、問題なく実行できた。

　どこか夢を見ているかの様な感覚だった。自分の手を動かしていても他人の行こう為いを見ているかの様な非現実感が離はなれなかった。

　そして──

「…………」

　今──ケネスは冷たくなったハンネを前にして座り込んでいる。

　座り込んだまま何もしていない。何をして良いのかすら分からない。

「……せんせい」

　ふと背後から声がかかる。

　肩かた越ごしに振ふり返ると、そこにはマルテが立っていた。

　彼女は、今改めて骸むくろと化した姉を見ながら、無表情に──しかし震ふるえていた。

　共に親から棄すてられ売られた彼女にとって、姉のハンネは単なる姉、単なる家族というよりも、親代わりであり、過か酷こくな境きよう遇ぐうを共有する己の半身でもあったのだろう──ハンネにとってマルテが、そうであったのと同じく。

　だからこそ、マルテは今、自分が殺されたかの様な衝しよう撃げきを受けている。

　どんな顔をして良いのかすら分からない。怒おこれば良いのか泣けば良いのかすら分からない。ただただもたらされる喪そう失しつ感。それが、あれだけ天てん真しん爛らん漫まんで感情表現の豊かだった彼女を人形の様にしていた。

「……せんせい？」

　マルテがまるで譫うわ言ごとの様に空くう疎そな声で言った。

「せんせいは……いなくなっちゃうの？」

「マルテ……」

　確かにラウが現世に帰る話をしていた際に、マルテもそこに居た。ハンネと異なり、即そく座ざに話の意味を理解していた訳ではなかっただろうが──

「ハンネとマルテは……もういらない？」

「マルテ、それは……」

「もういらない？」

　無表情に繰くり返すマルテ。

　問いというよりそれは単なる確認だった。

「いらないなら……」

　ひゅんと空気が鳴る。

　マルテの長い髪かみの一いつ端たんが変化して──鉈なたになっていた。

　奇髪器サムソニア。実を言えばマルテもハンネもこの奇髪器サムソニアを出す能力が低い。低かった。

　タビタを見ればわかるが、他の棄界人ゲヘナント達はもっと大きな剣けんや槍やりを生成するのに、この姉妹は頑がん張ばっても鉈程度なのだ。複数を生成する事は出来ても、長剣や槍の様な長さのものが作り出せない。

　それが彼女等が親に棄てられ、売られた理由の一つであるらしい。現世人のケネスから見れば奇髪器サムソニアを出す能力の高低など、まるで気にならなかったが。

「マルテ──」

「いらないなら、処分するね？」

　鉈が自ら跳はねる様にしてマルテの右手に納まる。

　それを彼女は自分の首に、鋼はがねの首輪、奴ど隷れいの証あかしが塡はまったそこに当てて──

「マルテ！」

　咄とつ嗟さにケネスは動いていた。

「せんせい……？」

　きょとんとした様子で自分の鉈を──その刃はの部分を素手で摑つかんでいるケネスを見つめるマルテ。

「せんせい、血が出てるよ？」

「いらないなんて事はない」

　右手でマルテの鉈を──その刃を摑みながら、ケネスは喘あえぐ様に言った。血が掌てのひらから流れ出て手首を伝い、ケネスの服の袖そでを染めていく。未まだ摑めているのは幸運だったと言う他無い。指が全て落ちていてもおかしくはなかった。

「いらないなんて事はないんだ、マルテ……！　処分だとか、全部だとか、自分達をモノの様に言うな……！」

「でも……」

　マルテは奴ど隷れいだし。そんな言葉が聞こえたような気がした。

　だから持ち主に棄てられても抗あらがえない。モノだから。要らなくなったら処分される。引っ越こしをする際に余計な家具は、廃はい棄き物ぶつとして処分するのと同様に──

「お前達が居ない現世に帰っても、意味ないんだ……それが今ようやく分かった……」

　失って初めて分かる事がある。

　ハンネが死んだ事で──今になって、自分がこの棄界ゲヘナにおいてどれだけ、この姉妹に救われていたか、癒いやされていたかがよく分かる。彼女等はケネスに拾われた、と考えている様だが、ケネスこそ彼女等に拾われたのだとも言える。

　ごく真っ当に、医者としての本分に立ち返れた半年間。

　むしろ棄界ゲヘナでの生活は再出発であり第二の人生だったのではないか。

　だがケネスは最初に──棄界ゲヘナに来る前に『王族捜さがし』の依い頼らいを受けてしまった為、その事に囚とらわれていた。自分は王族を捜さねばならない。自分は現世に帰りたい筈はずだ。そう考えなければおかしいのだと。

　自分で深く考えてこなかった。

　言われた事に唯い々い諾だく々だくと従う事を、自分の望みだと思っていた──が。

「せんせい……いなくならない？」

「ならない」

「マルテとハンネは……せんせいの所に居てもいい？」

「いい。むしろ何ど処こへも行くな」

　そう言ってケネスは鉈から手を離し、マルテを抱だきしめた。
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　覚かく醒せいは一いつ瞬しゆんだった。

　あるいは意識を失っていてさえ、イオリの頭の中にはある種の焦しよう燥そう感が渦うず巻まいていたのかもしれない。早く取り戻もどしに行かなくては──と。

　タビタ。王族の末まつ裔えい。今のイオリの生きる意味。イオリの大切な相棒。

　彼女が連れ去られた事はイオリにとって悪夢そのものだった。

「──！」

　跳ねる様に身を起こし──そしてイオリは自分がベッドの上に寝ねかされていた事に気付いた。やはり血を流しすぎて貧血を起こしたのだろう。正直、今も目覚めは爽そう快かい、とはとても言えない状態だが、再び意識が闇やみに吞のまれる様な事は無さそうだった。

　そして──

「──ユーファ」

　ふと見れば、イオリの寝ていたベッドに突つっ伏ぷしてやはりユーフェミアが眠ねむっていた。

　長い金きん髪ぱつがイオリの動きと共にさらさらと流れ落ちる。この棄界ゲヘナに降りてからろくに手入れもしていない筈で、傷んでいてもおかしくはないのだが……彼女の自じ慢まんの髪は、イオリの懐なつかしい記き憶おくの中と寸分変わらない艶つややかさを保っていた。

「…………」

　手を伸のばして彼女の髪を撫なでる。

　ほんの触ふれる程度の事だったが、しかしそれでユーフェミアは起きた様だった。あるいはイオリが身を起こす動作で既すでに覚醒しつつあったのかもしれないが。

「──イオリ……兄にい様さま」

　眼を瞬しばたたかせながら身を起こし、どこか緩ゆるんだ表情でそう言うユーフェミア。

　イオリが束の間、待っていると──何度か瞬まばたきをしてから、彼女は初めて状況に気付いたとでもいうかの様に、表情を強こわ張ばらせた。

「あ、いや、これは…………！　違う、違うのだ！」

「何が違うんだよ」

「き、昨日はろくに寝ていなかったから……！」

　と首を振るユーフェミア。乱れた金髪がさらさらと舞まった。

「寝てなかったからなんだよ」

「その、つい、うたた寝を──」

「…………」

　苦笑するイオリ。

　やはり変わらず生き真ま面じ目めで頑がん固こな娘むすめである。本当に融ゆう通ずうが利きかない。

　ユーフェミアは他の何をでもなく、うたた寝してしまった事を──イオリの容態を看みる為に付き添そっていたのに、つい寝てしまった事を弁解しているのだ。一時的とはいえ、自分がイオリを裏切った事、彼に剣を向けていた事、彼を負傷させた事、それらに対する謝罪の一いつ環かんとしてそうしたのだろう。

　逆に言えばそれは……彼女の中で一通りイオリと父の事については整理が出来たという証である。

「イオリ・ウィンウッド」

　改めてユーフェミアはベッド脇わきから離れて床ゆかの上に膝ひざをつく。

　まるで王に傅かしずく臣下の様な姿勢だ。そのまま彼女は更さらに頭こうべを垂れて──言った。

「ラウ・カーフェイの…………あの様な悪漢の口車に乗って貴様を騙だまそうとした事、貴様の忠告を聞かなかった事、それは偏ひとえに私の浅せん慮りよと未熟さ故ゆえだ。口先の謝罪で赦ゆるされるとは思っていない。改めて斬きるなり辱はずかしめるなり、好きにしてくれ。何をされても文句は言わない。騎き士したる事を捨てろ、奴隷に身をやつせ、というのならそうしよう」

　そんな言葉と共に床に置かれたのは、彼女の指輪だった。

　現世に帰る為にはどうしても必要な品。

　今回のごたごたの原因ともいえる。

　それを差し出すという事は、つまり──

「…………」

　膝をついて俯うつむくユーフェミアを一いち瞥べつしてから、イオリはベッドを降りて立ち上がる。

　ユーフェミアは一瞬、身を震ふるわせてから──更にこう続けた。

「ただ、一つだけ。私の過あやまちに、命を以もつて贖あがなう事だけは出来ない。それは貴様も──いや貴方あなたも言った通り、私の命に連なっている人々の生と死を無む駄だにする。だから死ねない。その事だけは容よう赦しや願いたい」

「…………」

　イオリは自分の足あし下もとに置かれた指輪を見つめる。

「馬ば鹿かだなお前は、本当に馬鹿だ」

「──イオリ兄様？」

　しみじみ言うイオリにユーフェミアは驚おどろいた様に顔を上げた。

「俺に指輪渡わたしてどうしようってんだ。俺の話、ちゃんと聞いてたか？」

「え？　いや、だからそれは」

「逃にげるなっつってんだよ」

　イオリは低く抑おさえた声でそう告げた。

「自分の意思で、生きる為に足あ搔がけ。みっともなくのたうち回りながらでも、這はいずり回りながらでもいいから、自分の為に、自分で生きろ。他ひ人と様さまに自分の運命を委ゆだねるな」

　俺が言えた義理ではない──と胸の奥で自じ嘲ちようの笑みを浮うかべながらもイオリは続けた。

「俺がその指輪を持ってって、タビタと一いつ緒しよに現世に帰るとでも思ってんのか？　お前を棄界ゲヘナに残して？　そんでお前はどうするんだ？　此こ処こでとりあえず生きていくのか？　目的も無く？　自殺しなけりゃ生きた事になるとでも？　ただ生きてりゃ償つぐないになると？　馬鹿ぬかせ、それは単に『死んでない』だけだ」

「…………」

　ユーフェミアは──驚いた様に眼を瞬かせている。

　本人としてはそれなりに考えた末に出した自分の答え、償い方を、こうもあっさり真正面から否定されるとは思ってもみなかったのだろう。

「で……でも……」

「いつまで他人任せなんだよ。自分の生き死にを他人に委ねるな」

　言ってイオリはベッドの近くの椅い子すに掛かけられていたシャツと上着を手に取って手早く身に着ける。

「しかし、イオリ兄様、私は──」

「今はそういう話は後にしてくれ」

　壁かべに立てかけてあった鋼棍ロツドを手にして重さを確かめる。ユーフェミアに一部斬り飛ばされている為、扱あつかい方を少し変えねばならないだろうが──

「今はとにかくタビタの身が心配だ」

「…………そ、そうだな。当然だ」

　とユーフェミアは顔を上げて頷うなずく。

「うたた寝でもなんでも仮か眠みんはとれたって事だよな」

「え？　あ──まあ、そう、かも」

「じゃあ今すぐ捜しに出るぞ。支し度たくしろ」

「…………」

　ユーフェミアは一瞬、何を言われたのか分からないかの様に、きょとんと緩んだ表情を浮かべていたが──

「イオリ……兄様……」

「いいから立てよ、ユーフェミア・ワディンガム」

　イオリは言って身を屈かがめると、ユーフェミアの指輪を拾う。おずおずとした動作で立ち上がる彼女に手を伸ばしながらイオリは言った。

「指輪をこんなところに置くな。蹴けっ飛ばすだろうが」

「…………」

　困こん惑わくの表情を浮かべる彼女の左手を強ごう引いんに摑つかむと、イオリはその手の指に拾った指輪を塡はめさせた。何を思ったのか、びくりとユーフェミアが身を震わせたが、それには構わず、イオリは彼女に背を向けて部屋を出ながら──溜ため息いき交じりに言った。

「…………行くぞ」

「わ、分かった！」

　何やらユーフェミアの声が上ずっていたのが若じやつ干かん、気になったが──イオリは敢あえて深くは考えず、彼女と共に歩き出した。
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　坑こう道どうは既に廃はい棄きされたものの一つの様だった。

　どうやらこのアータートンの街が成立する前後、採さい掘くつの初期に掘ほられたものなのだろう。

　中を覗のぞいてみれば木製の柱や梁はりが一定間かん隔かくで設けられているものの、採掘で穿うがたれた穴とは別に天然の洞どう窟くつらしき部分も混在しており、坑道そのものが幾いくつにも分ぶん岐きし、あるいは曲がりくねっている。

　古いものなので既にこの坑道を掘った者も、利用した者もおらず、内部が何処にどう繫つながっているか知る者は居ない、地図の類たぐいも無い、との事だった。

　厄やつ介かいな場所である。何かを、誰だれかを、捜すという意味では。

「…………」

　イオリは短く溜息をついた。

　既に時刻は深夜だ。アータートンの街全体が闇に沈しずんでいるものの、星明かりと月明かりで慣れれば、灯ともし火びの類が無くても歩く程度の事は出来る。

　だがイオリ達の目の前に口を開けている坑道は、別だ。

　当然、その中は濃のう密みつな、それこそ伸ばした自分の手の先すら見えない程の闇が凝こっている。イオリは木の棒に油を染み込ませた布を巻き付けて作った、簡易の松明トーチを片手に中を覗き込んでみたが──小さな松明トーチ一本では奥の奥まで見通すのは不可能だった。

「──此処に？」

　イオリはケネスと……そして彼に寄より添うマルテを振ふり返って問うた。

「そう聞いています。棄界人ゲヘナントの少女を抱かかえた真っ赤な服の小男となると、どうしても目立ちますからね。それにカーフェイはよくこの辺りに来ていた様なので、その点からも間ま違ちがってはいないでしょう」

　とケネスは若干、憔しよう悴すいした顔でそう答えてきた。

　意識を取り戻もどしたイオリは、そのままタビタを探しに出る積もりだったのだが……診しん療りよう所じよを出る際に顔を見せたケネスとマルテに手当の礼を言った際、ケネスの方からラウが何ど処こに逃げたのかの情報を提供してきたのだ。

　イオリが眠ねむっている間に、診療所を訪れた患かん者じやの一人が、タビタらしき少女を抱えて走る朱あかずくめの小男を目もく撃げきしたらしい。さすがに昼間からその恰かつ好こうは目立ったらしく、ケネスが他の患者や近所の者に尋たずねたところ、複数の証言が得られたのだとか。

　勿もち論ろん、ケネスが──この期ごに及んでもラウを庇かばい、噓うそを教えているという可能性は在ある。

　だが……

（まあそもそも罠わなだろうしな）

　とイオリは考えていた。

　ラウ・カーフェイを名乗っていたあの朱ずくめの小男は……密命を果たす事そのものにはあまり興味が無さそうに見える。単にタビタを現世に連れ帰る為ために指輪が欲しいだけならば、こんな小細工の手間をかけず、もっと早い段階でイオリなりユーフェミアなり、あるいはケネスなりを襲おそって手に入れれば済む事だ。

　わざわざあの男はイオリ達を争わせた。引っ搔かき回して混乱させてその隙すきにタビタを連れ去った。そしてタビタを手に入れても、すぐに街を出ず、むしろその最さい奥おうともいうべき坑道の奥に逃げた。

　これはつまり、イオリ達を誘さそい込んで始末する為……と考えれば筋が通る。

（あの男は恐おそらく十二人の罪人を──自分以外を全ぜん滅めつさせる積もりだ）

　何らかの理由から、あの男はイオリ達が請うけ負おった『王族の末まつ裔えい捜し』を失敗させたいのだ。単にタビタを連れて早く現世に帰りたいというだけなら、早々に街を出ればいい。それをせず、わざわざイオリ達を誘い込む様な真似をしているのは…………恐らくだが『他に王族の末裔が居て、それを改めてイオリ達が発見し、ジンデル王国に連れ帰る事』を防ぐ為だろう。

　そうと分かっていても、しかしタビタが連れ去られた以上、イオリ達はその罠に向かって飛び込むしかない。あの男は恐らく街の住人に目撃されるのも考こう慮りよの上、むしろ目撃情報でイオリ達を罠に誘ゆう導どうする積もりなのだ。

「先に言っておくぞ」

　イオリはケネス達、それにユーフェミアを振り返って言った。

「此処では──狭せまい坑道の中じゃ、迂う闊かつに爆ばく轟ごうの魔ま術じゆつが使えない。松明トーチに引火しかねないし、何より閉所で使うもんじゃないんだ。俺の戦せん闘とう能力は半減すると思ってくれていい。それはケネス・ダグラスに関しても同じ事だ」

「わかっている」

　とユーフェミアが頷く。

「そもそも私は戦闘用の魔術などほとんど知りませんよ。初歩の水素生成などは爆轟の魔術として使えますが……あれも戦闘用、特に攻こう撃げきに使うとなると、いろいろコツがいると聞きます」

　とケネスが言う。

　確かに以前、槍やり鴉がらすに襲われそうになった際、ケネスは爆轟の魔術を使っているが……水素を生成して火を点つけるだけならばともかく、これを特定の方向に投射、拡散して、望む方向と距きよ離りで爆発を起こすとなると、それなりの技術と経験が必要になってくる。

「だから戦うとなると、むしろ主力はユーフェミアになってくる──」

「マルテも戦えるよ？」

　と言ってきたのは──マルテである。

　わずか半日で、彼女はまるで別人の様になっていた。天てん真しん爛らん漫まんを絵にかいたかの様な棄界人ゲヘナントの少女は、今、まるで人形の様に無表情で、ひどく硬こう質しつな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　姉の死が彼女に与あたえた衝しよう撃げきは、イオリ達には想像もつかない程に大きかったのだろう。

　ただ──

「マルテは先生を守れ。それが最優先だ」

「……分かった」

　イオリの言葉に異を唱える様子もなく、髪かみにつながった鉈なたを握にぎりしめてマルテが頷く。

「そのうえで一つ聞くが……マルテ。その奇髪器サムソニアの鉈だが、繫がってる部分は伸のび縮ちぢみさせられるか？」

「させられるよ？」

　言ってマルテは──手にしていた鉈を、投げた。

　それは紅い尾おを引きながら空中を飛んで、近くに生えていた街路樹の枝に引っかかる。

「マルテ達はこれで移動する事も出来ます」

　ケネスによると、この立体的な街の中を移動する際、マルテ達はどこか高い場所に奇髪器サムソニアを引っかけて、振り子の様に己の髪にぶら下がりながら移動する事もあるという。仮想物質の紐ひもは鋼はがねの糸の様に強く、多少重い荷物を持ったままでも、問題なくぶら下がれるとの事だった。

「もし縦たて穴あなに降りないといけない場合が出てきたら、頼たよるかもしれん」

　イオリは以前、『魚釣つり』の際にタビタが自分を餌えさに、大剣を竿さおにしていたのを目撃している。釣り糸に相当する部分はタビタの髪だ。奇髪器サムソニアは魔ま力りよくで生成される仮想物質であるから、魔力が続く限り髪は延々と伸ばす事が出来る。

　マルテの髪も、縦穴を降りる際の命いのち綱づなとして使う事も出来るかもしれないとイオリは考えたのだ。

「では──行くぞ」

　イオリは鋼棍と松明トーチを片手に坑道に足を踏ふみ入れる。

　後ろから彼の横を通り過ぎて先頭に立ったのは──驚おどろいた事にマルテだった。

「おい？」

「……タビタの匂におい、追えるから」

　振り返る事もなく、進んでいくマルテ。

　どうやら夜よ眼めも利きく様で、暗くら闇やみに躊ちゆう躇ちよする様子もない。

「…………」

「やらせてやってください」

　イオリが振り返って眼で尋ねると──ケネスが頷いてそう言った。

　見るからに幼いマルテだが、ハンネを殺された事で、ラウに対する恨うらみが生じているのかもしれない。あまりに大きな悲しみは、誰かを憎にくみ怒おこる事で和やわらげる事が──自分をさいなむそれを束の間でも忘れる事が出来る。イオリにも覚えが在ったし、恐らくはユーフェミアも同じだろう。

「…………」

　痛まし気げな眼でマルテを見るユーフェミアと頷うなずき合うと、イオリは彼女の後を追って歩き出す。最後の一線でまだ信用できるかどうかわからないケネスに殿しんがりを任せるのは躊躇が在ったが、此こ処こでぐだぐだと隊列の是ぜ非ひを論じていても仕方あるまい。

（さて、仕し掛かけてくるならどんな罠だ？）

　マルテの後を追いながら、イオリはそんな事を考える。

　元々ラウが出入りしていた場所らしいので、何か機械的な仕掛けを施ほどこしている可能性は在る。また待ち伏ぶせした上で魔術攻撃をしてくる可能性も在る。

　だが……イオリ自身が身に染みて理解しているが、毒性瓦ガ斯スにせよ爆ばく炎えんにせよ、大たい抵ていの魔術攻撃は屋内では魔術師自身が巻き込まれてしまう可能性が高い。使える攻撃魔術の種類はどうしても制限される。

　自分の肉体に働きかける薬物としての仮想物質を生成して身体強化、少量の火薬としての仮想物質を生成して、筒つつ状の道具と組み合わせての射しや撃げき、自分の呼吸を抑よく制せいできる短時間だけ大量の二酸化炭素を生成して窒ちつ息そくを狙ねらう……イオリとしても考えられるのはこの程度だ。

　むしろ魔術ではなく仕掛け矢、毒針といった定番の罠の方が、元々灯あかりに乏とぼしい坑こう道どうの中では脅きよう威いになり得る。極細の鋼糸を一定の高さに張っておけば、愚おろかにも突つっ込んで来た追っ手が勝手に真っ二つ……という手も在る。

「…………マルテ、先頭を代わろう」

　イオリはそう言ってマルテの前に出ると、罠を探るべく鋼棍を前に出しながら進んでいく。マルテはタビタの匂いを追う事に集中しているので、罠の存在を見落とす可能性が在ったからだ。

　だが──

「マルテ。右か、左か？」

　しばらく行くと、坑道は二つに分かれていた。

「…………わかんない」

　マルテは困こん惑わくした様子でそう言った。尻尾しつぽも力なく垂らして意い気き消しよう沈ちんしている感じだ。自分から匂いを追えると言っておいて、分からなくなった事を申し訳ないと感じているらしいが──

「どっちも……タビタの匂いするよ……？」

「どっちも？　……いや、そうか」

「どういう事だ？」

　イオリは即そく座ざに気がついたが、ユーフェミアは分からない様で眉まゆをひそめている。

「野生動物がよくやる方法だよ。追つい跡せき者をまく為にな。一度、ある方向にある程度進んでから、自分の足あし跡あとを正確に踏んで戻ってきて、ある場所から一気に跳ちよう躍やくして別方向に逃にげる……追跡者が馬ば鹿か正直に先の足跡が途と切ぎれるまで追っていく間に、自分は逃げおおせるって寸法だ。この場合は足跡ではなく匂いだが」

「……つまりどっちにもわざと行き来して匂いを残したと？」

「恐らくな。マルテの嗅きゆう覚かくが鋭するどいのはラウ・カーフェイも知っていただろうし」

「では、それならどっちに奴やつが逃げたのか分からない──」

「いや。マルテ──匂いが濃こいのはどっちだ？」

「え？　…………ええと」

　束の間、マルテは悩なやんでいた様だったが。

「こっち……かな？」

　と彼女は右側を指した。

「わざわざ往復しているんだ、それだけ強く匂いが残る。つまり正解は左──だな」

　言ってイオリは分ぶん岐きの左側を進んでいく。

　やがて──

「──!?」

　湾わん曲きよくしている坑道を少し進んだところで、イオリは眉をひそめて立ち止まる。

「待て、マルテ。止まれ」

「どうした？　イオリ兄様？」

　とユーフェミアが後ろから尋たずねてくる。

　イオリはマルテと共に少し脇わきに退どいて自分が見たものが彼女と、更さらに後ろに続くケネスにも見える様にした。

　即すなわち、坑道の先に繫つながっていた──大きな空間。

　イオリ達が辿たどっていた坑道は、巨きよ大だいな、縦穴に繫がっていた。坑道の端はしは壁へき面めんに張り出した庇ひさしの様な部分に繫がっていて──

「──！　まずい、下がれ！」

　とイオリが叫さけんだその瞬しゆん間かん。

　四人が乗っていたその庇部分が、爆ばく音おんと共に崩ほう壊かいした。




　　　　　　　●




「マルテ！」

　イオリの叫びを棄界人ゲヘナントの少女は正しく理解した様だった。

「──ッ！」

　彼女は瞬時に全身を獣じゆう身しん化かしつつ、手にした鉈を、全身で──まるで彼女自身が一つの板発ば条ねと化したかの様に、身体からだを折り曲げながら放つ。

　紅い髪の尾を引いて飛んだそれは、岩いわ壁かべに深々と突き刺ささっていた。

　元より飛んで跳はねて身軽に動き回るのを得意としていた彼女は、突とつ然ぜん投げ出された空中においても、慌あわてず騒さわがず対応する事が出来たのだろう。

　そして……

「イオリ！」

　自分の髪を右手で摑つかみながら左手を伸ばすマルテ。

　イオリは右手で彼女の手を摑み、そして──

「ユーファ！」

　左手を伸ばしてユーフェミアの襟えり首くびを摑む。

「ぬおっ!?」

　思わず手の中からすっぽ抜ぬけそうになる感かん触しよくを、必死に摑んで止めるイオリ。

　一瞬、腕うでの関節が抜けるかとすら思ったが、何とか堪こらえる事が出来た様だ。

　三人の落下は次の瞬間、揃そろって停まっていた。

「お……重っ……」

「ば……馬鹿な、誰だれが太ってなどいるか！」

　と喘あえぐ様にこぼすイオリに、吊つり下げられながら憤ふん然ぜんと叫ぶユーフェミア。

「お前の体重の話なんかしてねえよ！　鎧よろいと剣が重いんだよ！」

「うっ……？　あ、そ、そうか」

「マルテ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　最さい後こう尾びにいた為ために、一人、落下を免まぬかれたケネスが坑道の端から顔を覗かせてそう問うてくる。危ないところだった。四人全員で落ちていれば、誰かがそのまま下まで落下していただろう。

　だが──

「あ……あ……」

　とマルテが一番上で、短い呻うめきをぽろぽろと漏もらしているのが聞こえる。

　獣身化しているとはいえ、マルテはまだ子供である。自分よりも身みの丈たけのある人間二人を腕一本でぶら下げているとなると、彼女としてもかなりきついだろう。

　それに──

「……イオリ……抜けそう……」

「……！」

　見上げれば、マルテが打ち込んだ鉈なたが今にも岩壁から抜けるかの様に、少しずつ震ふるえながら動いているのが見える。元々突き刺す事を考こう慮りよした形状ではないので、抜けやすいのだろう。

「──下は……」

　見下ろせば、そこは地下水脈の合流地でもあるのか、地底湖の様な様相を呈ていしているのが見えた。イオリが落とした松明トーチが下で壁から突き出た岩に引っかかっていて、様子を窺うかがう事が出来たのは幸いだったが──

（この高さだとさすがに）

　たとえ水面でもまともに叩たたき付けられれば骨折しかねない。

「マルテ！」

　ケネスが坑道の端から腕を伸のばしてマルテの鉈を摑もうとするが……微び妙みような距きよ離りだった。鉈に指先は触ふれるが、これを摑む事は出来ない様だ。

「くっ──」

　ケネスはマルテを案じる余り、正常な判断が出来なくなっている様だ。彼は無理矢理に身体を伸ばし、鉈に指を絡からめて──

「あっ──!?」

　爆ばく発はつで脆もろくなっていた壁面がいきなり崩くずれた。

　あろう事か砂さ礫れきと共に、ケネスがイオリ達の上に落ちてくる。幸か不幸か壁面の崩れと同時に鉈も抜けている為、ケネスがマルテやイオリに激げき突とつするという最悪の状態は免れたが──

「ツイカ、ルイ、タナソヨ、タリソホ、カカ──疾とく顕あらわれよ！　我が思し惟いに従いて！　仮かり初そめなれどここに顕れよ！　色無き毒の雫しずく、水と混ざりて燃え上がるもの！　小さき敵を燻いぶす毒！　今此処に顕けん現げんせよ！」

　落下しつつ、イオリは術語詠えい唱しよう。

「全員、息を止めろ！」

　さすがに生成した仮想物質をマルテやユーフェミア、ケネスが吸い込む可能性は低かったが、そう忠告を投げてから──生成した液状の仮想物質を、真下に投げる。

　それらが眼下の水面に接せつ触しよくし、混ざり合うのを確認したその瞬間。

「──！」

　轟ごう！　と爆音が下から這はい上がってきた。

　毒性の強い可燃性物質。水と混ざり揮き発はつする事で、霧きり状となり、猛もう烈れつな爆発力を生む。

　さすがに充じゆう分ぶんに水面からは離はなれているので、火か炎えんがそのままイオリ達に届く事は無いが──空中に投げ出された三人を、しかし真下から吹ふき上げる爆風が受け止めていた。

　熱波と衝しよう撃げきがイオリ達を叩く。

「熱あつっ!?」

「ひゃっ……!?」

　ユーフェミアとマルテが悲鳴じみた声を上げる。

　爆風によって落下の速度を半減させながら落ちていくイオリ達。

「…………ッ！」

　イオリが魔ま術じゆつを解除。

　途と端たん、仮想物質は消しよう滅めつし、収支をとる為に空気圧が変動……イオリ達の周囲で轟々と風が鳴る。だが、その風圧も手伝って、四人は落下の衝撃で骨を砕くだかれる事も無く、大量の水柱をたてながら着水していた。

「ぶわっ!?」

「飲むなよ、毒かもしれん、飲んだなら吐はき出せ」

　一度沈しずんでから身を起こしたユーフェミアに、そう告げるイオリ。

　どうやら水深は彼女の腰こしの少し上辺り、小こ柄がらなマルテでも肩かたの辺り程度しかない様だ。透すき通ってはいるが、この手の鉱山の湧ゆう水すいは毒性を持っている場合もあるので、飲み込まないに越こした事は無い。

「……とりあえず助かった……が」

　呟つぶやいてイオリは周囲を見回す。

　広い。思った以上に広い。逆漏ろう斗と状になっていたのか、縦穴の直径よりもイオリ達が居るこの地底湖は倍以上、それこそ走り回ってある種の陸上競技が出来る程の広さがある。

　もっとも腰より上まで水が来ている以上、陸上と同じ感覚で迂う闊かつに動き回れば、すぐに転びかねない──

（──それが狙ねらいか！）

「意外としぶといねぇ。さすがは『十二人の罪人』に選ばれているだけはあるよぉ」

　イオリ達の背後からそんな声が届く。

　振ふり返ればそこに──何本かこの地底湖に生えて、この広大な空くう洞どうを支えている柱の様な岩の一つに、まるで蜘く蛛もかヤモリの如ごとくに貼はり付いた状態でそいつは居た。

　朱あかい衣装と仮面の……小男。

　その声がラウを演じていた時と異なり、意外に甲かん高だかい事を思えば、あるいは女なのかもしれないが。朱い衣装はあちこちに布や紐ひもが取り付けられていて、体型がよく分からない。

　そして──

（──タビタ）

　朱い小男のすぐ傍そばに、縄なわで縛しばり上げられたタビタが吊るされていた。意識は無い様で、ただ脱だつ力りよくした状態でぶら下がっている。

「ラウ・カーフェイ」

　剣けんを抜き放はなちながらユーフェミアが叫ぶ。

「タビタを返せ！　四対一だ、勝てもしなければ逃にげられもしないぞ！」

「いやいやぁ。間ま違ちがってるよぉ。色々間違ってるなぁ」

　妙に語ご尾びを伸ばす喋しやべり方で小男は言った。

「逃げようと思えば、いつでも逃げられるさぁ。まぁ私としてはぁ？　とりあえず君等を此こ処こで始末しておこうかなって思っちゃったりしてるからぁ、そうそう逃げたりはしないけどねぇ？　そもそも私はぁ、ラウ・カーフェイじゃないんだなぁ──」

「……ウォーレン」

　イオリは呟く様にその名を口にした。

「──イオリ兄様？」

　何を？　と言わんばかりにユーフェミアが振り返ってくる。

　だが彼女にはとりあえず説明せず、イオリは朱い小男を見ながら言った。

「お前が、ウォーレンか」

「……おやぁ？　誰から聞いたぁ？　ああ、アダムからかなぁ？」

　と朱い小男は仮面の下から、くつくつとくぐもった笑い声を漏らしながら言った。

「王族捜さがしの話を漏らした上で、あの男を焚たき付けただろう。正直、正体が不明だったが、ケネス・ダグラスの話で色々と腑ふに落ちた」

「ほうほう？」

「お前は十二人の中に混じってた。で、棄界ゲヘナ送りの儀ぎ式しき──『奈な落らく堕おとし』の際に爆轟の魔術を使って魔法を乱したんだ。結果、俺達には『時間差』が生じた。お前は爆轟の魔術でむしろ加速して真っ先に棄界ゲヘナに降りて、下準備を行ってきた訳だ」

　最初からあの男は──ウォーレンは、イオリ達の密命を失敗させる為に送り込まれた存在だったのだ。誰が、何の為にかは分からないが。

「へぇへぇ？　ひょっとして最初から何か気付いてたぁ？」

「……槍やり鴉がらすに商隊が襲おそわれた時、お前だけがほぼ無傷だっただろう？　お前はわかってて槍鴉を引き寄せたんだ。卵を奪うばってな。恐おそらく、商隊の誰かが、お前の正体に気付いたんだろうさ。何日も一いつ緒しよに寝しん食しよくを共にしてれば、不思議じゃない。だからお前は商隊の連中を皆みな殺ごろしにして、口くち封ふうじをする必要が在った、それも事故に見せかけてな」

「おやおやぁ。それは酷ひどいよぉ？　鬼き畜ちくの所業だねぇ」

「違うのか？」

「いやぁ？　違わないさぁ」

　やはりくつくつとくぐもった笑いを漏らす朱い小男──ウォーレン。

「……何が目的だ？　俺達の王族捜しを頓とん挫ざさせる事か？」

「ジンデル王国にも色々あるんだよぉ、色々ぉ。王族は見つかって欲しくないって御ご仁じんも居てねぇ。詳くわしい事情は私も知らないよぉ。私はお金を貰もらって殺すだけだからねぇ？」

「……ではもう一つ」

　イオリは目を細めて言った。

「時間稼かせぎして何を待ってる？」

　イオリ達をこの地底湖に落とした後……朱い小男は逃げるでもなく、攻こう撃げきを仕し掛かけるでもなく、石柱のところに取り付いたまま、動きを見せていない。

　本来なら罠わなに掛かかった獲え物ものは早々にとどめを刺さすべきだ。だが動きを見せないどころか、答える必要の無いイオリの話にむしろ自分から乗っかって積極的に合いの手を入れてくる。

　恐らくは時間稼ぎ。それは何の為に？

　何ど処こかから仲間が駆かけつけてくるのか？

　それとも……

「…………うひっ」

　朱い小男は笑った。

「言ったよねぇ、色々間違ってるってぇ？」

「…………なに？」

「そもそも四対一じゃないんだよぉ？」

　と朱い小男が言ったその時。

「イオリ兄様！」

　ユーフェミアが身構えながら叫さけぶ。

　朱い小男が取り付いている石柱の根元──湖面。

　そこが唐とう突とつに盛り上がった。

　水面を突つき破やぶる様にして姿を現したのは、白い、病的な程に白い、そして巨きよ大だいな生き物だ。ぬめりとした光こう沢たくあるその体表面は、触れる事すらためらわれる様な生理的嫌けん悪おを催もよおす雰ふん囲い気きだったが──

「──暗竜！」

　とマルテが叫んだのを見ると──これも竜の一種であるらしい。

　確かに地竜とも互ご角かくの巨きよ体たいだが──
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　奇き妙みような……泡あわの音とも水すい滴てきの落ちる音ともつかない音の連続が地底湖に響ひびき渡わたる。

　これは、あの怪かい物ぶつの鳴き声か。

　威い嚇かく的ではないが、奇妙に胸むな騒さわぎのする異音だった。

「此処で前に見つけてから、何かに使えると思って仮死状態にして『保存』してあったんだけどねぇ。多少の事じゃ死なない頑がん丈じようさと鈍どん感かんさは素晴らしいんだけどぉ、神経中ちゆう枢すうに打ち込んでおいた針を抜ぬいても、活動し始めるまでには少し時間が掛かるってのが難点でねぇ？　君達が思った以上に早く追い付いてきたから、ちょっと焦あせっちゃったよぉ」

　そう言う朱い小男の下でそれは──仮死状態から目覚めたらしいその巨大生物は周囲を探るかの様に頭を左右に振る。だがその頭部には眼が無かった。

　代わりにある種の両生類の如く、首の所をぐるりと紅い触しよく手しゆの様なものが何十本と取り巻いている。

　地竜の様な鱗うろこは無いが、胴どう体たいに比して手足が妙に小さいのは地竜と同様──という事は恐らく、陸上を疾しつ駆くする事はむしろ不得意で、生息域はこの地底湖やそれに類する、地下水脈の類たぐいなのだろう。

　眼の無いイモリ──あるいはカエルの幼生オタマジヤクシを巨大にすればこんな感じだろうか。

　そう。罠は滑かつ落らく死を狙ったものではない。こいつの寝ね床どこにイオリ達を叩たたき墜おとす為のものだったのだ。

「ああ、念の為ぇ。別に私が操あやつってる訳じゃないからねぇ？　一点突とつ破ぱで私を狙って倒たおせばいいってもんでもないよぉ。こいつは単に、口に入る生き物ならえり好みしない、大喰いなだけさぁ」

　ウォーレンの言葉を証するかの様に、その怪物はイオリ達の方に向かって、猛もう然ぜんと水を蹴け立たてて突っ込んで来た。
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「散れ！　走るな、泳げ！」

　イオリが叫ぶ。

「サホマ、サテマ、サアケ、サホマ、サテヤ、サイヤ、サホマ、サテマ、サテホ、サホエ、サロエ、サアイ──疾とく顕あらわれよ！　我が思し惟いに従いて！　仮かり初そめなれどここに顕れよ！　第六と二六の元素の混交、坩堝るつぼより紡つむがれし鋼はがねの細線、今此処に顕けん現げんせよ！」

　更さらに続けてイオリが術語詠えい唱しようをする声が聞こえてきた。

　ユーフェミアが振り向くと、丁度、彼が魔術で仮想物質を生成し──紅く光るそれを投げ放ったところだった。頭上から降り注ぐ松明トーチの明かりに煌きらめくそれは、極細の糸を引きながら飛んで、近くにそびえている石柱に絡からみ付く。

　魔ま術じゆつで生成した仮想物質の──それも高熱で溶とけている状態の鋼だ。これを投げる事で塊かたまりから直接、糸を生み出すのである。イオリの得意技の一つなので、ユーフェミアも何度となく見た事がある。

　帯びた熱故ゆえに、鋼の糸は風景を微び妙みように歪ゆがませ、空間そのものを斬きった様にも見える。

　そこに──白い怪物、マルテが言うところの『暗竜』が迫せまってきた。

　イオリは自分でもユーフェミア達に告げた通り、歩く事、走る事に拘こう泥でいせず、そのまま水をきって泳ぎ始める。勿もち論ろん、暗竜の方が遥はるかに速いが、イオリが泳いでいるのは逃げる為ではなく──

「イオリ！」

　マルテが横手から叫びながら手にした鉈なたを──投げる。まだ獣身化したままの彼女の膂りよ力りよくで放たれたそれは、矢の様な勢いで飛んで、しかし。

「──!?」

　暗竜の体表面を、滑すべって抜けた。

「地竜と同じか!?」

　ユーフェミアは戦せん慄りつを覚えながら叫ぶ。

　地竜と遭そう遇ぐうした際、彼女の剣の斬撃は、その震しん動どうする鱗のせいで逸そらされてまともにその肉に食い込まなかった。だがこの暗竜には鱗らしきものは無い──

（あの表皮……！）

　粘ねん液えきに覆おおわれたあの皮ひ膚ふは、恐らく、地竜の震動する鱗よりも遥かに滑りやすいのだろう。油に覆われている様なものだ。少しでも刃はが打ち込んだ面に対して傾かたむいていれば、その方向に斬撃の力が逃にげて滑る。

　そして──

「──!?」

　イオリが呻うめくのが聞こえた。

　彼が咄とつ嗟さに横に泳ぎながら張った鋼の糸。恐らく彼はそれを武器として──刃として使う積もりだったのだろう。確かに極細の鋼糸は、突っ込んでくる相手の勢いがあればある程に、刃として働く。

　だが今──イオリの鋼糸は、マルテの鉈と同様、暗竜の表面を滑ってしまい、その肉へと食い込まない。やはり粘液のせいだろう。鋼の糸の所々に、白はく濁だくした白い雫しずくがぶら下がっているのが見えた。

　駄だ目めだ。地竜の時と同じ戦法、猟りよう法ほうは通じない。

　網あみの様な形に鋼の糸を編んでやれば、あるいは包み込んで捉とらえ、圧おし斬る事が出来るかもしれないが、さすがにそんな事をしている暇ひまはなかろう。

　ならば──

「──イオリ兄様ッ！」

　ユーフェミアは叫びながら前に出る。

　イオリ達の間を駆け抜けた、いや泳ぎ抜けた怪物は、後方の岩いわ壁かべに激げき突とつ──はせず、ぬるりと身を丸めて壁かべを滑りながら方向転てん換かん。さすがにこうした場所に棲すんでいるだけあって、眼が退化していても自分から壁に突っ込む様な無ぶ様ざまな真ま似ねはしないらしい。

　しかし一体、あの怪物はどうやって獲物の位置を把は握あくしているのか。

「こいつは私が引き受ける！」

　ぬめりとした体表は生理的嫌悪を催す気持ち悪さだが、だからといってここで背を向けて逃げ出す訳にもいくまい。

　むしろユーフェミアはここが正念場だと考えていた。

　イオリは彼女を許してくれた。

　一度は彼を裏切った形である自分を、未まだ仲間として認めてくれている。ならば全身全ぜん霊れい、文字通りの命いのち懸がけで身の証あかしを立てねば、立つ瀬せが無い──

「イオリ兄様は、先生と一緒に、タビタを頼たのむ！」

　タビタが囚とらわれの身に甘んじているのは、恐おそらく薬物の類を使って眠ねむらされているからだ。ならば必ずケネスの魔ま術じゆつ医いとしての知識と経験が、彼女を解放する上で役に立つ。

「……って、無茶を言うなお前も!?」

　とさすがに驚おどろいたのか若じやつ干かん、慌あわて気味の声をイオリが掛けてくるのが、むしろユーフェミアは嬉うれしかった。確かに三人がかりで、罠を用いてようやく倒せた地竜とも同格と思おぼしきこの怪物──一人で立ち向かうなど無む謀ぼうを通り越こして正気の沙さ汰たではない、そう見えた事だろう。だが……

「大だい丈じよう夫ぶだ！」

　そう言って──ユーフェミアは手にした長ちよう剣けんを掲かかげて見せた。
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　人間は陸上の生き物だ。陸生に特化した生き物とも言える。

　だからこそ、水中に落ちれば途と端たんに幾いくつもの能力が減げん衰すいする。ただ歩くという事それだけですら人間は上う手まく出来ない。空気よりも遥かに抵てい抗こうの大きい水の中では、正面の面積の大きな直立歩行形式は全くもって不適切だ。

　今のイオリの様に腰こしから上だけが水の上に出ている状態では、ついつい陸上と同じ様に歩こうとするが、普ふ段だんよりも強い抵抗に脚あしをとられて、転びやすくなる。急ごうと焦れば焦るだけ上半身ばかりが前に出て──しかも浮ふ力りよくのせいで脚がしっかりと水底を嚙かまずに滑り、姿勢が崩くずれて倒れるのだ。

　だからといって悠ゆう長ちように泳いでいるという訳にもいくまい。

　ならば──

「──ッ！」

　先に使ってそのままになっている仮想物質──鋼糸を引いて強ごう引いんに石柱の傍そばまで進むと、イオリは強引に石柱を登りながら、術語詠唱。

（さすがに広こう範はん囲いは無理だが……）

「──疾く顕れよ！　我が思惟に従いて！　仮初めなれどここに顕れよ！　今此こ処こに顕現せよ！　始まりの元素、水より分かれし燃ゆる風、空へと昇のぼる軽き息、今此処に顕現せよ！」

　本来は爆ばく轟ごうの魔術に燃料として使う──水素生成。

　だがイオリはその発生時の濃のう度どと温度を調整して、液状化したこれを足あし下もとに叩き付ける。

　途端──白く濁にごる水面。

　液体水素が蒸発する際に自ら熱を奪うばい、これを急激に凍とう結けつさせていくのだ。さすがに地底湖全てを凍こおらせるだけの量は生成できないし、薄はく氷ひようを作るだけなので、踏ふんだ端はしから亀き裂れつが走るが……足場として使うだけなら自分の周りだけ、薄うすい氷でも充分である。盤ばん石じやくの地面という訳にはいくまいが、膝ひざを、爪つま先さきを、水の抵抗に縛しばられながら歩くよりは遥かに速い。完全に氷結せずに砂利の様な状態になっていたとしても、踏みしめる事が出来れば御おんの字だった。

　イオリは、凍った水の上を走って行く。

　手の指に塡はめた魔術担体の指輪が、触しよく媒ばいとして機能している為ため、イオリは完全に零ゼロから水素を生成するのではなく、周囲の水から分解した水素を用いている。その分、魔力の消しよう耗もうは低いのだが──

「おやおやぁ？」

　柱に貼はり付いたままのウォーレンが面おも白しろそうに声を上げた。

　あの男がどうやって壁に貼り付いているのかも未いまだ分からないが、恐らくは何らかの魔術を使っているのだろう。ならばああやって壁に貼り付いている間は、魔術攻こう撃げきは無い。

「そこでそうして待っていろ！」

　イオリは叫さけびながら立て続けに液体水素を生成して足下にばらまきながら凍った水面を走って行く。二つの魔術を同時に使えないのはイオリも同様だが、同じ魔術の連続発動は可能だ。水素を生成する魔術は、イオリの足場を確保すると同時に、『間合い』に入れば爆轟の魔術としてもそのまま使える。改めて別の術語詠唱をする必要は無い。

　本来、魔術師同士の戦い方は、奇き襲しゆうが基本だ。

　悠長に術語詠唱をしている間に相手は仮想物質の種類を察して対たい抗こう手段をとる事が出来る。だから術語詠唱を聞かれない様に、あるいはそもそも自分の存在を相手に察知されない様にして、攻撃手段を整えて──一撃必殺。

　それが魔術師の戦い方である。

　その意味で今のイオリは明らかに無茶だった。相手の待ち構えている場所に正面から突つっ込んでいくのだ。奇襲とは真逆である。しかも──

「それはいいけどねぇ？　いいのかな、そんな真正面から突っ込んできてぇ？」

　ウォーレンの笑い声が地底湖の上に響ひびく。

「このケダモノ娘むすめを私はいつでも殺せるのだけれど？」

「…………」

　イオリの動きが止まる。

　ウォーレンは懐ふところから取り出した針──いや細い細い短たん剣けんを縛られたまま意識の無いタビタに突きつける。

（錐刀ステイレツトか……やはり暗殺者の類たぐいだな）

　斬るのではなく、ただ袖そで口ぐちに隠かくし持ち、相手に近づいて背後から心臓なり延えん髄ずいなりを一突きする──そういう刃は物ものである。斬り合う事など全く想定されていない、一方的に意識外から相手を襲おそう暗殺者の武器だ。

「私に出来ないと思うかい？　いやいや。私の目的は君達を全員、始末する事だからねぇ。別に王族の末まつ裔えいなんてどうなろうとかまわない訳だ」

　と愉たのしげに言うウォーレン。

　確かにそれはその通りだろう。あの男がタビタを生かしておいたのは、単に確実にイオリ達をこの場に呼び込む為と、イオリ達をこの場から逃がす事無く、場合によってはタビタを人ひと質じちにとる為である。

　だが──

「──ッ！」

　イオリは魔術の水素をウォーレンに向けて投げ放つ。

　手の甲こうに刺青いれずみされた魔術陣じんから発した電光が、拡散して空気と混じり合った水素に着火。

「おいっ!?」

　ウォーレンの発した若干、慌て気味の声を、爆轟の魔術の閃せん光こうと轟音が圧し潰つぶす。

　地底湖に幾いく重えにも波は紋もんが生じ、あちこちから剝はく離りした石片が落ちてくる。

「何を考えてるんだ君は？　いやあ、君は頭がおかしいな、イオリ・ウィンウッド！　このケダモノのお姫ひめ様さまが死んでもいいのかい？　いや、そもそも、こんなところで爆轟の魔術を使えば、生き埋うめになりかねないよぉ？」

「お前にタビタを殺される位なら」

　イオリは歯を剝むいて獰どう猛もうな笑みを見せる。

「俺の手で殺すさ。死なば諸もろ共ともだよ」

「何を血迷ってるんだ君は」

「やかましい」

　イオリは言って再び爆轟の魔術を解き放つ。

　荒あれ狂くるう閃光と轟音。だが──

（やはりあいつは暗殺専門か。爆轟の魔術についてあまり知らないんだな）

　実のところ、イオリの使う爆轟の魔術は、派手ではあるが、破は壊かい力としてはたかが知れている。本来、爆発で敵兵を殺傷する場合……攻撃力の主体は瞬しゆん間かん的な衝しよう撃げきや熱波ではなく、それらが跳はね飛ばした砂さ礫れきや諸々の破片である。衝撃や熱波は急速に減衰する為、攻撃力としては間合いが小さすぎるのである。逆に砂礫や破片は物体として存在するので間合いが──射程距きよ離りが長い。

　つまりこの地底湖上で爆轟の魔術を使っても、そうそうタビタが傷つく事は無い。熱波や衝撃も彼女に届く前に減衰する距離を測ってイオリは放っている。

　そう。イオリの今使っている魔術は実のところ、単なる虚こ仮け威おどしに過ぎない。

「ふひひ、ひ、ひ、面白いな、イオリ・ウィンウッド！」

　ウォーレンは笑いながらそう言って。

「君の無茶苦茶さは実に面白──……!?」

　そこで……ようやく気付いたのだろう。

　マルテとケネスの姿が見えない事に。

　そして──

「──！」

　石柱の真下、水面を突き破やぶって放たれる──鉈なた。

　元々、投とう擲てきに向いた刃物ではないが、それでも真下という死角から放たれたそれは、ウォーレンを驚かせるに充分の奇襲だった。姿勢を崩したウォーレンは、錐刀ステイレツトを使う余よ裕ゆうも無く、タビタから僅わずかながら離はなれる事になった。

「いつの間に……!?」

　イオリの使った爆轟の魔術で、視覚や聴ちよう覚かくが一瞬なりとも利きかなくなったその隙すきに、ケネスとマルテは水面下に潜もぐっていたのだ。背後でケネスの術語詠えい唱しようを耳にしたイオリは、彼が水を分解し酸素を生成する魔術を使おうとしている事に……ケネスが何を考えているかに、気付いていた。

　ケネスは作り出した酸素を直接体内に取り込みながら──マルテはケネスから口移しで酸素を分けられていたのだろう──凍り付いた水面の下を浮ふ上じようする事無く通り、石柱の真下に辿たどり着いていたのである。

「ふひひ、ひ、ケダモノめ、ケネス・ダグラスめ、小こ癪しやくな真似を!?」

　ウォーレンは石柱の表面を移動。

　再びタビタに錐刀を突きつけようとしたウォーレンは、しかし──

「むあっ──!?」

　悲鳴じみた声を上げて己の仮面を搔かきむしる。

　何か液体の様なものがその表面に付着しているが──

「なんだこの匂におい……!?」

「気付け薬ですよ」

　マルテと共に石柱の真下に姿を現したケネスは、魔術陣が刺青された右手を頭上に掲かかげていた。ウォーレンの仮面に付着したのは、彼が生成した仮想物質だ。

「がっ……はっ……気付け……薬!?　そんな……もの……！」

「瀕ひん死しの重病人も飛び起きる──強きよう烈れつな刺し激げき臭しゆうでね。毒性もあるから眼に入ったりしたら危険ですよ」

　ハンネを殺された恨うらみからか、嬲なぶる様な口調で言うケネス。

　同時に──

「…………」

　ぶつりと音を立ててタビタを縛り上げていた縄なわが切れる。

　気付け薬を間近で嗅かがされて、意識を取り戻もどしたタビタが、奇髪器サムソニアを使って己を縛り上げる縄を切り裂さいたのである。

　本来ならばそのまま落下する筈はずのタビタは、しかし──

「──ぬっ！」

「うおっ!?」

　腕うでを伸のばしてウォーレンの足首を摑つかみ、これにぶら下がっていた。

「離せ、ケダモノ──」

　がくんと姿勢を崩くずしつつも、落ちないウォーレンだったが──さすがにその状態で石柱の壁へき面めんを動き回る事は出来ない様だ。

「そのまま──捕つかまえてろ！」

　イオリは鋼棍を構えながら叫ぶ。

　アダムを倒たおした時と同様──棍の中の穴には地竜の爪つめが入っている。中に爆発するものを生成して火を点つけてやれば、これが矢にも優まさる速度で飛び出して相手に突き刺ささるのだ。そしてイオリは未だに先の術を継けい続ぞくしており、仮想物質としての水素を生成出来る状態にある──

「──ッ！」

　殺さぬ様に慎しん重ちように狙ねらいを定めてイオリは──火ほ筒づつを撃うった。

　轟ごう音おんと反動を生じながら、撃ち出される地竜の爪。巨きよ体たいを支える脚あしの一部であるそれは、鋼はがねよりも更さらに硬かたく、火筒の弾たまとして撃ち出されれば、相手の身体からだをあっさりと貫かん通つうする程の威い力りよくを示す。矢と異なり、これを視認して避さけるのはおよそ不可能だ。

　狙いはしかし、急所ではなく右みぎ肩かた。

　脚を摑むタビタから出来るだけ離した部位を狙ったという事もあるが、狙う面積の広い胴どう体たい部分で、なおかつ、致ち命めい傷しようになりにくい場所。殺すのは勿もち論ろん可能だが、ウォーレンには聞いておかねばならない事が幾いくつか在る。

　だが──

「──ぬ!?」

　タビタが驚おどろきの声を上げて──落下。

　まるで脱だつ皮ぴするかの様に、ウォーレンがその朱あかい衣装をするりと脱ぬいで、逃にげたからである。妙みように白く細い身体が見えたが、石柱を蹴けって跳んだその姿は、きちんと確認する間も無く水中に没ぼつしていた。

「しまった──」

　今度はイオリがウォーレンを水中に見失った状態だ。

　何ど処こから攻こう撃げきが来るか分からない。

「石柱の上に登れ、水から距離をとれ！」

　タビタに、そしてマルテとケネスにそう叫さけびながらイオリは棍を構えてウォーレンが攻撃してくるのを待つ。

　魔ま術じゆつ攻撃か。さもなくば意表をついて接近戦か。

　イオリは全身に緊きん張ちようを漲みなぎらせて構えていた──…………が。

「……ふひひ、ひ、ひひ、ひ、ふひひ！」

　引き攣つった様な笑い声が遠ざかっていくのが聞こえた。

　既すでにこの地底湖の何処かで水から上がり、遁とん走そうしているのだろう。奇き襲しゆうをする積もりなら笑い声を上げる様な愚ぐは犯すまい。さすがに人質を手放して複数を相手にするのは無理と悟さとったか。

「くそ──」

　なんとかして追いかけるかとも思ったが。

「──イオリ！」

　タビタが叫び声を上げる。

「ユーフェミアが！」

「──！」

　振ふり返ったイオリは、地底湖の反対側で、暗竜を引きつけて──それどころか善戦を続けているユーフェミアの姿を、見る事になった。
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　暗竜が迫せまってくる。

　動き始めは鈍にぶいのだが、途と中ちゆうで水を搔きながら加速していく。一直線の動きなのでこれを見切るのはそう難しい事ではないが、体表の粘ねん膜まくが何らかの効果を生じているのか、その加速は同じ生き物かと驚く程の変わり様だ。最初の動きで見当をつけてなめてかかれば、気がついた時には頭を持って行かれる事になる。

（イオリ兄様──いやイオリが言っていた）

　急激に大きくなっていく暗竜の姿を前に、ユーフェミアは考える。

（この種の連中は知能もかなり怪あやしいし、本来、光の無い場所で活動する様に特化しているから、恐おそらく獲え物ものの位置は眼で見て把は握あくしている訳ではない……）

　恐らくその点は地竜と同じ音か匂いだろう。

　実際、眼らしい器官は何処にも見当たらない。つるりとした涙るい滴てき型の頭部が見えるだけだ。地竜が備えていたあの花の様な赤い感覚器すら無い。

　全身で震しん動どうを……水に落ちた生物の足あ搔がく音を聞いているのだろう。

　あるいは蝙こう蝠もりの様に人間の耳には聞こえない領域の音を出して、その反射で空間把握をしているのか。壁かべや柱に激げき突とつしないのはその辺りの能力が在るからだ。

　だから──

「…………」

　ユーフェミアは生なま唾つばを飲み込んだ。

　慌あわてて逃げ回れば『獲物は此こ処こに居ますよ』と教える様なものだ。

　かといって止まっていても恐らくは音波の反射で位置を割り出される。

　だから──

「──来いッ！」

　敢あえて一言、暗竜を誘さそう。ついでに溺おぼれた獣けものがそうするのに似せて、左手で何度も何度も水面を叩たたいてやる。そうすれば向こうは真まっ直すぐこっちに突とつ進しんしてくるだろう。

　そして──

「…………」

　集中。狙うはただ一点のみ。

　斬撃を滑すべらせる相手の表面粘膜に何度も触ふれていれば、剣けんの切れ味が鈍る可能性がある。何度も斬きり付けるのは愚ぐ策さくだ。

　故ゆえに……

　水みず飛沫しぶきを左右に撒まき散らしながら、風圧すら感じられる勢いで迫る暗竜。

　その何も無い曲面の鼻はな面づらに──狙い澄すました一撃を。

「──ッ！」

　ユーフェミアの斬撃が暗竜の巨体に斬り込んだ。

　滑る事無く、真っ直ぐに。

　突とつ撃げきが本領である筈の騎き士しの戦法において、例外にして奥おう義ぎ。

　後の先をとる迎げい撃げき技。

　緩ゆるやかに湾わん曲きよくして刃はを逸そらす鎧よろいに対して、確実に斬り込む為ための、斬撃。いわゆる『兜かぶと割り』……これは如い何かに、狙い澄ました一点に、その曲面に、垂直に刃を送り込めるかで決まる。それ故に集中力が無ければ、動どう揺ようして刃が揺ゆれれば、その瞬しゆん間かんに技は崩ほう壊かいする。

　果たして──

「──くっ!?」

　ユーフェミアの一撃は、綺き麗れいに、それこそ料理で捌さばくかの様に暗竜の巨体を縦に──殆ほとんど抵てい抗こうすらないままに切り裂いていた。右にも左にも逸れる事無く垂直に暗竜の頭部に食い込んだ刃は、相手の突進の勢いをそのまま自らの切り裂く力に変えて、更に巨体の真ん中へと食い込んだ。

　頭部を完全に二つに切り裂き、更に胴体まで食い込む刃。

「──よし！」

　勝った。如何なる生物も頭部を二つに割られては、即そく死しせざるを得な──

「……い!?」

　断面から滴したたり落ちる怪かい物ぶつの生温かい体液を浴びながら──ユーフェミアは凍こおり付く。

　暗竜が動いている。死んでいない。頭を二つに割られたというのに、左右に分かれた半分ずつの頭部が動き、あまつさえ、傷口を閉じようとして……

「こ……このっ……!?」

　これも、昔、イオリに聞いた事がある。

　ある種の大型両生類は、食用として捕まえられる事が在るが、異常な程に生命力が強く、調理の為に半分に引き裂いても、しばらくは生きているのだと──

「……故に私達の郷里ではその生き物を『半裂き』とも呼びます」

　曖あい昧まいな記き憶おくを引っ張り出す様にユーフェミアの口がその言葉を漏もらしていた。

　いや。違ちがう。これは──

（チヅル……！）

　同時に──

「──ユーフェミア！」

　タビタの叫び声と共に何かが松明トーチの明かりを撥はね飛ばしながら飛んでくる。

　それは──

「──王権器レガリア！」

　半はん透とう明めいの長剣が暗竜の斬られた頭部に突つき刺さる。粘ねん液えきに側面から搦からめとられたか、勢いを減じながらも王権器レガリアは白い巨体を貫通し、ユーフェミアの目の前に──『さあ使え』とばかりに滑り出てきた。

　だが鋭するどいだけに、それは暗竜の果てしなく『鈍どん感かん』な──殺された事にすら中々気付かないその巨体には、文字通りに針に刺された程度にしか感じないらしい。

　さすがに不死身という訳ではあるまいが、その生命力が尽つきるのが早いか、ユーフェミアがその巨体に押おし潰つぶされ、あるいは磨すり潰されるのが早いか──

「くっ──」

　ユーフェミアは右手に父から贈おくられた長剣、左手にタビタから託たくされた王権器レガリアの長剣を持ち、左右を暗竜の巨体に挟はさまれながら──

「チヅル・ノースリヴァッ！」

　吼ほえた。

「望み通り生きてやる！　全力で生きる故──貴女あなたの力を私に寄よ越こせッ！」

　頭部を切り裂さいても即死しない怪物。

　ならばこれを滅ほろぼすには──殺しきれぬまでも動けぬ様にしてやるしかない。

　即すなわち──

「火付きの悪いお姫ひめ様さまには苦労します」
















　溜ため息いき交じりの声は、ユーフェミア自身の口から漏れていた。

「ともあれ、ここからは手数です。ようございます。お手伝いしましょう」

　同時に彼女の左手は王権器レガリアの柄つかを握にぎって──逆さか手てに構え直す。

「技も何も必要ありません。滅めつ多た切りです」

　半分に裂いても生きているというのなら、更さらに四分割、八分割、あるいは挽ひき肉にくにするまでだ。刃を流す粘膜と曲面が無い切断面ならば、通常の剣でも斬れる筈はずだった。

　今必要なのは、先の迎撃技から一転して──手数である。

「ああああああああああああああああッ！」

　閉じようとする暗竜の断面に斬り付けて、斬り付けて、斬り付ける。

　肉を斬り飛ばし、斬り飛ばし、斬り飛ばす。

　無我夢中とはこの事だろう。

　ユーフェミアは当たるを幸いに、剣で斬り付け続け──

「はーっ……はーっ……はーっ……」

　気がついた時には、暗竜は動きを止めていた。

　さすがに頭部付近に何十回と斬り付けられ、肉を、骨を、脳のう髄ずいを切り裂かれ続ければ怪物とて死なざるを得ない。

「くっ……こ……こんな……戦い方……」

　粘液と体液にまみれて喘あえぐ様に呼吸しながら、ユーフェミアは呟つぶやいた。

「無ぶ様ざまな……戦い方……騎士の……剣では……」

　イオリに大見み得えを切った手前、一撃で怪物を綺麗に二つに引き裂いて、もっと華か麗れいに極きめる積もりだったのだが。

「ええ。でもこれが『生きる』という事ですよ」

　と澄ました口調で自分の唇くちびるが告げてくるのを、ユーフェミアは朦もう朧ろうとする意識で聞いた。

「みっともなくも汚きたなくも浅ましくも……他者の命を奪うばって、意地汚くあがき続けるという事です、御お嬢じよう様さま」

「……知った風な口を叩くな……亡ぼう霊れいめ……」

　そう呟きながらその場に倒たおれるユーフェミア。

　その彼女の身体からだを──

「──ユーファ！」

　イオリのものなのだろう、伸のびてきた腕うでが支えてくれたのは、次の瞬間だった。




　　　　　　　●




「……これで詫わびになるとも思えないですが」

　そう言ってケネスが差し出してきたのは、彼の指輪だった。

　アータートンの街門の内側──陸上帆艇ランドヨツトを停めていた広場での事だ。

「私にはもう必要の無いものです」

　地底湖での戦いの……翌日。

　イオリの魔ま術じゆつ、ケネスの魔術、それにタビタとマルテの奇髪器サムソニアを用いて縦穴を何とか登り切り、五人は診しん療りよう所じよに帰ってきた。

　しばらく診療所で身を休めた後に、イオリ達は陸上帆艇ランドヨツトの所まで戻ってきた。そしてそこで、ケネスが指輪を渡わたしてきたのだ。

「……この棄界ゲヘナに骨を埋うめると？」

　指輪を受け取りながらイオリが問うと、ケネスは頷うなずいた。

「考えてみれば、別にジンデル王国に戻ったところで、会いたい相手がいる訳でも、やり残した事がある訳でも無し。元より求められれば応じる、それだけの人生でした」

　金を儲もうける為というより、単に、求められたからと違い法ほうな治ち療りようにも手を染めた。一度やったら止やめられなくなった。後はなし崩くずしだ──と。

　だが求められているという意味なら、此処でも同じだ。

　ただでさえ最新の医療知識を持った魔術医は重ちよう宝ほうされる。

　それに──

「マルテを棄すててはいけない」

　そう言って脇わきに、縋すがり付く様にして立っている棄界人ゲヘナントの少女の肩かたを抱だくケネス。

「マルテと一いつ緒しよに此処で暮らします」

　ハンネの墓の傍そばで。

「マルテ、せんせいの子供産む」

　マルテは淡あわい笑みを浮うかべて言った。

「ハンネが出来なかったから。マルテが代わりにせんせいの子供産むの」

「…………」

　イオリ達の視線を受けてケネスは頷く。

「私の望みでもあります」

「ならばこっちも何も言うまい」

　イオリはタビタを手招きすると、寄ってきた彼女の前に跪ひざまずき、その左手を取った。

「タビタ。これを」

　そう言ってタビタの手にその指輪を塡はめてやる。

「イオリ。これが……」

「そうだ。約束したからな」

　そう言ってイオリは笑って見せた。

　無論、イオリとしてはただ単に、受け取った指輪を、それが必要な者の指に塡めた──それだけの事だったのだが。

「イオリ・ウィンウッド！」

　何やら色めきたって声を掛かけてくるのは、ユーフェミアだ。

「ん？　どうした？」

「それは、それは、それでは、まるで──」

　とユーフェミアはタビタの手を──イオリが丁度、彼女の手を取って指輪を塡めているその様子を、震ふるえる指で指しながら言う。

「……？」

　眉まゆをひそめるイオリと、首を傾かしげるタビタ。

　何をユーフェミアが目くじら立てているのかが、分からないのだが──

「ああ、まるでジンデル式の婚こん約やくか婚こん姻いんの儀ぎ式しきの様ですね」

　とケネスが苦笑してそう評してくる。
















「御嬢様は、イオリ・ウィンウッド、貴方あなたが自分へより先にその少女に指輪を贈ったのが面おも白しろくないのですよ」

「あ……いや、違っ……私は先に……指輪……」

　慌あわてて顔を赤らめながら言うユーフェミア。

　彼女は何度も首を振ふるが……

「ユーフェミア？」

　とタビタに覗のぞき込まれ、慌てて顔を逸そらした。

「ユーフェミア、イオリの──」

「…………」

「やっぱりイオリの嫁よめ？」

　逸らした顔の前に回り込んで尋たずねてくるタビタ。

　その顔はやはり無表情だが、それだけに、他人の感情をはっきりと反射して映す。

「くっ……この様な辱はずかしめ……………」

　歯がみしながらユーフェミアは言った。

「……こ、殺せっ！」

「さ。そろそろ行くか」

「さらっと流すなあっ！」

　地じ団だん駄だを踏ふみながら喚わめくユーフェミア。

　そんな彼女を振り向きながら──

「殺さない。殺せる訳ないだろうが。今も昔も、俺が、お前を。頼たのまれたって出来る筈がないだろう。いい加減、分かれ」

　イオリは真顔でそう言った。

「イオリ兄さ──」

「俺もお前も生きなきゃならない。全力で」

　それがもう居なくなってしまった者達の望みなら。

　それを自らの望みであると思える様になるその日まで。汚よごれて、足あ搔がいて、みっともなくも、卑いやしくも、誰だれかから何かを奪いながら、あるいは誰かに何かを奪われながら──その事を恥はじる事無く、悔くやむ事も無く。

　その為ために──

「行くぞ。ユーファ。それから『兄様』と呼ぶな」

　イオリは昔せき日じつの想い出を脳のう裏りに思い浮かべながら言って、陸上帆艇ランドヨツトに乗り込む。

　ユーフェミアは、束の間、眼を丸くしてその場に固まっていたが──

「……りょ、了りよう解かいした！」

　ユーフェミアは棄界ゲヘナに来てからは初めてイオリも見る笑みをその白い顔に浮かべて、そう言った。
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　どうも、軽小説屋の[image: さかき]さかきです。

『誰たが為ためにケモノは生いきたいといった』二巻をお届けいたします。

　いわゆる『宝探しモノ（？）』シリーズの常道を破っていきなり『目当てのもの』が見つかってしまった一巻な訳ですが。おうちに帰るまでが遠足、もとい、冒ぼう険けんな訳で。

　イオリ達の冒険は、ジンデル王国に帰るまで終わっていないとも言える訳で。




　そういう訳で本巻は『帰る手段について』のお話と相成っております。

　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　とまあそれはそれとして！

　表紙を見ていただければ明らかでありますが、主に担当氏の要よう請せい（というか好み）により本巻にも新たなケモノ娘むすめが出てくるのであります。しかも姉妹で！（これはたまたま）更さらにはメイド服で！（これは私の好み）

　正直、ケモ耳メイド姉妹ってのは別に昨今珍めずらしくもないネタかとは思うのですが。

　ニリツ先生の表紙絵が上がってきた時点で、色々と認識を新たにさせられました。

　なるほど、確かに尻尾しつぽを干かん渉しようされる事無く自由に動かしたいとなると、こうならざるを得ないわな！　素晴らしい！　尻尾が生えているから仕方ないんだ！　仕方ないからこうならざるを得ないんだ！　尊い！　待てよ、これならひょっとしてメイド服のまま（以下数行、検けん閲えつにつき削さく除じよ）




　まあ第一章のドあたまから、タビタは全ぜん裸らだわ、イオリも全裸だわ、色々言い訳きかない状態になっているわ、でもの凄すごく今いま更さらですが。よし。三巻はユーフェミアも（以下略）




　当初の予定通り、三巻で一区切り、その後続くかどうかは昨今のラノベの例に漏もれず売れ行き次第でありますが、とりあえず三巻も新しいケモノ娘を出すように担当氏に強く強く要請されているので、（実は一昨日おととい打ち合わせしてきた）皆みな様さま、ご期待ください（なにを？）。




　というかタビタのモチーフが『犬』でハンネとマルテが『猫ねこ』なんで、次は兎うさぎか、昨今の流行に乗って馬とかか。ケモノ娘は髪かみの色でも差別化を図ってきた訳ですが、次の子はどうしようとか変なところで悩なやんだり。

　緑の髪は担当さんの反応良くなかったし、金きん髪ぱつはユーフェミアと被かぶるから、どうしたもんかと悩みつつ、ニリツ先生のサイトをぼんやり眺ながめていると、閃ひらめくものだ。

　そうか。褐かつ色しよくか、褐色肌はだか、その上で金髪にすりゃいいじゃん！　我は得たりエウレカッ！




　とりあえず三巻のゲストヒロインが決まったので（担当氏に確認もとってませんが）明日から大急ぎでプロット組みます。ご期待ください（だから何を？）。




　ではでは、また、次の本で。
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